








































世界最強の人見知りと魔物が消えそうな黄昏迷宮 2.
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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序章「悲報！　『セージ☆ハーレム』解散の危機……………………か？」










「より多くの魔物を狩れば、より豊かになる」　──冒険王ローゼンガルド一世──




　帝都ローゼリアの一画に位置する冒険者の宿『銀の杖つえ亭』は朝から多くの冒険者で賑にぎわっていた。駆け出しのＬＶレベル一から超一流のＬＶ五まで、元冒険者である店主の老魔女のカレンを慕したい、幅広い冒険者の姿が見られる。

　テーブルはほとんど満席で、揃そろいのエプロンをつけたウェイトレスが忙せわしなく料理を運んでいた。冒険者たちは朝食をとりながら今日の探たん索さくの最終確認を行っている。

　何階でどの魔物を狙うか、体調はどうか、装備はどうか、アイテムはあるか──

　冒険者は迷宮に潜もぐり、魔物を狩り、その素材を得る仕事だ。

　麦、肉、鉄、木、布など冒険者が獲得した魔物素材が帝国の経済と生活を支えている。

　魔物素材は質量共に優秀で人々に恵みをもたらす反面、迷宮は決して安全な場所ではない。安価で手軽な蘇そ生せい術と過去の冒険者が残した迷宮マニュアルが普及した現在であっても、油断すれば簡単に死ぬ。

　特に最近は、冒険者の増加に伴い魔物が枯こ渇かつし始めたため、魔物の取り合いが激しくなった。収入減少の焦あせりから無謀な行動に出て全滅するＰＴパーテイも増えている。

　朝の打ち合わせを通して目的意識を共有し、ＰＴの心を一つにするのは大切だ。互いに命を預けあっているＰＴが迷宮内で仲間割れなどしては目も当てられない。

　一見、自由気ままに見える冒険者も、実際は仲間同士での気遣いが大切である──と枯かれ葉は色いろの髪の少女、新米騎士ティルム・ディードは心から理解というか実感していた。




「ちくしょー！　もうこんなＰＴ解散にゃー！」

「解散じゃなくてぇ、あなたが一人で出て行くだけでしょう。おバァカさぁん」

「……」




「あ、あはは……ま、またかあ…………」

　ＰＴの集合場所である『銀の杖つえ亭』を訪れるなり、そんな叫びが聞こえた。

　窓際のテーブルだ。頭にネコミミ飾りをつけた二十歳ほどの女性が叫び、銀髪の少女が冷たい言葉を返している。二人ともティルムの仲間だ。

　他の客──他の冒険者たちは一瞬驚いたようにネコミミ飾りの女を見たが、すぐに自分たちの話に戻った。冒険者も、冒険者の宿も朝は忙しいのだ。

　ティルムは苦笑し、テーブルの隙すき間まを縫うようにして叫び声の方向へ向かう。

　日当たりの良い窓際のテーブル。椅子は四つ。朝食はまだ届いていない。ティルムが来るのを待っていたのだろう。

　ティルムは空いている椅子に腰掛けてぺこりと頭を下げる。

「おはようございます、アルリアナさん、ククリカさん」

　ティルムは高等学院を卒業し騎士団に入団したばかりの十六歳だ。小柄な少女で、素朴な顔立ちにはまだまだあどけなさが残っている。

　騎士団支給の鎧よろい──茶色に近い赤色の鎧よろい下したに、鋼の胸甲、篭こ手て、具ぐ足そく──を装備した姿がどこかぎこちないのはご愛あい嬌きようだろう。背中のリュックと同じく支給品の剣と盾たてを壁に立てかけるようにして置き、改めて二人に問うた。

「それで、今朝はどうして解散なんですか？」

「知らないわぁ。だって私は世間話をしただけよぅ」

　ＰＴ最年少、純白の神官衣を纏まとった銀髪の少女アルリアナ・デイジーコートが言う。

　僅わずか十三歳ながら回復と補助を主とする神しん聖せい魔法の達人、超一流の神官だ。首から天てん秤びんを象かたどった秩ちつ序じよ神の聖せい印いんをぶら下げており、腰に儀礼用の短剣を差している。

　年齢を考えても小柄な体格で、顔立ちは整ってこそいるがはっきりと幼い。

　語尾を延ばしたからかうような口調と、挑発的な微笑ほほえみ──アルリアナはその幼さに不似合いな、妖しく艶つやめく赤い唇を吊つり上げて微笑ほほえんだ。

「寂しいなら私みたいにペットを飼ったらぁ、ってねぇ」

　神官の格好をしており、天才的な神官でありながら、神官らしく見えない。

「ええと、普通ですね？」

　ティルムは枯かれ葉は色いろの髪を僅わずかに揺らして小首を傾かしげる。

　ネコミミ飾りの女ことククリカ・テンセルが唸うなるような声で答える。

「一人暮らしの暗い部屋に帰ると、かわいいペットが出迎えてくれるのにゃー。きっと、にゃーはとても温かい気持ちになるのにゃー。明日も頑張ろうと思えるにゃ……」

　ククリカ・テンセル。二十歳。独身。頭にネコミミ飾りをつけ、首には（玉を抜いた音の出ない）鈴飾りを下げている。冒険商人として顔を売るためネコミミをつけ素すっ頓とん狂きような喋しやべり方をしているが、顔立ちそのものは美人の範はん疇ちゆうに入るだろう。

　因ちなみに冒険商人とは迷宮に潜もぐれる戦う商人だ。彼女は、急所を厚手の皮で補強した布鎧よろいを着て、腰に古代文明時代の武器である魔銃──連発式拳銃を収めたホルスターをつけている。もう一丁、単発式長銃をティルムと同じように壁に立てかけている。

「生活に潤うるおいが出来るんですよね？　良いことじゃないですか」

「これは罠わなにゃ！　ペットに癒いやされてペットがいる生活に満足して女としての牙を失うのが目に見えているのにゃ！　にゃーはまだ結婚を諦あきらめてないにゃ！」

「さすがにそれは被害妄想が入ってませんか」

「そうよぅ。私がそんなつもりで言ったと思ってるのぉ。アルにゃん悲しいわぁ」

「むしろおまえなら絶対にそういうつもりで言ったと確信してるにゃ」

　にゃっ、とククリカは唾つばを吐き捨てる真ま似ねをする。

　くすくすとアルリアナが笑う。明らかに、わかってやっていた笑みだ。

「……ああ、人生が辛つらいにゃあ。このまま一生一人で生きていくのかにゃあ。どうせ、にゃーなんて、金を貯ため込こんでるぐらいしか魅力のない女にゃ。まあ、冒険者として成功してて、上は皇族から下はチンピラまで顔が効いて、わりと美人でナイスバデーで、まさしく才色兼備で──」

「自じ虐ぎやくかと思わせて清すが々すがしいまでの自画自賛ですね！」

「──あれ、にゃーってもしかして優良物件じゃねえかにゃ。じゃあ何で全然もてないにゃ？　あ、わかったにゃ！　この世界が間違ってるんだにゃ！」

「ククリカさん落ち着いてください！」

「にゃっはー！　こんな世界は滅んでしまうが良いのにゃー！」

「あなたが結婚できないのは、その、無駄に一人上手な性癖のせいじゃないのぅ」

「ぐはにゃー！」

　がたりと勢い良く立ち上がるや、アルリアナに言葉のナイフで刺されて崩くずれ落ちた。

「……そうにゃ。ＰＴパーテイを解散して田舎に行くにゃ。冒険者をやりながら小さなお店を経営するのにゃ。にゃーと常連さんだけの、小さくても居心地がよくて、心があったかくなるお店にするにゃあ」

「すごーい、独身は自分で自分を傷つけるのが得意な冒険者なのねぇ」

「戻って来てククリカさん！　大体、ＰＴを解散するも何も、わたしたちって依頼があったから集まってるだけの寄せ集めＰＴじゃないですか」

「つまり、にゃーがいなくなっても別の誰かが補充されるだけにゃー。所詮は消耗品にゃ。にゃーはどうしてこんな優しさを忘れた冷たい都会で一人寂しく頑張ってるにゃ？」

「ティルムって、たまに凄すごくドライなこと言うわよねぇ。嫌いじゃないわ、そういうの」

「はうっ！　あの、そんなつもりでは、ないんですよ」

　困り顔のティルムが何とかフォローしようと苦心している。アルリアナは完全に面白がってにやにやしている。ククリカは遠い田舎に思いを馳はせて遠い眼まな差ざしをしていた。

　はっ！　と、ティルムが手を叩たたく。

「ククリカさん聞いてください。今日のお弁当は──特製コロッケです」

「特製にゃ！」

　ククリカの瞳に輝きが宿った。

「はい。いつもよりちょっと良いお肉を使っているのもありますが」

「ありますがどうしたにゃ！　焦じらすんじゃねえにゃティルムにゃん！」

「思いついて、夜のうちから、コロッケにソースをかけておきました」

「つまり、今日のコロッケにはソースが……」

「しみしみでしっとりです」

「にゃっはー！　やっぱりこのＰＴは最高にゃ！　ＰＴの輪を乱す不届き者はにゃーが猫パンチをお見舞いしてやるにゃ」

「ちょろいわねぇ」

「あはは」

「にゃはは！　まあ、にゃーの解散引退宣言は詐さ欺ぎみたいなもんだからにゃ！」

「出たぁ、独身の自じ虐ぎやくぅ。そうやって優しくしてもらいたがって気持ちわるぅい」

「にゃはは……こうやって笑い話にしないと心が折れてしまいそうなんです──って、言ったら、優しくしてくれますか？」

　猫キャラを忘れるぐらいマジな顔をしていた。

　ティルムは愛想笑いを浮かべることも忘れて硬直し、アルリアナですら沈黙する。

「にゃははははは！　冗談にゃー！　びっくりしたにゃ！」

「あ、あはは……じょ、冗談ですよね。そうですよね。ククリカさんは自立した立派な大人の女性ですもんね！」

「傷つきやすいくせにタフよねぇ、この独身ってばぁ」

「積み上げた孤独と溜ため込こんだ預金残高のぶんだけ女はしぶとくなるにゃーよ」

「はーい、朝ごはんセットでーす」

　と、そこにウェイトレスが両手に料理とジョッキを持ってやって来た。チャーミングな明るい笑顔、きゅっと締まった腰とばいんと張り出した乳と尻が見事なものだ。

　ティルムたちとは一応面識がある。老魔女カレン、店主の孫娘のホーリアだ。

「あの、セージさんがまだなんですが」

　ティルムがまだ姿を見せていない最後の仲間の名前を告つげた。

「お婆ばあちゃんが、三人揃そろったら四人分もって行けって言うからさ。んじゃね」

　ホーリアはばいんと乳を揺らすように肩をすくめ、さっさと戻って行った。

　出された朝食は硬いパンと蛙かえる肉のシチュー、千切り野菜の浅漬けピクルス、水で割ったエールと簡素なものだ。簡素だが量は多く、熱いシチューから漂う香りが食欲を誘う。

　席は四つ、いるのは三人。

　ティルムたちは空席を見る。

「セージさん、もう来てるってことですかね」

「そういうことじゃないのぉ」

「まー、セージにゃんは神しん出しゆつ鬼き没ぼつのＬＶレベル七だからにゃあ」

　最後の仲間、セージ・トーラスト──大陸に十三人しかいないＬＶ七の冒険者だ。

　ＬＶ一が駆け出し、ＬＶ三で一人前、ＬＶ五ともなれば超一流の冒険者と呼ばれる。

　ティルムは十六歳でＬＶ四の天才。アルリアナは若干十三歳でＬＶ五の大天才。ククリカはＬＶ六であり、多彩な技能を取得した超天才冒険者だ。

　彼女たちも並みの冒険者ではないが、ＬＶ七であるセージは次元が違う。

　特筆すべきは『絶技』と呼ばれる技である。彼は魔法に拠よらず、自らの技のみで自らの姿を世界から消す。その気配を捉とらえられるものは同じＬＶ七ですら何人いるのだろうか。

『首狩り屋』の異名を持ち、単独でのドラゴン殺しを成し遂げた最強の冒険者である。

「いますか、セージさん」

「……ああ。いる、ぞ。ここに、おれは」

　ティルムが名前を呼ぶと。返事があった。

　淡々としているというか、ぶつぶつと途切れるような口調だ。

　何もない場所から、影を形にしたような黒いその姿が現れた──

「とりあえず、どいて、くれないか」

「へ？　う、うわああああああああ！」

　──具体的にはティルムの尻の下に。

　びっくりしたティルムが椅子の上から飛び上がる。

「な、なんで、そんなところにいるんですかセージさん！」

「……おまえが、座って、来たんだ。おれが、座って、いたところに」

　全身を黒いつなぎに覆おおわれている。顔もまた黒い覆面で隠れているために見えない。

「おれは、一生、このまま、おまえの、尻の下で、過ごすのかと、絶望していた」

「どういう絶望の仕方ですか！　というか声をかけてくださいよ！」

「滑こつ稽けいな、ものだな。ドラゴンを、殺せても、おまえに、声をかけることは、できない」

「人見知りが悪化してませんか！　わたしたち、ＰＴパーテイ組んでもう結構長いですよ！　あとドラゴンの扱い！」

「ふふっ、大陸に十三個しかない贅ぜい沢たくな椅子ねぇ。あとで私も座ろうかしらぁ」

「にゃーが言うのもなんだけど、セージにゃん、その心の弱さをどうにかするにゃ」

「まだ、全身が、震えて、い、る……もう、だめ、だ。おれは、ＰＴ、抜け、る。あとは、任せた、ぞ…………」

「しっかりしてくださいセージさん！　どうしてそこまで追い詰められてるんですかセージさん！　何がそこまで辛つらいんですかセージさん！」

　震える声で、セージは、言った。

「このＰＴの、名前が、何より、いや、だ」

「……あれは、はい、わたしも悪かったなと思います」












「…………まあ、あれは、ねぇ？」

「………………まあ、あれはにゃあ」

　女性陣が、珍しく、揃そろって申し訳なさそうな顔をした。

　ティルムたちのＰＴパーテイ名は『セージ☆ハーレム』──

　酔った勢いでＰＴ名を決定し。

　酔った勢いで申請書類を書き。

　酔った勢いでギルドの夜間受付に書類を提出し。

　正式に、登録されてしまった。

　言うまでもないことだが、ＰＴがセージのハーレムであるということは、ない。

　全然ない。

「い、一応、ＰＴ名を変えられないかギルドに相談してみたんですよ。でも、ＰＴ名の変更はＰＴメンバーの半数以上の交替もしくは一定期間の経過と正当な理由が必要って迷宮法で決まっているらしいので……その、どうしようもないかなーって」

「法律ですものねぇ。仕方ないわぁ」

「昔、ＰＴ名をころころ変えて悪いことしてたＰＴがいたから仕方ないにゃあ」

「おの、れ、法律、め」

　俯うつむき震えるセージの背中を、ティルムが必死に撫なでる。

　その甲か斐いがあってか、ドラゴン殺しで世界最強の冒険者セージの震えは止まった。

　ティルムは安あん堵どの微笑ほほえみを浮かべて、空いている席に座る。

　テーブルにＰＴが四人全員、揃った。

「とりあえず、ごはんにしましょうか──いただきます」

「天空と秩ちつ序じよを司つかさどる我が神よ、今日の糧かてに感謝を捧ささげます」

「たくさん食べて、今日もたくさんお金を稼ぐにゃー」

「……………………いただきます」

　各々それぞれに手を合わせ、食事を始める。

　硬いパンを手で割り、シチューに浸し、時に浅漬けを乗せて口に運ぶ。

　こうして見れば、他のテーブルにいるような、普通の冒険者ＰＴと変わりない。

　だが、彼等は特別な使命を受けた特別な冒険者の集まった特別なＰＴである。




　新米騎士のティルム・ディード──ＬＶレベル四の一流冒険者。

　秩序神の神官アルリアナ・デイジーコート──ＬＶ五の超一流冒険者。

『歩く銀行』冒険商人のククリカ・テンセル──ＬＶ六、超一流冒険者たちの頂点。

『首狩り屋』セージ・トーラスト──ＬＶ七、ひとの限界を超えた生きた伝説。




　彼らは『人工迷宮計画ダイダロス・プロジエクト』──魔物の減少から来る帝国経済の破は綻たんを避さけるべく立案された『計画』の実働部隊である。それぞれ帝国を統すべる皇族と帝国内に大きな勢力を持つ三大組織（冒険者ギルド、商人組合、神殿連盟）より派遣された人材だ。

　その実力は折り紙つき。

　極度の人見知り、暴走癖、毒舌と、実力以外の部分には大いに問題あり。

　彼らは、迷宮に潜もぐる。

　それは迷宮の深層に住まう未いまだ見ぬ魔物を討伐するためではなく。

　それは迷宮の最果てに到達し迷宮の踏破者となるためではなく。

　それは迷宮の最下層に封印されている古代文明の遺産を発掘するためでもない──

　ＰＴパーテイの実質的リーダー、あるいはＰＴのお母さん役であるティルムは食事の手を止めて仲間たちに言った。




「今日は、迷宮第二層、地下五階の魔物『バロメッツ』を捕獲します──」




　──人工迷宮に送り込む魔物の捕獲、保護、管理が、彼らの使命である。





第一章「迷宮の空がいつも暗いと思っていたら大間違いだ」










　大陸に七つ残された未踏破迷宮の一つ深しん淵えん迷宮アヴィリディア。その入り口周辺の冒険者広場は今日もまた多くの冒険者と、その相手をする商売人たちで賑にぎわっていた。

　最初は人波に流されてまともに歩くこともできなかったティルムも、今では馴なれたものである。波に逆らうのではなく、自分が行きたい方向の波に乗るのがこつだと理解した。

　ティルムたちは探たん索さく許可を受けるためギルド出張所からはみ出るほどに延びた冒険者の行列に並んで順番を待つ。列の長さのわりに順番が回って来るのは早かった。

「ようこそ、冒険者ギルドへ」

　ずらりと並んだ受付の一つ。カウンターの向こうに座るギルド職員──黒髪の少女はいっそ清すが々すがしいほどの無表情で無感情に挨あい拶さつをした。

　黒髪の少女、本名より通称の方が有名な名物受付こと『ドール』は、常と変わらない無表情な、冬の朝のように静かで冷たい声をしている。

　ティルムは用意してきた書類と全員分の冒険者カードを渡した。

　冒険者カードはギルドが保有する古代文明の遺産により発行される冒険者の身分証明書だ。薄い水晶の板で出来ており、冒険者のＬＶレベルや技能などが記されている。




　セージ・トーラスト／年齢不明

　盗賊／属性ＮＣアライメント・ニユートラルカオス

　総合ＬＶ：七

　冒険技能：盗賊ＬＶ七・野伏のぶせりＬＶ六

　生活技能：魔物知識ＬＶ四・魔物解体ＬＶ六

　戦闘特技：第六感・影歩き・急所狙い・天の眼め──絶技『無む明みよう無想』




　ティルム・ディード／十六歳

　騎士／属性Ｎアライメント・ニユートラル

　総合ＬＶ：四

　冒険技能：戦士四・学士ＬＶ四

　生活技能：貴族礼法ＬＶ三・法学（帝国法）ＬＶ三

　戦闘特技：盾たての巧たくみ・堅陣構築




　ククリカ・テンセル／二十歳

　商人／属性ＮＬアライメント・ニユートラルロウ

　総合ＬＶ：六

　冒険技能：魔銃使いＬＶ六・吟遊詩人ＬＶ三・野伏ＬＶ三・学士ＬＶ三・戦士ＬＶ三・神官（幸運神）ＬＶ一

　生活技能：取引ＬＶ六・鑑定（価格）ＬＶ六・算術ＬＶ五・経営学ＬＶ五

　戦闘特技：抜き撃うち・狙い撃ち・踊り撃ち




　アルリアナ・デイジーコート／十三歳

　神官／属性Ｌアライメント・ロウ

　総合ＬＶ：五

　冒険技能：神官（秩ちつ序じよ神）ＬＶ五

　生活技能：神学ＬＶ五・法学ＬＶ五

　戦闘特技：魔法拡大・秩序神の祝福・秩序神の加護




　ドールは感情の宿らない冷えた瞳で書類にざっと目を走らせ、雪のような指先でカードをなぞるように確かめ、カードと共に探たん索さく許可証を渡した。

「結構です。探索許可証のない迷宮探索は迷宮法違反であり、発覚した場合は冒険者カードの停止──つまり冒険者資格の停止もあります」

　やはり無感情に、マニュアル通りの決まり文句を告つげる。

　その手際はギルド受付にて最速とも呼ばれており、無駄口一つ叩たたかない。彼女と雑談をしたことのある冒険者など一人もいないのではと噂うわさされるほどだ──

　ちら、と、感情のない瞳が、ティルムの傍かたわらに立つ黒い男、セージを向いた。

「最近、楽しそうだね」

「そう、見えるか」

「生き生きしてる。ドラゴンを倒したころよりも」

「そうか」

　セージが頷うなずき、ティルムたちは受付を離れた。

　ギルド出張所を出て迷宮地下一階に続く階段を下りる。

「覆面黒尽ずくめ男のどこをどう見たら楽しそうとか生き生きしてるってわかるにゃ？」

「雰囲気じゃないですかね。わたしもちょっとだけわかりますよ。セージさん今日はちょっと元気ないなとか、香辛料ちょっと強めの味付けが好きなんだなとか」

「あなたってぇＬＶレベル七のお母さんだったかしらぁ？」

「……」

　迷宮の地下一階から地下四階までを第一層と呼ぶ。いずれも洞窟のような地形をしており、薄暗く、土の地面にちらほらと岩が顔を出している。

　階段を下り切り地下一階に到着する。そこは広場のようになっていた。

　この広場から三方七ヶ所に道が伸びており、ＰＴパーテイはそれぞれの目的に合わせて道を選ぶ。

　枯かれ葉は色いろの髪の新米騎士ティルムは剣、盾たて、鎧よろいの具合を確かめるとぐっと拳こぶしを掲かかげ声を上げた。珍しくはしゃいだ雰囲気で、ピクニック前日の子供みたいに目を輝かせている。

「よしっ、頑張ってバロメッツさんを捕獲しましょうね！」

「張り切っちゃってぇ。仕事熱心で真面目なわたしアピールぅ？」

　銀髪の幼い神官アルリアナが唇を皮肉っぽく吊つり上げて肩をすくめた。純白の神官衣の胸元で、天てん秤びんを象かたどった秩ちつ序じよ神の聖せい印いんが僅わずかに揺れる。

　ティルムがはにかんだ微笑ほほえみを浮かべて、ぺろっと小さく舌を出した。

「あはは、実は、バロメッツさんに会うのが楽しみなんですよ。大きな羊の魔物で、とっても大人しいから触さわったり乗ったりもふもふしたり出来るらしいですよ。もう楽しみすぎてお弁当も張り切っちゃいました」

「子供ねぇ。羊との触れ合いにはしゃいじゃってえ」

「えー、アルリアナさんはもふもふしたくないんですか？」

「おバァカさん、私がそんな子供っぽいことするわけないじゃないのぅ」

「でもアルリアナさん、動物は好きですよね。鳩はととか猫とか」

「それは……その……別よぅ」

「にゃはは。どこがどう別なのかさっぱりにゃーね」

　からかうような調子でネコミミ冒険商人ククリカが笑う。魔銃の調子を確認し、弾丸の数を確認し、冒険商人の必需品であるカート（サイドに可愛かわいらしい猫の絵が描いてある）に積み込んだアイテムを確認する。

　影を人の形にしたような黒い男セージは、沈黙し、静かに佇たたずんでいる。

「……」

「それじゃあ、バロメッツさんのいる地下五階を目指して出発進行です！」

「待ったティルムにゃん。第二層に向かうなら、こっちに近道があるにゃ」

　意い気き揚よう々ようと階段へ向かってティルムが歩き出し、それをククリカが制した。

「近道なんてあったんですか？」

「ギルドが管理してるにゃーよ。有料だけど、第二層まであっと言う間にゃ。これのおかげで第二層ならギリギリ日帰りできるにゃ。すぐ近くだから案内するにゃー」

　ごとごとと、ククリカがアイテムを積み込んだカートを引いて歩き出した。

　そして歩くことしばし、ＰＴパーテイは、ぽっかりと空いた大きな穴に、遭そう遇ぐうした。

　穴の傍そばには灯あかりがあり、ギルド職員と腕章をつけた三人の冒険者がいた。三人とも杖つえを持っている。魔法使いだ。穴の前には列が出来ており、ＰＴで順番待ちをしている。

「近道って、もしかして、あの穴のこと……みたいですね」

「あの穴のことにゃ。地下五階まで一直線にゃーよ」

「あ、あはは……普通に階段から下りません？」

「賛成。ちょっと正気の沙汰じゃないわぁ」

「にゃはは。ちゃんと《浮遊》の魔法をかけて貰もらえるから大丈夫にゃーよ。ほら、あそこの三人が《浮遊》係のアルバイト魔法使いにゃ」

「そ、そうですよね。さすがにそのまま落ちるってことはないですよね」

「たまに着地にミスって死ぬ冒険者もいるけどにゃ」

「階段にしましょう！」

　こんなやり取りをしている間にも、冒険者たちは次々に穴に飛び込んで行く。

「次のＰＴさまー！　第二層直通穴の縁に並んでください」

「おっと、にゃーたちの順番にゃ。覚悟決めて行くにゃーよ」

「う、うう……仕方ないですね」

「落下用の《浮遊》をかけます。動かないでくださいね──万物の根源たるマナよ──」

　ティルムたちが穴の縁に並ぶ。アルバイトの魔法使いたちが杖を構え、大きな身振り手振りと共に呪文を詠えい唱しようする。呪文が完成し発動する。

　白く淡い光がティルムたちの体を包んだ。

　体が自然に、ふわりと、浮かぶ。

「わ、わわ」

　慣れぬ感覚にティルムとアルリアナは驚きの声をあげた。地に足がついていない感覚が落ち着かないのかバランスを取るように両腕を広げている。

　因ちなみにこの《浮遊》の魔法、重量物を浮かせて運搬しやすくする使い方もある。過去のドラゴンタートル捕獲でも百人以上の魔法使いがこの魔法を使い、運搬を補助していた。

「《浮遊》はちゃんとかかっていますね。それじゃあ飛び込んでください」

「は、はい！」

「……わ、わかったわよぅ」

「んじゃ、行くにゃー」

「……」

　セージが躊躇ためらいなく穴に向けて跳とぶ。カートを引いたククリカが続く。アルリアナは胸に下げた秩ちつ序じよ神の聖せい印いんを握にぎりしめジャンプし、最後にティルムが穴に飛び込んだ。

　落下する感覚。速くはない。歩くほどの速さでゆっくりと落ちて行く。

　怖くはない。だが、不気味だ。何もない、真っ暗闇、地の底に落ちて行くような。

　やがて、穴の終わり──光が見えた。

　眩まぶしさに一瞬、目を閉じ、再び目を開く。

　広がる光景に、ティルムは思わず感嘆の声を上げた。

「凄すごい……迷宮の中に、空がある」

「迷宮第二層『誘いざなうは深き森の叫び』──地下五階、通称『白はく羊よう花か壇だん』、だ」

　上には澄み渡る青空、あるはずのない太陽が輝いている。

　下には青々と茂る緑の草原、あちらこちらに見える白い塊は、そう、羊の群れだ。

　全すべてが『本物』であると、五感を通して自然と理解できる。

　まるで、もう一つの世界が、迷宮の中にあるように。

「きれい──」

「着地、する、ぞ」

「え？　あ、あわわっ！」

　気付けば地面が目の前だ。

　べったーん、と、ティルムは草原の上に見事な尻餅をついた。

　続いてベテランのククリカがカート共々危なげなく着地。セージもまた危なげなく、音もなく、鮮やかに着地する。そして、尻餅をついたティルムに向かって手を差し出す。

「大丈夫、か」

「あ、あはは。大丈夫です」

「ちょっとぉ、そこにいるとぉ、危ないわよぅ」

　そのセージに、やや遅れ気味に落ちて来たアルリアナが直撃した。

　具体的には、ティルムに手を差し出し前のめりになっているセージの後頭部にアルリアナの尻が激突した。必然、前に押されたセージは倒れる。

「え、わ、きゃ、きゃあ！」

　ティルムはセージに押し倒された。不可抗力だとわかっていても顔が赤くなる。

　顔が近い。ぎゅむりとセージの体に胸を圧おし潰つぶされる。

「すま、ない」

「えっと、大丈夫ですよ。気にしてないですから」

　あはは、とティルムは笑顔を浮かべる。だがやはり顔は赤いままで、心臓の鼓動は急に激しさを増し落ち着かない。

　セージをマットレス代わりに着地したアルリアナは、まだセージの背中の上にちょこんと座っていた。にやにやと、邪悪な微笑ほほえみを浮かべて二人を見下ろしている。

「迷宮の中でぇ、仲間を押し倒すなんてぇ、お兄ちゃんもやるじゃなぁいのぉ」

「アルリアナさんのせいじゃないですか！」

「にゃはは。てめぇら、その痴ち話わ喧げん嘩か今すぐやめねぇと撃うち殺すにゃ」

「痴話喧嘩じゃないですから！」

　とにもかくにも三人は立ち上がった。












　ククリカが本気の目で、背中の長銃を手にしていたのが怖かった。




「……あ、あはは。と、とにかく、地下五階に到着して良かったです」

　まだ少しティルムは照れくさいのか頰ほおの赤みが消えない。アルリアナは面白がってにやにやしているし、セージはいつものように無言である。

　探たん索さくは始まったばかりなのに、早速、ＰＴパーテイに微妙な空気が流れていた。

「あ！　あっちにバロメッツさんがいますよ！　か、かわいい！」

　はっ、と、ティルムはやや離れた位置にいる羊の群れに気付いた。微妙な空気を吹き飛ばすために、少々わざとめな、黄色い声を上げる。

「なぁにぃそれぇ。自分は動物好きの可愛かわいい女の子ですってアピールしてるのぉ」

「あはは、アルリアナさんだって動物は好きじゃないですか。ほら！」

　そのまま、ぐい、と、少々強引にアルリアナの手を引いて歩き出した。アルリアナの方も決して嫌いではないのだろう、あえてその手を振ふり解ほどくようなこともしない。

　セージとククリカの二人もそれに続く。

　わくわくしながら歩き出したティルムだが遠くからバロメッツを見ているうちにふと違和感を覚えた。違和感はバロメッツに近付くにつれて徐々に大きくなる。

　やがて、違和感の理由に気付く。

　ティルムたちはバロメッツのすぐ隣で足を止め、大きく、バロメッツを見上げた。

「大きな羊とは聞いてましたけど……大きすぎませんかバロメッツさん？」

「『花咲く羊バロメツツ』は、極めて安全だが扱いの難しい魔物だ──」

　セージがバロメッツの解説を始めた。淡々としているがよどみがなく、魔物について語る時だけは極度の人見知りも鳴りを潜ひそめる。

「性格はいたって温おん厚こうだ。こちらから手を出さなければ攻撃される心配はない。餌えさである草を求め、常に、数十匹の群れで移動している。頭部に一輪の花が咲いているのが特徴で、名前の由来にもなった」

『象の大きさの羊』、バロメッツを端的に表現すればこうなるだろう。頭に咲いている一輪の花。色とりどりのこの花たちも、実際は下手な樹木より太く高い。バロメッツはティルムたちを気にした様子もなく暢気のんきに草を食はんでいる。

「温厚であると同時に臆おく病びような魔物だ。その臆病さがバロメッツの危険性でもある。バロメッツは攻撃を受けると頭部の花から花粉を飛ばす。この花粉は仲間に危険を報しらせる信号だ。危険を察したバロメッツの群れは一斉に逃げ出す。逃げ出しながら花粉をまき散らす。別の群れも危険を察し逃げ始める。こうしてバロメッツの逃走は連鎖する」

　ティルムは数十匹、数百匹のバロメッツが全速力で一斉に逃げる姿を想像した。さながら緑の草原を埋め尽くし、全すべてを圧おし潰つぶすような、圧倒的な白い奔ほん流りゆうか。

「『羊ひつじ雪崩なだれ』──象のごとき巨大な羊の群れの暴走を冒険者はそう呼ぶ。吞み込まれればば超一流とされるＬＶレベル五のＰＴパーテイですら壊滅するだろう」

　セージが口を閉ざした。解説が終わったのだ。

　ティルムが僅わずかに乾いた声で笑う。

「あ、あはは。やっぱり大人しくても魔物は魔物ですよね。気を引き締めないと……え、それをわたしたちが捕まえるんですか？」

「いつものことだけどぉ。無む茶ちやさせるわよねぇ、この仕事ぉ」

「にゃはは。ま、ドラゴンタートル捕まえたときよりはマシにゃーよ」

「……ドラゴンタートルさんみたいに『四人じゃ絶対無理』って言い切れるほど大きくないから逆に大変なんじゃないでしょうか。無む理り矢や理り捕まえたら雪崩になるでしょうし」

「にゃはは。バロメッツは『恵みの獣』とか『生きた香』とも呼ばれるにゃ」

「誤ご魔ま化かした！　誤魔化された！」

「バロメッツの羊毛は超有能素材にゃ。斬ざん撃げきにも打撃にも強くて火と冷気に耐性があるから冒険者の布鎧よろいや鎧よろい下したは大概バロメッツ製にゃ。毛布やテントなんかもそうにゃ。帝国で布、糸、毛と言えばバロメッツにゃ！」

　セージが魔物としてのバロメッツを語ったようにククリカが素材としてのバロメッツについての解説を始める。二人の解説の差異はそのまま二人の視点の差異であろう。

「へえ、じゃあこの服もバロメッツさんの羊毛で出来ているんですかね」

「頭の花も需じゆ要ようが高いにゃ！　色によって様々なポーション、っていうか香水が精製出来るのにゃ。赤は興奮、青は沈静、白は誘眠って感じにゃ」

「知ってるわぁ。『バロメッツの香水』、結構な高級品よねぇ」

「おまけにミルクもとれるにゃ！　バロメッツミルクのバターやチーズは帝国の食卓に欠かせない一品にゃあ。本当にもう有能すぎて愛してるにゃあ！」

「ふふっ、独身商人のあなたと違って大人気よねぇ。おもしろぉい」

「にゃはは、邪悪幼女のおまえと違って世の中の役に立ってるにゃーね」

「あ、あはは。バロメッツさんは帝国を支える大事な魔物なんですね。じゃあお肉も？」

「めっちゃ美う味まいにゃ。ただし、めっちゃ高いにゃ」

「『羊雪崩』が起きるからですか」

「そうにゃーね。肉以外の素材も十分すぎるぐらいに美お味いしい上に、下手に手を出すと大惨事だからバロメッツを狩るっていうか殺す冒険者はまずいねえにゃ」

「魔物を倒す普通の冒険者とは、また違った技術が求められるんですね」

「だから、地下五階でバロメッツを専門にする冒険者は『羊狩り』と呼ばれてるにゃ」

　そして、ククリカは瞳を金貨のように輝かせた。

「そんな『羊狩り』が伝説と呼ぶのが希少魔物レアモンスター『黄金花羊ゴールデンバロメツツ』にゃ！　黄金の羊毛と黄金の花が咲き、その品質は通常バロメッツの二倍で値段は二十倍！　黄金の花びらは世にも珍しい『幸せの香水』の材料になると言われているにゃあ！」

「へ、へえ、そうなんですか」

　急にテンションの跳はね上がったククリカに、ティルムは──嫌な予感を覚えた。

「あああああちくしょうにゃーも幸せになりてええにゃあああああ。金色のバロメッツが大群でにゃーのところに現れたりしねえかにゃああああああ！　高レベルで堅実な性格でにゃーだけを愛してくれる男と一緒ならなお良いにゃああああ！」

「やっぱりこうなったあああ！　落ち着いてククリカさん！　バロメッツさんがびっくりしちゃうじゃないですか！」

「ふふっ、滑こつ稽けいだわぁ。伝承や噂うわさ話ばなしにすがるしかないその姿がぁ。無様だわぁ。幸福に執着して幸福を遠ざけるその姿がぁ。ひとはここまで愚おろかしくなれるのねぇ」

「バロメッツが、大群で、押し寄せて来たら、死ぬ、ぞ、おまえ」

　ティルム（十六歳）が必死になだめようとする。

　アルリアナ（十三歳）が嘲あざけりを込めてくすくすと笑う。

　セージ（年齢不明）が無粋なつっこみを入れて。

　ククリカ（二十歳）は草の上に転がって駄だ々だをこね始めた。

「にゃーは幸せになりたいにゃあああ、幸せになりたくて何が悪いにゃああああああ！」

「メェー？」

　真横でわけのわからない動きをするククリカに気付いたのか、バロメッツが不思議そうにその姿を見下ろしている。

「羊にまで馬鹿にされたにゃああああああ！　もう死ぬにゃあああ死んで人々の心に残り、星となって世界を見守り、全すべてのカップルを呪うにゃあああああ！」

「逆恨みで伝説になる気だ！　無駄に壮大で圧倒的に力の使い方を間違えてますよ！」

「もうあなたが結婚してあげなさいよぅ」

「女同士ですから！　あ──そ、そうだ！　この前、騎士団の懇こん親しん会かいがあったんですよ。そこで知り合った男の人を紹介しますから！」

「さ、まずは『羊狩り』たちの拠点キヤンプに向かうにゃ。交渉次第じゃ協力して貰もらえるにゃろーし、そうじゃなくても顔を出して情報を集めて損はねーにゃ」

「あ、はい……相変わらず、いきなり素に戻るなあこのひと」

「『餌えさを前にしたゴブリン』よねぇ。浅ましくておもしろぉい」

「うっせえにゃ。こちとら商人にゃ、俗物で何が悪いにゃ」

「あ、あはは……でも、そうですね。普段ここで働いてる冒険者さんがいるなら挨あい拶さつはしておいた方が良いですよね。さすがにベテランの冒険商人らしい気遣いです」

「にゃはは。『羊飼い』の拠点に向けて出発にゃー」

　迷宮の中とは思えない青空の下、青草を踏みしめ、爽やかな風に吹かれＰＴパーテイは進む。




　バロメッツたちがのんびりと草を食はむ牧ぼつ歌か的てきな風景。目印らしい目印もない一面の草の海に、一つだけ、巨大で奇妙でオブジェがあることにティルムは気づいた。

　先頭のククリカはそこを目指して進んでいるようだ。

「あのー、あれなんですか？　途中までしかない階段……みたいなの」

「階段にゃーよ。地下四階に続いてるにゃ。隣には下り階段もあるにゃ」

「へ？　あれ本当に階段なんですか？　途中で切れてるのに」

「にゃーも詳くわしくは知らないけど一種の転送装置らしいにゃーね」

「今いま更さらだけどぉ、迷宮って不思議な場所よねぇ」

「迷宮は魔法的に独立した空間で、古代文明人の創った魔法装置だとか、異世界に繫つながる穴だか、にゃんとか──ま、実際のところはわかんねえにゃ」

「別の世界、あるのか、そんな、ものが」

　やがて、バロメッツ専門の冒険者『羊狩り』の拠点キヤンプに到着した。

　階段にほど近い場所に、『羊狩り』たちが集めたのだろうバロメッツの魔物素材──羊毛、ミルク壺つぼ、花びらなどが集められている。その周囲にいくつも天てん蓋がいが立っており『羊狩り』の冒険者たちが様々な仕事をしていた。

　素材を買い取ろうとする冒険商人と値段交渉を行う『羊狩り』、素材の仕分けをする『羊狩り』に帳面に羽根ペンを走らせる『羊狩り』、大鍋で大量のシチューを作る『羊狩り』までいる。

「そのネコミミは『歩く銀行』のお嬢ちゃんじゃないかね」

「お久しぶりですにゃー。『長老』もお元気そうで何よりにゃー」

　ティルムたちに気付き『羊狩り』の一人、日に焼けた老人が声をかけて来た。小柄だがガッチリした体格の老人だ。日に焼けた皺しわだらけの顔に柔和な笑みが浮かんでいる。

「今日はどうしたね。また仕事の話かな？」

「単刀直入に言うけど、バロメッツを捕まえたいにゃ」

「ふむ？　そりゃ……お嬢ちゃんらしい、控え目に言って妙な仕事よな。そっちはお嬢ちゃんの仲間かい？　わしはオレガノ、『羊狩り』の間では長老とも呼ばれとる」

　日に焼けた老人、『羊狩り』の長老オレガノが冒険者カードを差し出す。




　オレガノ・ディーヴィル／五十八歳

　羊狩り／属性Ｎアライメント・ニユートラル

　総合ＬＶレベル：三

　冒険技能：盗賊ＬＶ三・野伏のぶせりＬＶ二

　生活技能：羊扱いＬＶレベル三

　戦闘特技：影歩き・全力投とう擲てき




　年齢を無視すれば、ＬＶ、技能の数、共に平均的な冒険者だ。年季の入った、補修の跡が目立つ布鎧よろいと革のブーツ。腰には戦闘用というか生活用の短剣をさしている。

　ティルムは老人に対してぺこりと頭を下げた。

「はじめまして、ティルム・ディードです。えっと冒険者カードは……」

「ええよええよ。お嬢ちゃんの仲間ならそんなもん抜きでも信用できるわい」

「にゃはは。どうもにゃー」

「セージ、だ」

「秩ちつ序じよ神の神官アルリアナ・デイジーコートよぅ。一応、そこのお嬢ちゃんって呼ばれて上機嫌な二十歳独身ネコミミの仲間をしているわぁ。よろしくねぇお爺じいちゃん」

「てにゃ！」

　ククリカがアルリアナの足を踏んづけようとする。予測済みだったのだろうアルリアナがさっと避よける。ティルムが苦笑する。

「すみません。でも、珍しいですね。えっと、そのお歳でまだ現役の冒険者なんて」

「この拠点キヤンプのまとめ役じゃよ。現場に出ることはめっきり減ったわい」

　ティルムは老人の背後にある拠点へ目線を向ける。枯かれ葉は色いろの髪が風で僅わずかに揺れた。

「この拠点は、ギルドが？」

「『羊狩り』は単ソ独ロや二人組ペアが多くての。『羊狩り』同士で助け合っていたら、いつの間にか拠点が出来とっただけじゃよ」

「バロメッツ素材の青空卸おろし問どん屋やって感じにゃ。売り手にも買い手にも便利にゃーよ」

「力を合わせていたら自然に、ですか……なんか良いですねそういうのって」

「そうねぇ。立派なことだと思うわぁ」

「うわっ、アルリアナにゃんが普通に褒ほめたにゃ。気持ち悪いにゃー」

「ギルドと揉もめたときはお嬢ちゃんが交渉役を引き受けてくれて助かったわい」

　懐なつかし気に、僅かに寂しそうに、オレガノ老人が微笑ほほえむ。

「立ち話もなんじゃ。羊のミルクぐらいしかないが、御ご馳ち走そうしよう」




　ティルムたちは拠点の片隅に用意されたテーブルに案内された。オレガノ老人が先ほどの言葉通り、搾しぼりたての羊のミルクを振舞ってくれた。

「ありがとうございます。いただきますね」

　とろりとしており、仄ほのかに甘い。ミルクに特有の乳臭さはあるが、べったりと後を引くことはなくすっと消えて行き、ミルクの香りだけが余韻として残る。

「うわあ、こんなに美お味いしいミルク飲んだの初めてですよ。搾しぼりたては違いますね」

「んくんく…………ふぅ。嫌いじゃないわぁ」

「にゃー。相変わらず良いミルクにゃあ。おかわり！」

「美う味まい」

　晴れ渡る青空の下、青草の香りがする風と共に飲むバロメッツミルクはまさに絶品だ。

　軽く喉を潤うるおしたところで本題、バロメッツの捕獲に入る。

「わたしたちは帝国からの依頼で学術研究のために魔物の捕獲をしているんです」

「地下三階で亜竜を捕まえたという話は聞いたことあるが、それかね？」

「はい、それです。今回はバロメッツのつがいを捕獲しに来ました。話を聞く限り、バロメッツというのは臆おく病びようで扱いの難しい魔物のようなので力を貸して貰もらえないでしょうか」

「なるほど。お嬢ちゃんには世話になった。協力したいが……」

　そのとき、『羊狩り』の男がオレガノ老人の元にやって来た。男の顔はやや険けわしく苛いら立だちのようなものが浮かんでいる。

「長老、先日の『羊ひつじ雪崩なだれ』の後始末が終わりました。残っていたのはこれだけです。あとは土に混ざって区別がつきません」

　険しい顔をした男は、辛うじて元が兜かぶとだったとわかる金属の塊を差し出す。

　オレガノ老人が首を振る。

「どこも冒険者が増えすぎた。わしらだけでは目が届かん。羊のことも知らずに『羊狩り』の真ま似ねをして雪崩に吞み込まれる若いのも増えた。死体も残らん」

「言ってくれりゃあ教えられることもあるんですけどねえ。毎日のように『羊雪崩』を起こされたらこっちも迷惑だ。バロメッツが落ち着くまで近寄ることもできない」

　これもまた迷宮の枯こ渇かつに伴う魔物の減少の弊へい害がいであろう。余裕をなくした冒険者が焦あせって新しいことに手を出し結果として取り返しがつかない失敗をする。

　神殿が普及させた安価で手軽な蘇そ生せい術は死をたやすく覆くつがえせるものにした。しかしそれでも覆せない死はある。この潰つぶれた兜もその一つだ。

　ティルムたちの行う魔物捕獲活動はこの現状を改善するためのものである。だが、成果が出るのは、もっと、ずっと、遥はるかに、先のことだ。

　沈黙が落ちる。ティルムがぎゅっと手を握にぎる。セージは何の反応も見せず、ククリカはさして興味もなさそうに軽く肩をすくめる。

　アルリアナが立ち上がった。

　銀髪の少女神官。純白の神官衣。胸元に下げられた天てん秤びんを模した聖せい印いん。

「──安らかなれ、安らかなれ、安らかなれ──」

　アルリアナは鎮魂の祈りを唱えた。手を差し出し潰れた鉄てつ兜かぶとを受け取る。かすかにこびりついている錆さびのようなものは、磨すり潰されこびりついた血と肉のかすであろうか。

　秩ちつ序じよ神の神官である少女は憐あわれみの微笑と共に潰つぶれた鉄てつ兜かぶとに祝福──口づけを与えた。

　鉄兜が淡く輝き、穢けがれた負の魔力が霧散する。

　アルリアナが鉄兜を『羊飼い』の男に渡した。男は頭を下げて去って行った。

「……『羊ひつじ雪崩なだれ』が増えてわしらの仕事も滞とどこおっておる。わしは『羊狩り』のまとめ役だが王ではない。今、お嬢ちゃんたちに協力しろと命令することは出来ない」

　オレガノ老人は、ちらとアルリアナを見て、言葉を続けた。

「わしが個人的に協力する。それではいかんかね」

「ありがとうございます。それだけでも助かります」

　ＰＴパーテイを代表しティルムが礼を言った。




　ティルムたち魔物捕獲ＰＴは『羊狩り』のオレガノ老人を加え草原に戻る。相変わらずあちらこちらでもこもこ真っ白なバロメッツたちが緩ゆるやかに群れて草を食はんでいる。

「まず、最低限の羊の扱い方を理解してもらわねばならん。確かに羊は臆おく病びような魔物じゃが、同時に鈍感な面も多い。何せこのデカさじゃからのう」

「メェー」

　事実、ティルムたちが隣にいてもバロメッツは気にせず草を食んでいる。ククリカが引くカートの車輪の音にも反応を示さない。そよ風に、頭の上に咲く花が揺れていた。

　バロメッツを教材に、オレガノ老人による『羊狩り』講座が始まる。

「まず、『羊狩り』には二種類のタイプがある。技術タイプと調教タイプじゃ」

「前者はともかく後者が謎ねぇ。調教って響きは意味深で好きよぅ」

「技術タイプはそのままじゃな。熟練の技で、羊を刺激せず、素早く素材を手に入れる。羊毛にしろミルクにしろ花びらにしろじゃ。これは盗賊や野伏のぶせりの技能に近い」

「『長老』は技術タイプにゃーね」

「うむ。たとえば、わしはこういう靴を履いておる」

　と、オレガノ老人が靴の裏を見せる。革製のブーツの底に細かなトゲが生えた金属製のプレートが装着してあった。

「この靴と、熟練の技があればこんなことも出来る──」

　そして、羊に向き直ると、手を使わず一気に羊の体を駆け上がる。

　一呼吸で背中まで登り、次の一呼吸で頭まで進んだ。見事な早業だ。羊は老人を上にのせていることに気付いてすらいない。そしてまた、一呼吸で羊を下る。

「ま、これが出来るようになるまで五年というところかの」

「おおー！」

　ティルムたちが拍手を贈おくる。オレガノ老人も心なし自慢気だ。

「一方の調教タイプ、これは適当な言葉が見当たらんからそう言ってるんじゃが、こっちは技術より才能……いや、羊との相性が必要になるタイプじゃな」

「相性ですか」

「たまーにおるんじゃ、不思議と羊に好かれる冒険者がの。傍そばにいるだけで羊が和なごみ、安心しきって眠りだす。その間に素材を収穫する」

　僅わずかにオレガノ老人は遠い目をして、迷宮の空を見上げる。

「この拠点キヤンプにも何人かおった。そのうちの一人がとにかく変わり者でのう。もう引退したが、迷宮に泊まり込んで何をするでもなく羊の傍におったよ。『素材を収穫したことはない。羊が素材を譲ってくれたんだ』なんてことも言っておった。思えば、あいつは人間より羊に心を開いておったのかもしれん……おっと、すまん、話が逸それたの」

「いえ、興味深い話でした」

　ティルムが柔らかく微笑ほほえみ、冗談めかした調子で傍かたわらのバロメッツに声をかけた。

「こんにちは羊さん。ティルム・ディードです。良ければ、少し、毛を刈らせて貰もらっていいですか──なんちゃって」

「メェー？」

　バロメッツは意外にもその声に反応し、ティルムを見ると──いきなり舐なめた。

　べろん、べちょ、べろべろべろべろべろ──

「ひぃん。あ、味見されましたよ！」

「顔がべったべたじゃないのぅ。うわぁ、羊の唾つばってくさいのねぇ」

「にゃはは。これタオル使うにゃ。まったくティルムにゃん羊に大人気にゃー」

「……」

「ふぁっふぁっふぁっ。騎士のお嬢ちゃんは『羊狩り』の才能があるみたいじゃなあ」

「メェー！」

　肯定するようにバロメッツが鳴いた。

　ティルムはべったべたになった顔と枯かれ葉は色いろの髪をタオルで拭ぬぐい苦笑する。

「あ、あはは……ありがとうございます」

「さて話を戻すかの。どっちのタイプにせよ羊に対してやってはならんことがある。これを『羊狩りの三さん戒かい』と言ってな、これを覚えて貰うのが手っ取り早かろう。難しいことではない。まず一つ、『攻撃をしない』羊は殺気に敏感じゃ」

「そのままですね」

「二つ、『花芯に触れない』。花びらは良いんじゃが芯に触れると途端に暴あばれ出す」

「芯が敏感とか？　何か大事な部分なんですかね」

「三つ、『欲張らない』。羊が嫌がるそぶりを見せたら手を引くことじゃ。『羊ひつじ雪崩なだれ』を起こさないためにの。引き際の見極めが『羊狩り』の最も重要な技術じゃな」

「ありがとうございます。これは、どうやって捕獲するか、悩みますね。失敗した場合の被害が大きいですし……いっそ、バロメッツさんとお友達になっちゃいましょうか」

「はっはっはっ。まあ、『羊狩り』の理想はそれじゃろうなあ」

「現実的に考えたら麻ま痺ひとか眠りの状態異常を引き起こして捕獲するのが一番じゃないかにゃあ。《眠り》の特殊弾なら十発ぐらいあるにゃーよ」

「バロメッツは一匹だけじゃないのよぅ。他のバロメッツが『仲間を攻撃された』と感じちゃったらぁ、それでおしまいになるわぁ」

「む、確かにその可能性はあるにゃ。状態異常系の魔法を攻撃と見なすか……さすがに、これは実験するわけにはいかないにゃあ」

「『羊狩り』の皆さんに迷惑がかかりますからねえ」

「わしとしても、さすがにそれは見過ごせん」

「やっぱりティルムにゃんに羊を説得してもらうにゃ！」

「無む茶ちや苦く茶ちや言い出した！」

「いや、わりとマジにゃ。長老の話に出た調教タイプの『羊狩り』は、既すでに似たようなことやってるにゃーよね。だったら、それを真ま似ねするにゃ！」

「一理あるわぁ」

「よっしゃ、早速、ティルムにゃんは泊まり込みで羊と過ごして絆きずなを深めるのにゃ！　長老、ティルムにゃんの世話を頼めるかにゃ！」

「お嬢ちゃんの頼みじゃしのう。『羊狩り』の拠点キヤンプで面倒を見るぐらいかまわんぞい……しかし、何か、伝え忘れておるような」

「わたし抜きでどんどん話がまとまって行ってる！」

「いない。ティルム。羊に、雌ばかりだ。十匹程度、か、近くの羊を、調べた」

　不意にセージが言った。

「えっと……近くにいる羊を調べたら、雌しかいなかった、ですかね？　さすがセージさん仕事が速い…………え、十匹も調べて雌しかいなかったんですか！」

「それじゃ！　思い出した。わしも、四十年は『羊狩り』をしておるが、バロメッツの雄を見た覚えがないんじゃ」

「マジにゃ？　え、じゃあどうやって増えてるにゃこいつら」

「スライムみたいに分裂して増えてるとかじゃないわよねぇ」

「わからん。いつの間にか子供のバロメッツが群れに混ざっとるのは見たことあるが」

「えっと、セージさんはどうやってバロメッツの雌雄を？」

「生物弱点の一つ、生殖器だ」

　セージの直接的な物言いに思わずティルムは赤面した。

　気にせず、セージは流りゆう暢ちように語り出す。

「体内に埋没し表面的には確認できない雄の生殖器や包皮に包まれ外部に露出した突起状の雌の生殖器といった特殊なものもあるが、確認した限りバロメッツの生殖器は一般的な──」

「も、もういいですセージさん。それ以上の解説はまた今度で」

　未いまだ赤面しているティルムは若干ひきつった愛想笑いを浮かべてセージを遮さえぎる。

「あ、あはは……捕獲は『つがい』じゃないと意味がないんですよね。普通に考えたら、雄は物もの凄すごく数が少ない……とか」

「成長すると雌から雄に変わる魚の話を聞いたことあるけど、それかにゃ？」

「どっちにしろあてにならない話ねぇ」

「……」

「わしが他の『羊狩り』に聞き込みをしよう。雄の羊を見たものがおるかもしれん」

「お願いします」

　オレガノ老人が、ＰＴパーテイを離脱し、拠点キヤンプへと戻って行った。

　草原に残ったティルムたちは、顔を見合わせこれからの活動方針を決める。

　セージが、空を見上げて言った。

「そろそろ、昼、だな」

「もうそんな時間ですか。時間が経たつのは早いですね」

「ああ、そうだ、昼だ」

「ええと？　あ、もしかしてセージさん……おなか、空すいたんですか」

「……」

　こくん、と静かに、セージは頷うなずいた。




　のんびりと草を食はむ白く大きなバロメッツの隣。穏おだやかな日差しに照らされた柔らかな草の上。ティルムたちは腰を下ろして昼食の準備をした。

　メインはティルムの特製コロッケサンドだ。『羊狩り』の拠点で水筒ごと借りたミルクとお茶。地下六階でとれたばかりという新鮮な迷宮トマトも譲ってもらえた。

「いただきます！」

　ティルムの声に合わせて、いただきますをして、四人は食事を始めた。

　やはり最初はコロッケサンドである。

　パンは朝に焼かれたばかりのもので、冷めてはいるがまだ柔らかい。ティルムが借りている部屋の、大家夫妻が経営しているパン屋で購入したものだ。

　迷宮羊バロメツツのバターと迷宮産のからしを塗り、迷宮レタスの葉とティルムのお手製コロッケを挟んである。このコロッケが特製で──昨夜から、ソースを塗って、しみしみに、している。

「んー！　ソースをたっぷり吸った衣って、どうしてこんなに美お味いしいんですかねえ」

「揚げたても良いけれどぉ、このしっとり感も良いわねぇ」

「ソースの濃さに、またこの牛乳がうめえにゃあ！　相性抜群にゃあ」

「美う味まい」

「にゃはは。何だか、子供のころを思い出すにゃあ。今でこそにゃーは立派な淑女だけれど、昔はそれはそれはお転てん婆ばで……屋敷を抜け出して、下町の子と一緒に…………」

「あの、褒ほめて貰もらえるのは嬉うれしいですけど、食事中に暴走するのはやめてくださいね」

「おっとすまんにゃ。しかし、ティルムにゃんもはっきり言うようになったにゃーね」

「最初のころの遠慮がなくなったわよねぇ」

「おまえたち、は、最初から、何の遠慮も、なかったな」

「あはは。でも一番変わったのはセージさんだと思いますよ」

「未いまだに何を言ってるのかわからないことも多いけどねぇ。人見知りのままだしぃ」

「にゃーは、あれが気になるにゃー。セージにゃんと受付のドールの関係」

「そういえば、ちょっと仲が良さそうですよね。お友達ですか？」

「ただの、顔、見知りだ。付き合いは、長い、が」

「ふぅん、ただの、顔見知りねぇ。本当かしらぁ」

「にゃーの恋愛センサーは怪しいと反応しているけどにゃー」

「あはは」

「……」

　すぅ──と、風景に溶けるように、セージの姿が。

「逃げたら、おまえの分までコロッケサンド食うにゃ」

「……！」

　消えそうになったが戻って来た。

　ククリカがネコミミを揺らすように大げさに肩をすくめる。

「ま、にゃーたちは全員揃そろってティルムにゃんのお世話になってるんだから感謝するにゃ。特に、セージにゃんは超お世話になってるんだから超感謝しろにゃ」

「している。この間、感謝の気持ちに、ドドメギルガスの干し肝を、贈おくった」

「おお高級品……って、女の子に干した魔物の内臓を贈ってどうするにゃ！」

「でも、あれを煎じて飲むようにしてから胃の調子が良いんですよ。毎日ご飯が美お味いしいから、お料理をもっと頑張ろうって気になりました」

「ティルムにゃんは良い子だにゃあ」

「それに、お世話になってるとか、お世話してるとか、気にしなくて良いと思うんですよね。わたしが頑張るのはわたしのためですもん。どうせ一緒に仕事するなら、みんなで気持ちよく仕事したいですから」

　ね？　と、ティルムが空から降り注そそぐ太陽のように柔らかく微笑ほほえんだ。

　枯かれ葉は色いろの髪が、青草の香りのする風で揺れていた。

「ティルムにゃんは、本当に、良い子だにゃあ」

「本当に偽ぎ善ぜん者しやよねぇ。良い子ちゃんぶって吐き気がするわぁ。自分のためだからぁ、とかぁ、あざとぉい。誰に媚こびを売ってるのか教えて貰もらいたいわぁ」

「アルリアナにゃんは、本当に、根性ねじ曲がった子だにゃあ」

「あはは……あ、迷宮トマト貰いますね」

　一つ、ざるに盛られた赤いトマトを手に取った。太陽の恵みをたっぷりと受け取ったトマトは大きく、つやつやと赤く、実に張りがある。

　ティルムは丸ごと、迷宮トマトに、かじりついた。

　しっかりとした赤い果肉の食べ応え、爽やかな酸味とわずかな甘み。

「うん！」

　ティルムは頷うなずき、もう一口、もう一口とトマトを口に運び、あっという間に食べつくしてしまった。いかにも美う味まそうなその姿に、自然とセージたちもトマトに手を出す。

　青空の下、草原の上、爽やかな風──ティルムの手作りのお弁当。

「なんだか、ピクニックみたいですね」

「にゃはは、迷宮の中だけどにゃあ」

「ピクニック、ねえ……ふぅん、こんな感じなのねぇ」

「美味い」

「あ、セージさん、口のところにトマトの汁がついてますよ」

「……！」

「いえ、そんなびっくりされても。あ、動かないでください拭ふいてあげますから」

　食事中のセージが押し下げた覆面の口元を、ティルムがハンカチで拭ぬぐう。

「はい、取れました」

「……すまん」

「どういたしまして」

　そして、見み惚とれるような、柔らかく、優しい微笑ほほえみを浮かべた──

「おまえらもう結婚しろにゃ。そして死ねにゃ」




　食後は、お茶とミルクでくつろいだ。

「メェー」

　バロメッツの長閑のどかな鳴き声、心地よい風、思わず眠ってしまいそうになる。

「これが本当にピクニックだったら、迷わずお昼寝するんですけど……」

「そうもいかないのが冒険者のつらいところねぇ」

「あー、仕事したくねーにゃー。でも仕事しねーとにゃー」

「……」

「そうですね。まずは、バロメッツさんを徹底的に調べてみましょう」

　名な残ごり惜おし気に後片付けをして、ティルムたちは探たん索さくを再開する。

　バロメッツの雌雄を確かめるのは、結局、セージの使った方法が一番簡単だった。後ろからバロメッツの下に潜もぐり込み生殖器を確認する。

　多少、こつが必要だが、ティルムたちもすぐに慣れた。

「ふぅ、このバロメッツさんも雌ですね」

「こっちも雌よぅ」

「雌にゃ」

「……」

　幸い、バロメッツは群れで活動しているため、探すのは簡単だ。素材を目的としないためペースは速い。特にセージが尋じん常じようでなく速い。影そのものように地に伏せ──地に伏せたまま次々にバロメッツの下を駆け抜けている。

　ゴキブリみたい、と、ちょっと思ってしまったことは内緒である。

「この群れは全部雌みたいですね。次の群れを……あれ、セージさん？　どこです？」

「ここ、だ。上を、見ろ」

「どこ……あ、バロメッツさんの頭の上にいる！　ずるいセージさんだけ！　じゃなくて、ええと、どうやって登ったんですか？」

「一度、見た。登る、あの、老人が」

「……五年ぐらいかかるって言ってませんでしたっけ、お爺じいちゃん」

「人見知りでもＬＶレベル七よねぇ。で、そんなところで何をしてるのよぅ」

「花の芯、を、見て、いる」

「にゃ！　それは長老に触さわっちゃいけないって言われたにゃ！」

「見ている、だけだ。触れては、いない。気になる、ことがある」

　す、と、音もなくセージはバロメッツの頭上から飛び降りた。

　再びバロメッツの群れを探し、その雌雄を調査する。途中で、多くの『羊狩り』の冒険者とも出会った。ティルムはそのたびに挨あい拶さつをして、簡単に事情を説明する。

「こんにちは。『羊狩り』のＰＴパーテイですか？」

「お、え、あ、はい」

「珍しいですね。四人で『羊狩り』なんて」

「そう……ですかね？」

　何組目かの『羊狩り』は、ようやく新米を抜けたばかりといった雰囲気の四人組だった。全員が若く、やっと装備が体に馴な染じんだところのようだ。

「実はわたしたち、雄のバロメッツを探していまして少しこの羊を見せて貰もらっても？」

「はあ、どうぞ？」

「セージさんどうですか？」

「雌、だな」

「ですか。すみません、ありがとうございました」

　ティルムは、少し迷うような沈黙を挟んで言葉を続ける。

「……余計なお世話かもしれませんが、『羊狩り』に不慣れなら階段の傍そばにある拠点キヤンプに顔を出した方が良いですよ。いろいろと教えて貰もらえるはずですから」

　そしてぺこりと頭を下げ、セージたちとその場を離れた。

　残された四人組は互いに顔を見合わせる。

「どうする？　一応、話、聞いて来るか？」

「頭の花を取るだけだろ。パパッと登ってパッとやっちまえば」

「手っ取り早く稼いで、借金を返さないとなあ」




　特にセージの尋じん常じようでない調査速度もあり、僅わずか一刻（約二時間）程度で、四つの群れ、合計百匹以上のバロメッツを調査した。

　結果は全すべて、雌。

　まだまだ未調査のバロメッツは残っているが、それでも落胆は隠せない。

「百匹以上調べて全部雌ってことは、やっぱり、雄はいないんですかねえ」

「まあ、わかっていた結果よぅ」

「わかってたけど、それでも、確認するのは大切にゃあ」

「ところで、セージさんは何が気になってたんですか？」

「確信は、ない。おれの、勘かんだ、ほとんど全すべてが」

「勘でも何でも言いなさいよぅ。戦闘と魔物に詳くわしいことだけが取り柄えでしょうにぃ」

「アルリアナにゃんは『戦闘と魔物に関してセージにゃんが誰より頼りになるし、頼りにしてるんだからもっと自信を持て』と言っているにゃ」

「だから私を不器用な優しさしか持てない不器用な女の子にしないでくれるぅ！」

「あはは。でも、わたしもセージさんの勘なら頼りになると思います」

「生殖器だ」

　セージが言った。

「バロメッツは、『花咲く羊』、植物と動物、だ。花は、植物の、生殖器だ。調べた。花芯も、同じ形を、していた。だから、羊を調べても、雌しか、いない」

「ティルムぅ、また通訳お願い」

「えっと、その生殖器が……バロメッツさんは二つある。頭の花の方が、そのええと、お、雄の生殖器で、体についてるのが雌の生殖器ってこと、ですかね。つまり、バロメッツさんは雌雄同体の羊ってことですか！」

「では、ないのかと、思った」

「理屈としては、わりと納得できるにゃーね」

「それ、どうやって確かめるのぉ？」

「実際にバロメッツの交尾を見るとか、にゃ……自分で言ってなんだけど難しいにゃあ」

「一度休憩しましょうか。また何か思いつくかもしれませんし」

「わかっ、た。休憩に、する、か。おれ、も、良い手が、な、い」

「はい。それで、あのー、セージさん、ちょっとお願いが」

　ティルムは、はにかんで、ちょっと上目遣いにセージを見て──おねだりした。

「わたしも、羊さんの上に、乗ってみたいなって」




「あはは！　思った通り、ふかふかでもふもふで最高ですね！」

「ふぅん。内側の毛は柔らかいけれど外側の毛はわりとしっかりしてるのねえ。ちょっと湿ってるけどぉ、良いクッションだわぁ」

「おー、良い眺めにゃあ。かごを括くくり付つけて乗り物にしたら人気出そうだにゃあ」

「……」

　と、いうことでＰＴパーテイはバロメッツの上に乗っていた。

　さすがは象の大きさの羊である。四人乗ったところでびくともしない。というか、多分、気付いていない。暢気のんきに草を食はみ、時折、メェーメェーと鳴いている。

　見晴らしも良い。

　頭の上の花を風に揺らすバロメッツたち、その毛を刈る『羊狩り』、地下五階の日常。

　澄み渡る空と生い茂る草原とが、どこまでも、どこまでも続いている。

「迷宮って、どこまで、広がっているんですかねえ」

「わから、ない。調べた、冒険者も、いない、はず、だ」

「十分な素材が取れてるうちは無理に遠出する必要もなかったからにゃあ」

　休憩するティルムたちの方にオレガノ老人がやって来るのが見えた。目印になったのは下に残しているククリカのカートだろう。老人はきょろきょろと周囲を見回している。

「おーい、お嬢ちゃんたち、どこにいるのかね？」

「ここにゃー長老！」

　ククリカが羊の上から手を振った。オレガノ老人は一瞬、驚いたように目を見開くがすぐに気を取り直して話を切り出した。

「遅くなってすまんのう、見慣れぬ四人ＰＴがうろうろしておってのう。おっと話が逸それたわい。聞き込みをして来たが、はっきりとバロメッツの雄を見たものはおらんかった」

「にゃー、やっぱりいないにゃーね。こっちも収穫はねーにゃ。ただ、セージにゃんが」

「セージ……お、おお、あの黒い男かね」

「その黒くて影が薄くて人見知りの男にゃ！」

「おい」

「で、そのセージにゃんが言うには、バロメッツは雌雄同体かもしれないと」

　セージの推測をククリカが伝える。オレガノ老人はそいうこともあるかもしれないと、曖あい昧まいに頷うなずく。結局のところ、バロメッツが交尾なり出産なりする姿を見なければ確かめようがない話だからだ。

「──！」

　突然、セージが立ち上がった。

　ティルムたちがぎょっとしてセージを見る。黒い覆面の奥でセージが恐ろしく鋭い目をしているのがわかる。

「羊にしがみつけ！　来るぞ、振り落とされるな」

「にゃ！　長老、逃げるにゃ！　あと、にゃーのカート頼むにゃ」

「逃げる？　一体、何があったんじゃね？」

「わかんないです！　でもセージさんが『来る』って言ったら絶対に何か来ます！」

「急ぎなさぁい！　他の『羊狩り』にも伝えるのよう！」

「むう……何だかわからんが、お嬢ちゃんが信じる仲間なら信じよう！」

　オレガノ老人は懐ふところから油紙に包まれた握にぎり拳こぶしほどの玉を取り出す。木の化け物トレントの木の実を乾燥させ特殊な薬液に付け込んだものだ。地面に転がし、金属製のプレートをはめたブーツで踏みつける。摩ま擦さつにより火がつき空に向かって煙を吐き出す。

「『羊狩り』の避難信号じゃ！　死ぬなよお嬢ちゃんたち！」

　そのまま、ククリカのカートを引っ摑つかんで拠点キヤンプに向けて走り出した。

「メェェェェェェェェェェ──！」

　そのころにはティルムたちも気付いていた。

　どこかで誰かがバロメッツを傷つけた。傷つけられたバロメッツが驚き走り出した。

『羊ひつじ雪崩なだれ』が起きてしまった。

　バロメッツは走りながら、仲間に『危険』を伝える花粉をまき散らす。それを受けたバロメッツもまた花粉をまき散らしながら走り出す。

『羊雪崩』はあっという間に、巨大な奔ほん流りゆうと化して緑の草原を白く染め上げる。

「……」

「あわわわわわわわわ！」

「くっ、これ、きついわぁ」

「気合で頑張れにゃあああ落ちたら絶対死ぬにゃああああああ！」

　セージたちが乗っていたバロメッツもまた、『羊雪崩』の一部と化して荒れ狂った。




　そして──三日が過ぎた。

「出来ました！　バロメッツのミルクをたっぷり使った野草のスープです！」

「羊のフン、集めて来たわよぅ……まったくぅ、こんなものが燃料になるなんてねぇ」

「ただいまにゃー。水を汲くんで来たにゃあ」

「鳥を、狩って来た、ぞ」

「じゃあ、それも焼いて食べましょうか」

　ティルムたちは、バロメッツの群れと、行動を共にしていた。

『羊ひつじ雪崩なだれ』は収まったものの、ティルムたちは見事に現在位置を見失ってしまった。階段など、とうの昔に見えなくなっている。あるのは果てしなく続く草原だけだ。

　バロメッツの群れは池や川のような水場に沿って移動するため水には困らない。鳥に獣（一応これらも魔物である）、野草などがとれるため飢えることもない……が。

「って、いつまで続くのようこの生活ぅ！　さっさと階段に戻りなさいよぅ！」

「知らん。聞け、羊に」

「メェー？」

　群れの一匹、傍かたわらで暢気のんきに草を食はんでいたバロメッツが返事をするように鳴いた。

「にゃはは。まあ深層に潜もぐる練習だと思えば良いにゃ」

「そうですよアルリアナさん。前向きに考えましょう前向きに」

「そうねぇ。冒険者登録する時に買わされた『冒険者基本セット』が役に立ったわぁ。すごぉい、ありがとうぅ、冒険者ギルドぉ、ぼったくってくれてぇ」

「あ、あはは……持っててよかった『冒険者基本セット』ですよ」

「そうにゃ！　携帯用食器、水筒にもなる革袋、頑がん丈じような糸に針金、火ほ口くち箱などなど、冒険者アンケートで選ばれた『困ったときにあって良かったアイテム』を小さくまとめてセット販売した素晴らしい一品にゃ！　にゃーも監修に参加したにゃ！」

「ククリカさんは本当にいろいろとやってますね」

「ちゃんと良いもの選んだにゃ！　ギルドを通したから割高なのは事実だけど」

「世せ知ち辛がらい！」

「それにしてもぉ、どこまで続いてるのかしらこの草原」

「『壁』を見たって話は聞かないにゃあ。案外、本気で無限に広がってるのかもにゃあ」

「『羊狩り』さんも、無理に遠出はしないでしょうからねえ」

「いい加減に柔らかいベッドで……天然のバロメッツベッドがあるわねぇ。いい加減に冷たい川じゃなくてぇ、温かいお風呂に入りたいわぁ」

「それは、まあ、確かに、わかります」

「行水できるだけ幸せだと思えにゃ。水の少ない階層だと悲惨にゃ」

「これが、一番、確実で、安全な方法だ」

　セージが言った。

「地下五階に、一番、詳くわしいのは、バロメッツたち、だ。バロメッツは、水場と餌えさ場ばを、転々と移動する。行動を共に、していれば、水場にありつける。いつかは、階段の傍そばに、戻る、だろう」

「わかってるわよぅ」

　アルリアナが銀色の髪──三日間の野外生活で少々傷んでいる──を撫なで嘆たん息そくする。足元の草を一ひと摑つかみ抜いて、傍かたわらのバロメッツの口元に運ぶ。

「メェー」

　バロメッツはもしゃもしゃとアルリアナの手から草を食べる。アルリアナが小さな手でバロメッツの頰ほおを撫でると、嬉うれしそうに目を細めた。

　まるで、自分も撫でて欲しいと言わんばかりに他のバロメッツたちもやって来る。

　アルリアナだけでなくティルムも、バロメッツたちの頰を撫でた。

「バロ子もバロ太郎もバロ助もバロ江もすっかり馴な染じんだわねぇ」

「そうですねえ。これなら普通に捕獲できそうですけど」

「正直、私は『計画』の考え方自体が好きになれないのよねぇ」

「仕事だからしょうがねえにゃ」

「残念だわぁ。スラ太郎ぐらいの大きさなら一緒に飼ってあげるんだけど……スラ太郎は元気かしらぁ。餌はたくさん置いて来たけどぉ」

「きっと、良い子にしてアルリアナさんの帰りを待ってますよ……」

「前から思ってたけど、アルリアナにゃんのネーミングセンスひどくねえかにゃ」

「……」




　夜になれば羊たちは眠る。セージたちもそれに合わせて眠る。

　移動中は基本的にバロメッツの上だが、眠るときはそうもいかない。寝返りをうって、転がり落ち、骨でも折ったら目も当てられない。地面に下りてマットを敷いて眠る。

　万が一に備え、交代で見張りも立てる。

　朝まで約四刻（八時間）、一人一刻で交代制だ。順番はくじで決めた。

　最初はアルリアナ、次がセージ。丁度、一刻が過ぎて見張りを交代したばかり。

　アルリアナが星の煌きらめく夜空を見上げていた。

「迷宮の中だとは思えないわぁ」

「……眠れない、なら、目を閉じて、横になっていろ。随分、違う、それだけ、で」

　二人の間でぱちぱちと小さな焚たき火びが燃えている。鍋を火にかけ湯を沸かしている。

「星空は嫌いよぅ、綺き麗れい過ぎるわぁ」

　迷宮の中でも夜は冷える。白さ湯ゆを口に運びながら独り言のように彼女は呟つぶやく。

　夜がアルリアナをセンチメンタルな気分にさせたのだろうか──

「私の家は、いわゆる没ぼつ落らく貴族でねぇ。先代、つまり私の血縁上の祖父がドラゴン詐さ欺ぎに引っかかって見事に財産を失ったわぁ。秩ちつ序じよ神に選ばれた天才神官の私はお家復興の希望の星ってわけねぇ。だからぁ神殿での出世を期待されているのぉ」

「……」

「本当に無様で滑こつ稽けいな連中よねぇ。失ったものに執着し気位だけは高く見み栄えを張り自分で自分を苦しめる。こんなに無様で滑稽な連中はいないと思っていたらぁ、神学校にも似たようなのが沢山いてねぇ。世の中の広さに驚いたわぁ」

「……」

「まったく、この世界には醜いものが多すぎると思わない？」

　暗い空に、小さな星たちが輝いている。

　暗い空があるからこそ、星たちは輝いて見える。

「醜いだけ、でも、ない、だろう」

「醜いだけではないからこそ醜いのよぅ。醜いものを醜いと感じるには、美しいものがなければならい。美しいものは醜いものがあるから美しいのよぅ」

　くすりと、彼女は笑った。

「だから、私は人の醜さに安あん堵どする」

「それが、おまえが、神を、信じる、理由、か」

　夜空に星が瞬いていた。

　夜が暗ければ暗いほどに、星の輝きは鮮やかだ。




　それからも羊と過ごす迷宮生活は続いた。

　野宿、単調な食事、川での行水、いつ階段まで戻れるかわからない先行きの不透明さ。精神をすり減らす要素は多い。しかし、それに対応できないようでは冒険者ではない。

　むしろ、迷宮をエンジョイしてこその冒険者である。

「鳥を、狩って、来た。香草も、いくらか、だな」

「わあ、立派な鳥ですね！　香草を中に積めて土の中で蒸し焼きにしましょうか」

「ただいまぁ。水浴びをして来たわよぅ。交代しましょう」

「ただいまにゃー。ついでに、二、三匹だけど魚も捕まえたにゃあ」

　現地調達した食材を上う手まく利用し、調理方法を工夫して毎日の食事に変化を与える。

　夜になれば気晴らしに歌い、あるいは、語る。

「今日こそティルムにゃんとドールのどっちが本命かセージにゃんに吐かせるにゃ！」

「おまえは、何を、言って、いるんだ」

「そうよぅ。本命はぁ、かわいい妹の私よねぇ？」

「おまえだけはない」

「セージさんが全くどもらずにきっぱり否定するの初めてじゃありませんか！」

　その点、セージたちは、立派に冒険者であった。

　迷宮の日々をそれなりに楽しく過ごしているうちに変化が訪れた。

「花が、増えた、な」

「……？　言われてみれば、そうですね」

　十日は過ぎただろうか。生い茂る青草の中に、花の姿が目立つようになった。

　赤、白、黄色、色とりどりの小さな花だ。

「お、花の根元を吸うとちょっと甘いにゃ」

「あはは、懐なつかしいですねえ。子供のころよくやりました。やり過ぎて怒られたり」

「子供じゃないんだからよしなさいよぅ。ってＬＶレベル七まで吸ってるしぃ」

「迷宮では、甘さ、は、貴重だ、ぞ」

　花の数は徐々に増えて行く。

「えっと、根っこと茎の部分を水で洗って乾かして煮詰めて、最後に花の部分を浮かべて──出来ました、お茶もどきです！」

「全然、お茶の味じゃないのに、意外にいけるわぁ」

　そしてついに、草原は、見渡す限りの花に包まれる。




　色とりどりの花が生い茂る天然の花畑。柔らかな風に揺れている。

　かすかに漂うのは花の香りか。

「メェェェェェェェ──」

　と、普段よりも長くバロメッツが鳴く。

　花畑の中央には、黄金色に輝くバロメッツがさながら守護者のように佇たたずんでいた。

「希少魔物の……『黄金羊』、初めて見たにゃあ」

　希少魔物──読んで字のごとく、珍しい魔物だ。おおむね素材価値は高く、通常の魔物よりも強大な力を持っている。倒せれば美お味いしいが返り討ちに合う可能性は高く、そもそも狙って遭そう遇ぐうできるものではない。

　黄金のバロメッツは、通常のバロメッツよりもさらに二回りも三回りも大きい。

　瞳は涼しく、顔だちは心なしか凛り々りしく、威厳のようなものすら漂っている。

「メッエエエエエエエエエ！」

　黄金のバロメッツが鳴いた。鳴き声も通常のバロメッツよりはるかに大きい。

　バロメッツの群れから数匹が、黄金のバロメッツの傍そばへと向かう。

「魔物に限らず、妊娠、出産の期間は無防備になる」

　セージが言った。

「妊娠から出産の間を安全な場所で過ごすというのは理に適かなっている。守護者がいるのならば尚なお更さらだ」

「この花畑は、黄金のバロメッツさんに守られた、繁はん殖しよくの場所……ということですか」

「推測だがな」

　群れから離れたバロメッツたちは円を描くように並んで、頭の花を前のバロメッツの腰に擦り付けていた。頭の花が揺れて、白いもの、恐らく花粉が舞う。

「セージにゃんの推測が正しければ、あれはバロメッツ同士の交尾ってことかにゃあ？」

「あ、あはは……ですかねぇ」

「なぁに恥ずかしがってるのよぅ」

「……」

　繁殖の場所に長居はしないのだろう、妊娠したバロメッツたちを黄金のバロメッツに守られた花畑に残し、バロメッツの群れは歩き出す。

　セージたちは再びバロメッツ──アルリアナ命名『バロ子』の背中に乗り運ばれる。

　黄金のバロメッツは、じっ、と、遠ざかる群れを見守っていた。

　やがて、黄金のバロメッツの姿は見えなくなった。

　迷宮の空の下、青草の上を羊たちは歩き続ける。

　セージたちはバロ子の背に揺られ穏おだやかな日差しを浴び、爽やかな風に包まれる。

　ぽす、と、セージは何かが肩にもたれかかるのを感じた。

「すまねえにゃあ。なんか、急に、眠いにゃ。ちょっと、肩、借りるにゃあ……」

　緊張の糸が切れたのだろうか、一言謝あやまり、セージの肩にもたれて眠り始めた。

　それが引き金であったように逆の肩にぽすりとティルムが体を預けて来た。すやすやと寝息を立てている。うつらうつらしていたアルリアナもまた、セージの胸にもたれかかるようにして目を閉じた。

「……平和、だな。迷宮の中とは、思えないほど、に」

「メェー」

　セージの独り言に応えるように、バロメッツが鳴いた。




「にゃあああああああ！　しまったにゃあああああ！　折せつ角かく、黄金のバロメッツに会えたのに花びらを貰もらい損ねたにゃあああああああああ！」

「わあ、びっくりした！」

「な、なによぅ！」

　数刻の後、ククリカが突然に叫んだ。驚いたティルムとアルリアナが跳とび起きる。

「素材、か。構わん、だろ、う。『計画』から、十分、報酬は、貰え、る」












「黄金のバロメッツの花びらから作る『幸せの香水』が欲しいのにゃあああああ！　にゃーは幸せになりたいのにゃああああああ！」

　ネコミミを揺らすようにぶんぶんと頭を振り、もう彼方かなたに見えなくなった、黄金のバロメッツへ向けて必死に手を伸ばす。その目は正直、余裕がなさ過ぎて怖い。

「い、今なら間に合うにゃあ！　ちょっと取りに行ってくるにゃあ！」

「ちょ、なに考えてるんですか！　そんなことしたらさすがに死にますよ遭難して！」

「覚悟の上にゃあああああ！　幸せのためなら死んでやるにゃああああああ」

　バロメッツの背中から飛び降りようしたククリカを、ティルムが羽は交がい絞じめにした。

　くすくすとアルリアナが嘲あざ笑わらう。

「幸せになるためなら死んでもいいなんてぇ。この独身おもしろぉい」

「うるせえええおまえも幸せにしてやろうかああああああああ！」

「もう何を言ってるのかもわかりませんよ！」

「……」

　セージは、ほんの少し前まであった平和を懐なつかしむように空を見上げた。

「にゃあああああああああああああああああああああああああああああああああ！」

　ククリカの絶望の叫びが、どこまでも青い空に吸い込まれ消えて行った。





第二章「野菜式ラブロマンス」










　迷宮第二層地下六階は地下七階と並ぶ迷宮野菜の産地である。地下六階は特に迷宮野菜が豊富で、質の良いものが収穫できる。

　第二層は最も数が多いＬＶレベル三冒険者に適正な狩場だ。日々消費される食糧は需じゆ要ようも高く、必然、地下六階、地下七階を主な狩場としているＰＴパーテイは多い。

　枯かれ葉は色いろの髪の新米騎士ティルム・ディード、胸に秩ちつ序じよ神の聖せい印いんを下げた銀髪の少女神官アルリアナ・デイジーコート、ネコミミをつけカートを引く冒険商人ククリカ・テンセル、影を人の形にしたような男『首狩り屋』セージ・トーラスト──魔物捕獲ＰＴ、いつもの四人は地下六階に向かっていた。

「今回は迷宮野菜の苗の捕獲ですか」

「今回こそ楽な仕事になりそうねぇ。相手は野菜ですものねぇ」

「にゃはは」

「……」

　ティルムとアルリアナが野菜と聞いて楽観的な予測をするのも無理はないだろう。

　だが、実際に辿たどり着ついた地下六階は──戦場だった。

『ニンジン！　ダイコン！　ゴボウニシイタケ！』

「しまった野菜歩兵だ！　前線を抜けられたぞ、拠点キヤンプを守──ぐああああああ！」

『ニンジーン！』

『ダイコーン！』

『サンショサンショ！　シイタケェエエエエエエ！』

「くそっ、一人やられた！　神官！　こっちだ神官回復をぎゃああああああああ！」

　冒険者が手足の生えた巨大ニンジンや巨大大根と戦っている。

　巨大大根や巨大ニンジンは背丈こそ小柄な人間程度だが横に大きく手足など倍は太い。木製の盾たてと槍やりで武装し巨体から繰り出されるパワーで冒険者を打ち倒している。

「え？」

「迷宮第二層地下六階『野菜地獄』」

　セージが言った。淡々とした口調で、だが流りゆう暢ちように。

「迷宮野菜の産地であり、野菜人と呼ばれる魔物の巣そう窟くつだ。野菜人は木の化物トレントの亜種ではないかと言われている。見てのとおり力が強く、数が多い。武器を持ち、意志を持ち、言葉を解し、敵対する魔物だ。手足は根が寄り集まって出来ている」

「野菜が襲って来るんですか！　あ、野菜の苗の捕獲ってそういうことですか！」

「野菜人単体はそれほど恐れる魔物ではない。野菜歩兵と呼ばれる下級野菜人はＬＶレベル二、中級野菜人の野菜騎士でもＬＶ四あれば勝てるだろう──ただし野菜人の恐ろしさは集団戦にある。野菜歩兵同士でもその結束力は侮あなどれない。特に野菜騎士に直接統率された野菜歩兵の部隊は強さが一レベル上がっていると考えるべきだろう」

「野菜人は時に軍隊と呼ぶしかないような規き模ぼで襲撃をしかけてくるにゃ。だから冒険者もＰＴパーテイ同士で連携して対抗するようになった。結果が、この戦場にゃ」

　ティルムたちがいる階段の周囲は冒険者たちの基地になっている。周囲は簡単な柵さくで囲まれていた。内側にはいくつかの天幕が張られ救護所が設置されている。

　柵の向こうには天然の野菜畑が広がっていた。あちらにはニンジン、こちらには大根、じゃがいも、玉ねぎ、キャベツ、向こうにトマトと、多くの野菜が自生している。

　野菜人が奇怪な言語で声を上げている。冒険者たちが叫んでいる。気合の雄お叫たけび、互いを鼓こ舞ぶする歌、そして断末魔にも似た悲鳴が空を揺らすほどに響いている。

「因ちなみにこの野菜人とその辺に自生してる迷宮野菜は似てるようで別の種にゃ。野菜人の肉……ってのも変な言い方にゃーけど、とにかく、肉は天然のポーションとも呼ばれていて食べれば食べるほど力が出る高級食材にゃーよ」

「食べても大丈夫なのぉ、あれを」

「あとは噂うわさにゃーけど、野菜人の集落が地下六階の奥にあるとか、野菜人にさらわれると野菜人にされてしまうとか、伝説の超野菜人がいるとか聞いたこともあるにゃ」

「そ、想像してたのと全然違いますね……って、た、助けないと！」

「そうにゃーね、押され気味みたいだし援護してやるかにゃあ」

　言いながらもククリカはカートを地面に置いた。背負っていた魔銃──魔力の弾丸を放つ古代文明時代の武器──単発式長銃を手に持つ。

　柵を巡り、冒険者と野菜人が入り乱れて争っている。

　野菜人は決して素早くはない。だが、上う手まい。分断されないように立ち回り、必ず複数で一人に攻撃を加えている。生来のタフさとパワーで数の多い冒険者を押している。

　ククリカは無造作に狙いを定めて、引き金を絞った。

　弓よりも遠くに、弩いしゆみよりも強く、魔力の弾丸が放たれる。

　パン、パンパン──

　乾いた銃声が鳴る。そのたびに野菜人が倒れる。あっという間に戦闘が終わる。

「うわ凄すごい。よく、あんなに動き回ってる的に当てられますね」

「人間を撃うつんじゃないわよぅ」

「んなヘマしねーにゃ。つうかこの戦争が終わってくれねえと捕獲に行けねーことに気付いたにゃ。セージにゃん、ちょっくら戦争を終わらせて来てくれにゃ」

「そんな無む茶ちやな」

「必要、ない。もう、終わ、る。野菜人、が、撤てつ退たいする、足音、がした」

「『出来ない』じゃなくて『必要ない』って辺りがＬＶレベル七よねぇ」

　セージが言ったように、程なく、小麦畑の中から冒険者たちの歓声が聞こえた。

　ぞろぞろと、冒険者たちが野菜畑から引き上げて来る。

　当然だが、勝利した冒険者たちも無傷の者ばかりではない。仲間に肩を借りているものや、死体になって運ばれて来るもの。あるいは味方の治ち癒ゆに魔力を使いすぎて気絶した神官などもいる。

　天幕の一つから、何人もの神官が飛び出して来た。いずれもまだ若い。学生用の簡素な神官衣を纏まとっている。信仰している神もばらばらのようだ。天てん秤びんを模した秩ちつ序じよ神の聖せい印いん、十字を円で囲んだ慈愛神の聖印、目をモチーフにした知識神、剣とハンマーを組み合わせた武闘神など──各々の神の聖印を胸に下げている。

「あれは？」

「神学校のボランティアねぇ。神学校にとっては奉仕精神のアピールでぇ、学生にとっては指導教官への点数稼ぎよぅ。わたしはやったことないけどねぇ」

　くすくすと、馬鹿にしたように、アルリアナが笑う。

　若い神官たちは、それぞれ、額に汗して冒険者に治癒の魔法を施している。

「ばぁかみたい」

「えいっ」

　ごつんっ、と、アルリアナの頭に、ティルムが拳げん骨こつを落とした。

　さすがのアルリアナも──というかＰＴパーテイ揃そろって驚いたような顔をしティルムを見る。

　ティルムは少し悲し気な顔をしていた。

「口が悪いのも、素直じゃないのも、仕方ないことだと思います。でも、誰かのために頑張ってる人を笑うのは駄目ですよ」

「……ふんっ。ばぁかみたい。良いことすれば褒ほめられるのは子供だけよぅ」

「にゃはは」

　ククリカが中身のない笑いを漏らし、セージが口を開く。

「動くぞ、そろそろ、おれたちも」

「ええと、お手伝いとかした方が良いんじゃないですかね」

「それはにゃーたちの仕事じゃねーにゃ。手伝うなら、仕事が終わってからにゃ」

「今、だ。今が、丁度、良い。追う、探すために、苗を」

「ティルムぅ、通訳おねがぁい」

「えっと……わたしにもちょっと」

「セージにゃんは、野菜人の苗のことを言ってるにゃーよ」

「そう、だ。恐らく、ある。バロメッツの、ように。畑が」

「野菜人が生まれる『畑』を探して、野菜人の『苗』を手に入れるわけにゃーね」

「でも、そんなのどうやって見つけるんですか」

「だから、セージにゃんは今だと言ってるにゃ。戦争が終わって、丁度、野菜人が撤てつ退たいしているから、その痕跡を追跡してってことにゃーね」

「わかりやすい！」

「ＬＶレベル七って、普通に頭が回るのよねぇ。それを伝える力が絶望的にないだけでぇ」

「んじゃ、とりあえず野菜人が逃げてった方向に進むにゃーね」

　と、ククリカがカートを引きながら歩き出す。

　ティルムたち魔物捕獲ＰＴパーテイは地下六階『野菜地獄』の探たん索さくを開始した。




　野菜畑と野菜畑の間にある道をティルムたちは進む。

　彼方かなたまで畑が広がり、豊かに実ったその風景はともすれば牧ぼつ歌か的てきかもしれない。だが周囲には、先ほどの戦争の痕跡がまだ生々しく残っていた。冒険者が流した血、落とした装備品、倒された野菜歩兵。

「いちいち祈ってたら、きりがないわねぇ」

　アルリアナが皮肉っぽく呟つぶやく。

　ティルムは平和な時代に生まれた娘だ。無論、戦場に出たことはない。これから先も、恐らくないだろう。だからだろうか、奇妙な落ち着かなさを覚えていた。

　迷宮の外と何ら変わらぬ太陽が彼女たちを優しく照らしている。迷宮の外より美しいかもしれない青空が彼女たちの頭上に広がっている。

　風が吹いた。ティルムは枯かれ葉は色いろの髪をそっと撫なでるように触れた。

　気にしても仕方ないことだと割り切るように、明るい声で言う。

「それにしても、見事な野菜畑ですねえ。このトマトなんてとっても美お味いしそうです」

　すぐ隣はトマト畑だった。丸太ほどもある太い緑の茎に、赤く大きなトマトがいくつも実り重たそうにたわんでいる。

　ティルムは何気なく、トマトの一つに手を伸ばした。

「あ、ティルムにゃん、それあぶねーにゃ」

「へっ、わ、わぁ！」

　くぱぁ、と、トマトが二つに割れ嚙かみついて来た。ティルムは反射的に手を引っ込める。空振りしたトマトは牙をかちかちと鳴らし、また、口を閉じた。

「な、なんですかこれ！」

「いつも食べてる迷宮トマトにゃーよ。正式名称は『殺人トマト』にゃ！」

「死ぬんですか！　トマトで！」

「トマトを傷つけると値段が下がるから、うまいこと茎の方を切り倒すのがこつにゃあ」

「野菜、に、見えても、魔物、だ。不用意に、触さわる、べきでは、ないな」

「ティルムにゃんは見た感じで無害そうな魔物だとすぐに油断するのが悪い癖くせにゃーね。見た目によらないのは人間だけじゃないにゃーよ」

「すみません」

　ちょっと恥ずかしそうにティルムが顔を伏せる。

　アルリアナが銀の髪を軽くかき上げ、ふと思い出したように問うた。

「野菜人の苗を探しに行くのは良いけれどぉ。普通の迷宮野菜の苗はどうするのぉ？　っていうか、野菜の苗が具体的に何を指すのかちゃんと説明しないってぇ」

「『計画』が根本的に無む茶ちやで適当なのは今に始まったことじゃねーにゃ。まあ、普通の迷宮野菜の苗なら心配ねえにゃ。畑をよーく見てみるにゃ」

「雑草が多いですね」

「それが迷宮野菜の苗にゃ。普通の野菜なら害になる雑草とか虫とか全部迷宮野菜にとっては餌えさだから畑は綺き麗れいなもんにゃ」

「そうなんですか！　こんなにあると畑が野菜でぎゅうぎゅうになりそうですけど」

「ま、そんだけ冒険者が収穫してるってことにゃーよ。迷宮野菜も魔物の一種だから繁はん殖しよく力は半端ねえにゃ。収穫できるようになるまで七日もかからねえからにゃあ」

「雑草もびっくりねぇ」

「え、えー……それなら迷宮野菜を迷宮の外でも育てたら『計画』とかいらないんじゃ」

「にゃーたちは命令されたことをしっかりやるにゃ。長期的な視点で国家の運営とか人類の未来とか平和について考えるのは偉い人に任せとけば良いにゃ」

「私、あなたのそういう、世界に対して投なげ遣やりなところ好きよぅ。誰よりも人との繫つながりを求めているくせにぃ、誰よりも人の力を信じていないのよねぇ」

　皮肉の色を隠しもせず銀髪の少女神官は赤い唇を吊つり上げて微笑ほほえむ。言われたククリカは、どうでも良さそうに笑って、肩をすくめた。

「にゃはは。子供らしい潔けつ癖ぺきな言葉にゃ。にゃーは大人だから、世の中にはできること、できないこと、どうにもならないことがあると知ってるだけにゃ」

　十三歳の少女神官と二十歳の冒険商人は互いの──憎たらしい──顔を見つめて、互いに、形だけの微笑みを浮かべていた。見えない火花が二人の間に散っていた。

「あ、あはは。とりあえずこの話は置いといて……あれ？」

　道の向こうから、見覚えのある冒険者たちがやって来た。

　褐色の肌の青年戦士に小柄な盗賊、女神官と背の高い魔法使いで構成された四人ＰＴパーテイ。向こうもティルムたちに気付いたのだろう、軽く手を挙げて挨あい拶さつしている。

　ティルムはぺこりと頭を下げて、笑顔を浮かべた。

「こんにちは。お久しぶりですね『ライマーズ』さん」

「こんにちは。お互い良く会うね。今日も『学術的研究のための魔物捕獲』？」

　リーダーの青年戦士も爽やかな笑顔を浮かべて答えた。

「はい。今回は、迷宮野菜の苗を持って来るようにと」

「ははっ。ドラゴンタートルを捕まえるのに比べたら常識的だ」

「『ライマーズ』さんたちは、そっか、地下六階が主な狩場でしたね」

「野菜は安定して儲もうかるからね。野菜人を狩れたら臨時収入にもなる。同業者が増えたから戦争も楽になった」

「……あの、野菜の取り合いとかは、起きてませんよね」

「ないね。野菜畑は取り合いする必要がないぐらい広くて多いから。まあ、確かに、ちょっと遠出することも増えたけど、一階で必死にゴブリンを探すより簡単だ」

「そうですか」

　迷宮の枯こ渇かつが、結果として、地下六階には良い影響をもたらしているようだ。

　しかし、短期的には良い影響であっても長期的に良いかは結局わからない。良かれと思って冒険者を増やし続けた結果が迷宮の枯渇であり『人工迷宮計画ダイダロス・プロジエクト』だ。

　ティルムはどこかにもやりとしたものを抱きながら愛想笑いを浮かべている。

「で、今は戦争が終わったから、後始末をしながら拠点キヤンプに戻るところさ」

「後始末ですか？」

「野菜人の残党討伐や怪け我がをして動けない冒険者の救助。死体や装備の回収かな」

　よく見れば、褐色肌の青年戦士は背中に大きな籠かごを背負っていた。冒険者が戦争のドサクサで落としてしまった装備を回収したのだろう。また、女神官と魔法使いが協力して、小ぶりなカートを引いている。上には討伐された野菜人の残党、手足の生えた巨大野菜が積まれていた。

「これが終われば、またしばらくは安心して『農作業』──地下六階での野菜狩りをそう呼んでるんだけど、『農作業』を再開できるってわけさ」

「お疲れさまです」

「ありがとう。と、言っても、荷物を置いたらとんぼ返りだけどね」

「ところで後始末の最中に野菜人さんの足あし跡あととか、そういうのを見たりは」

「見たよ？　さっきまで戦場だったからね、敵も味方も足跡だらけさ」

「そうですよね……ええと、実は野菜人さんの『畑』を探しているんです」

　ティルムはもう少し詳くわしい説明をした。

『ライマーズ』の四人はまずきょとんとし、やがて苦笑した。

「野菜人の『苗』を捕獲するために撤てつ退たいの痕跡を追跡して、野菜人の『畑』を探すか……訂正するよ、キミたちは相変わらずとんでもないことをしているみたいだ」

「あはは、これが仕事ですから」

「道をずっと進むと野菜人の縄張りに入る。異い形ぎようの野菜の森と呼ばれている場所だ。普通の冒険者はまず近寄らない。野菜人の『畑』があるならそこだろうね」

「行ってみます。ありがとうございました」

「こちらこそ、キミたちには世話になったからね。少しでも借りを返せたなら嬉うれしいよ。本当なら捕獲を手伝いたいところだけど」

　相変わらず愛想良く爽やかに青年戦士が笑う。

「そうだ、ずっと聞き忘れていたけれどキミたちのＰＴパーテイ名って決まってるのかい？」

「あはは……えっと、まあ、その、一応」

　ティルムは歯切れの悪い、困ったような顔をして答えた。

「……『セージ☆ハーレム』です」

　短い沈黙。

『ライマーズ』の四人が、なんとも言えない、困ったような顔をする。

「個性的な名前だ。いや、うん、ＰＴ名は自由だからね。それじゃあ失礼するよ」

　褐色肌の青年戦士がやや強引に話を切り上げた。『ライマーズ』の四人は、恐らく最大限の善意で、それ以上何も聞かずこの場を去った。

「あ、あはは……わ、わたしたちも、行きましょう」

「その前に一仕事あるわよぅ」

「セージにゃんが凹へこんだにゃ」

「……帰りたい」

「うわあああああ！　セージさん、セージさん頑張って！　消えないで！　まだ仕事は始まったばかりなんです！　えっと、今度また美お味いしいもの作りますから！」

　塵ちりが風に吹き飛ばされるように、セージは背景に溶けて消えようとしていた。ティルムはとにかく慌ててセージを引っ摑つかみ、必死に励はげまし、その背中を撫なでる。

「ＬＶレベル七は相変わらず心が弱いわねぇ……」

「いや、これに関してはにゃーたちに文句を言う資格はねえにゃ……」

「もうちょっとだけ我慢しましょうセージさん！　恥ずかしいのも最初だけです、そのうち慣れます。そうだ、どうにかＰＴ名を変えられないかドールさんに相談して」

「あいつは、何も言わなかった。ただ、憐あわれむように、おれの肩を叩たたいた。本気で、憐れまれた。おれには、それが、何より、辛つらくて──」

「セージさん、セージさぁああああああああああん！」




　セージが立ち直るのに時間を使ってしまうアクシデントがあったものの、ティルムたちは再び野菜畑を歩き出した。途中で休憩を取りティルムの用意した弁当を食べ、さらに進む。因ちなみに主菜は蛙かえる肉のソテーだった。

　やがてＰＴパーテイは野菜人の領域である『森』に辿たどり着ついた。

「異い形ぎようの野菜の森、確かに、そんな感じですね」

　木が生えている。だが、その根をよく見ればニンジンである。あるいは木の幹が大根である。葉のように見えたのはキャベツであり、まだらな色をしたトマトが成っている。

　ティルムは子供の粘土遊びを連想した。何者かが野菜という存在を面白半分に弄いじり回して別のモノに作り替えてしまったような異様さだ。

「これ……食べられるんですかね？」

「食べてみたらぁ？　見た目は悪くても味は良いかもしれないわよぅ」

「にゃー……カートは拠点キヤンプに置いておくべきだったかもしれないにゃあ」

　不規則に生えた木々で視界は悪い。もはや道らしい道はなく蛇行を強いられる。

　空気すらも、どこか、異質なものを感じさせる。

　そんな奇妙な森をセージは迷う様子もなく進んで行く。

「野菜人の痕跡を探してぇ、それを追跡してぇ、『畑』を探すって作戦よねぇ」

「そうですね」

「何かを探してるって歩き方じゃないと思うわぁ」

「……そうですね」

「おーい、セージにゃん。そろそろ、何してるのか説明しろにゃ」

「追跡している」

「おう、何の説明にもなってない説明をありがとうにゃ」

「あはは。えっと、セージさんはＬＶレベル七の盗賊でＬＶ六の野伏のぶせりですから、わたしたちが気付かない痕跡に気付いて、もう追跡を始めていたってことですね」

「そうだ。そして、失敗した」

　セージが言って、立ち止まり、指をさす。

『森』の奇怪な木の根元に野菜歩兵の死体……手足の生えた巨大大根が転がっていた。

「あちゃー。撤てつ退たいの最中に力尽きたってところかにゃ」

「そういうことだ。ここで、痕跡が途切れている」

「どんな痕跡が残ってたのよぅ」

「下の、土を、よく、見ろ」

「……なにもありませんけど？」

　ティルムがしゃがみ込み、土に触れた。

　ほんの僅わずか、よほどに注意深くない限り気付けない程度に、湿り気がある。

　セージたちは野菜歩兵の死体を囲んで見下ろす。

「改めて見ると、大きいですね。こう全体的にパーツが」

「そう、だ。背は人間より、やや小さい。だが、腕も足も、太い。胴回りは、人間の倍以上もある。がっちりしている、と呼ぶ、べきか。見た目通り、力が強い」

「体は小さくて力持ちねぇ。おとぎ話に出て来る岩妖精ドワーフみたいだわぁ」

　野菜歩兵は全身に多くの切り傷があった。傍かたわらには木製の盾たてと木製の槍やりが落ちている。槍の穂先は木製でありながら金属製と見み紛まがうほどに鋭く硬い。

　セージは腰の短剣を抜いた。

　冴さえ冴ざえと光る白い刃やいば──ドラゴンの牙から作られた、世界最高峰の武器だ。文字通り値段がつけられない。同じくドラゴンの鱗うろこから作った黒いつなぎと合わせれば、国すら買えるであろう。

　思わず、ティルムたちも、その刃の輝きに見入った。

　すっ──白い刃は野菜歩兵の肉体に吸い込まれるように刺さる。

　じわり、と、傷跡から透明な液体が滲にじみ滴り落ちる。

　ティルムが、先程、僅わずかに感じた湿り気のことを思い出して叫ぶ。

「あっ！　セージさんはこれを追跡してたんですか！」

「野菜人の、体液。人間の、血液にあたる。実際、水だ」

「大したものねぇ。でも、それはここで途絶えちゃったと」

「するか、休憩に、せっかく、だ」

　セージはドラゴンの牙の短剣をティルムに渡した。

　前もこんなことがあったな、とティルムは思う。

「……もしかして、わたしに、この大根さんをさばけと？」

「美う味まい、ぞ」

　そういうことになった。




　奇妙な森のピクニック。ティルムたちは車座になって腰を下ろした。

　まず、大根の手足を切り落とす。次に皮を剝むく。剝いた皮はそのまま、まな板兼皿として地面に敷く。皮を剝いた巨大大根をその上に寝かせてティルムは大根をさばく……と、いうか切り分けて行く。

「うわあ、中まで完全に大根ですね。どうやって動いてるんだろう」

「トレントのように、魔力の類、だろう、な」

「この手足ってどうするんですか」

「一度干してスープで煮ると美味いにゃ。今回はそんな余裕ないから埋めちゃうにゃ」

「もしかして、市場でちょくちょく売ってる干し野菜って」

「あー、大体、野菜人の手足にゃーね」

「え、えー……安くておいしいから結構買ってましたよ」

「迷宮野菜もそうにゃけど、実態を知っちゃうとちょっと食べ辛づらいからにゃあ。迷宮トマトだって、名前が『殺人トマト』じゃ食べ辛づらいって言い換えにゃ」

「大根さんはどれぐらいの大きさに切ります？　というかどうやって食べるんです？」

「新鮮な大根は生に限るにゃーよ。パンぐらいの大きさに切ると食べ応えがあるにゃ」

「な、生ですか……まあ、わかりました」

　程なく、巨大大根の切り分けが終了した。

　素材が新鮮だからか、包丁がドラゴンの牙製だからか、大根の切り身はいかにも瑞みず々みずしく涼し気な雰囲気すら漂わせている。

　木漏れ日を浴びて、きらきらと、水晶のように輝いている。

「見た目は悪くないけれど、大根なんて生で食べて美お味いしいのぉ？」

「食べてみればわかるにゃ」

「アルリアナさん、ここは覚悟を決めていただきましょう」

「……」

　いただきます、と手を合わせ、ティルムたちは大根に手を伸ばした。

　切り分けただけの、ただの大根だ。

　味付けもなにもしていない。

「あ、美味しい。甘みの少ない梨みたいな味ですね。瑞みず々みずしくて、汁気がたっぷりで」

「さっぱりしてて悪くないわぁ。夏場とか喉が渇いたときに良さそうねぇ」

「あー、やっぱり新鮮な野菜は違うにゃーね。これは迷宮の中でしか楽しめない味にゃ」

「何が違うんですかね」

「素材にするには倒さなけりゃいけないにゃ。そうするとどうしても傷がつくにゃ。上まで運んで市場に並ぶころには水分が抜けちゃって、どうしても生で食べるには向かなくなるにゃ」

「冒険者にしか食べられない味って考えたら贅ぜい沢たくですね」

　新鮮な大根はしゃきしゃきとした食感が楽しい。たっぷりの水気は喉を潤うるおし、甘みはあくまで爽やか、飽きの来ない、いくらでも食べられそうな味だ。

「ただ新鮮な大根は水気がありすぎるからにゃあ、普段使いするなら水気が抜けてる方が良いにゃーよ。酢漬けピクルスとか煮物は特に味が染みて美う味まくなるにゃ」

「酢漬けピクルスは良いですよね。口がさっぱりしますし、保存も出来ますし。お野菜が安いときに買って、多めに作っておくと家計が助かるんですよ」

「奥さんとかお母さんを通り過ぎておばちゃんっぽい台詞せりふねぇ」

「え、えー……ちょっとショックなんですけど」

「おう、流れ矢がにゃーに刺さりそうだから話題変えてくれにゃ」

「あはは……じゃあ、えっと、この森はどこまで続いてるんでしょうねぇ」

「さてにゃあ。この辺は野菜人の領域にゃし、危険を承知で調べる理由もないからにゃあ」

「バロメッツの時と同じねぇ。要は充分な野菜が取れたらいいんですもの。帰れなくなる危険を冒してまで無理に探たん索さくする必要もないわぁ」

「七日で収穫できちゃうぐらいですからねえ」

「まともに麦を育てたり、羊を飼ったりするより圧倒的に手っ取り早い。そりゃ、冒険者ばっかりになるはずにゃ。皇女さまの『迷宮経済』って言葉はしっくりくるにゃあ」

　満腹になるまで食べたが、それでも大根の切り身は三分の一ほど残ってしまった。

「もったいないけど仕方ないにゃあ。食べきれない分は埋めて行くにゃ」

　森の匂いを含んで風が吹いた。

　アルリアナがぶるりと体を震わせた。

　立ち上がる。

「お花を摘みに行ってくるわぁ」

「にゃはは。大根の食べ過ぎで体が冷えたにゃ？」

「あまり遠くには行かないでくださいね」

「わかってるわよぅ」

「待て、おれも、行こう」

「セ、セージさん？」

「ちょ、ちょっとぉ。なんのつもりよぅ、ＬＶレベル七ぁ」

「危険、だ。人間も、魔物も、同じ、だ。排はい泄せつ、の際は、無防備に、なる」

「な、なによぅ。だから、ＬＶ七が守ってくれるってわけぇ」

「気配の、察知、ならば、おれが一番、得意、だろう。この森は、視界が、悪い。妙な、空気、だ。見晴らしがよく、危険な魔物の、少ない、地下五階とは、違う」

「えぇー、つまりぃ、ＬＶ七はぁ、わたしのお花摘みを見たいのぉ。やだぁ、きもちわるぅい。へんたぁい。最低のお兄ちゃんだわぁ」

「安心しろ、邪魔に、ならないように、気配は、消している」

「ティルムぅ！　このおばぁかさんにお説教！」

　付き合っていられないとばかりに、銀色の髪を大きく揺らし勢いよく背中を向けた。

　振り返りもせず、ずんずんと歩いて行ってしまった。




　実際のところ、アルリアナはそれほど遠くに行ったわけではない。セージの忠告が事実であることを理解しており、それを無視するほどに愚おろかでもない。悲鳴を上げれば、すぐに駆けつけられる程度の距離だ。用を足し仲間のところに戻る──

　彼女は、驚きを顔に出さなかった。

『ふっ。敵陣に取り残され兵を失い、ここまで逃げ延びたが……どうやら私の天命もここで尽きたか』

「さぁ、どうかしらねぇ」

　何気なく通り過ぎようとした木の陰に、一人の野菜がいた。

　マントを羽織り、腰帯を巻き、鞘さやを下げた巨大な大根が座りこんでいた。中級野菜人の野菜騎士であろうとアルリアナは推測する。彼──大根は満まん身しん創そう痍いだ。右腕がちぎれかけている。剣も失ったようだ。敵、冒険者の姿を目にしても抵抗の素振りを見せない。

　大根の騎士の後ろに、馬がいた。馬だが野菜である。体が太く背が低く足が短くむしろイノシシのように見える大根の野菜馬だ。わからないが、恐らく、多分、不安そうに、主人の背もたれになっている。

『今いま更さら、あがきはせぬ。この首を取り手柄にするがいい。私が魂は土に還かえりて野菜の礎いしずえとなろう。だがもし貴殿に慈悲の心があるならば、我が愛馬だけは逃がしてくれまいか』

「共通語がうまいのねぇ」

　アルリアナにはどこが大根の首なのかわからなかった。

　野菜騎士は人間ならば気き障ざであろう大おお仰ぎようさで肩をすくめて見せた。

『騎士の嗜たしなみだ』

「言葉が通じるなら取引しましょう。私はあなたたちの『苗』を求めているわぁ」

『断る』

「馬だけじゃなくて、あなたも助けてあげるぅ。『苗』の扱いも悪いものじゃないわよぅ。新天地に連れて行ってあげるわぁ。望むならあなたもねぇ」

『そなたらの神は、同族の子を差し出し生き永らえるを良しとするかね』

「良しとはしていないわねぇ。我が身可愛かわいさで子を売る親も、親を殺す子も、腐るほどいるけれどぉ。ふふっ──」

　アルリアナは胸に下げた天てん秤びん──秩ちつ序じよ神の聖せい印いんを撫なでた。赤い唇には幼さに不釣り合いな微ほほ笑えみが浮かんでいる。愉快そうに瞳を細めている。

「禁じなければ誰もがやるからこその禁きん忌きよねぇ。全すべての倫理が裏返した本質だとしたら、果たして神は何を望み人間を作ったのかしらぁ。面白いと思わなぁい？」

『興味深い。だが、生あい憎にく、私に神学論争に付き合う余裕はないのだよ』

「あ、そう」

　アルリアナが胸の聖印を握にぎる。祈りを捧ささげ、神しん聖せい魔法を唱える。

「──癒いやすは神の輝き、神よ苦しみを赦ゆるしたまえ──《治ち癒ゆ》」

　淡い光が野菜騎士と野菜馬の体を包んだ。満身創痍の野菜騎士は完全に治癒された。千切れかけていた右腕すらもつながっている。野菜騎士の顔に動揺と困惑の色が浮かび、アルリアナは僅わずかに唇を吊つり上げた。

　彼女は銀色の髪をかき上げ、嘲あざけるような口調を隠しもせず言う。

「しばらくは大人しくしていなさぁい。私の仲間が傍そばにいるわぁ」

『敵である、私を、癒いやしたのか……一体、何のつもりだ！』

「敵に情なさけをかけられて生き恥をさらして無様に逃げ帰れと言ってるのよぅ。滑こつ稽けいな、野菜の騎士さまぁ。あなたみたいなの、だぁいっきらいなのよね」

『……感謝を。そして、神官殿、名はなんと』

「アルリアナよぅ。大根さぁん」

　彼女は、大根の野菜騎士とその馬を残し、立ち去った。




　ティルムたちは、余った大根を地面に埋め出しゆつ立たつの準備をしているところだった。

　影を人間の形にしたような男、セージは黒い覆面の奥から静かにアルリアナを見詰めていた。珍しく、その声に、皮肉のようなものが混ざっている。

「お人ひと好よしめ」

「斬新な罵倒ねぇ。二回目だけれどぉ」

「えっと？　よくわかりませんけど、出発しましょうか」

「セージにゃん、頑張って痕跡を探してくれにゃー」

　その時だった。

『駆けよ力の限り！　我が愛馬メルセデス！』

「大根のくせにかっこいい名前つけてんじゃないわよぅ！」

　突然、馬に乗った大根の野菜騎士が突っ込んで来た。

「えっ！」

「にゃ！」

　完全な不意打ちだ。ティルムが剣を抜く時間も、ククリカが銃を握にぎる時間もない。

　大根の野菜騎士は、ＰＴパーテイの間を突っ切るにように突っ走り──

　アルリアナの体を抱かかえ、一瞬たりとも速度を落とすことなく走り去って行く。

「あ、アルリアナさんがさらわれたぁあああああああああ！」

「にゃぁああああああ！　ええい、くそっ！」

　遅れて、ククリカが腰の魔銃を抜く。

　だが、その時にはすでに、野菜馬は拳銃の射程外だった。

「ど、どうしましょうセージさん！　セージさん……あれ？　セージさん？」

　ティルムは周囲を見回し、黒い姿を探す。

　野菜の森に風が吹き、彼女の枯かれ葉は色いろの髪をなびかせ過ぎ去って行った。




　大根の野菜馬メルセデスは駆け抜ける。

　背は低く、足は短く、体は太い。

　だが力強さは比類なく、大地を踏み締め、揺らぐことなき速度で駆け抜ける。

「ちょっとぉ。逃げないから、前なり後ろになり乗せなさいよぅ。抱かかえてないでぇ」

『失礼した』

　速度を緩ゆるめないまま、野菜騎士はアルリアナを自身の手前に乗せる。

　銀髪の少女神官はたてがみの代わりに緑色の葉が生えている野菜馬の首にしがみつく。下手に喋しやべれば舌を嚙かむのがわかっているので黙っていた。

　奇怪な木々の生い茂る『森』を大根馬は駆け抜け──突然、視界が広がった。

　広大な野菜畑が広がっていた。

　ニンジンと大根が、整然と、大地に植えられている。厳密には、この二種類が最も多いというだけで、キャベツやなすび、じゃがいもなどの野菜も存在していた。

　大根馬メルセデスはやっと足を緩め、野菜畑の中央の道を歩くほどの速度で進む。

　野菜畑の中央に透明な石で造られたドームがあった。それほど大きくなものではない。

「なによぅ、この畑ぇ」

『兵舎だ。勇敢なる我らが野菜の兵士たちが大地に包まれ傷を癒いやしている』

「あっちのドームわぁ？」

『我ら野菜の宮殿だ。同時に神殿でもある』

「神殿ねぇ。あなたちは、何の神を信じているのぉ？」

『我ら野菜を造りし慈愛神を』

　宮殿に門はない。ぽっかりと、奥へ続く口が開いている。

　その手前で、大根騎士は下馬した。それこそ淑女に対してするようにアルリアナの手を取って馬から下ろす。

『ご苦労だったメルセデス。厩きゆう舎しやで存分に休みを取ってくれ』

『ヒヒーン！』

　大根馬は一声鳴き、パッカパッカと軽快に厩舎へ向かって走って行った。

　アルリアナは大根騎士に促うながされてドームの中に入る。

　広いホールだ。透明な石の屋根から太陽光が降り注そそいでいる。床も同じく透明な石、いや、いくらか曇った透明な石だ。光は通すが向こう側を見るのは難しい。

　奥には地下へ続く階段があった。恐らくこのドームは下に広いのだろう。透明な石で造られているのは地下まで光を通すためか。

　そして正面、十字に円を組み合わせた慈愛神の聖せい印いんが掲かかげられていた。よく見れば、野菜たちの聖印は縦棒が野菜──大根かニンジンかそのようなものになっていた。

「確かに、宮殿で神殿みたいねぇ」

『縦の棒は我ら野菜を示し。横の棒は大地を示し。円は太陽を示している』

　大根の騎士はアルリアナが聖印を見詰めていることに気付きそう言った。

『我ら野菜は慈愛神さまによってこの地に造られた。我らはこの地で戦い、この地で死に、再び野菜として生を受ける。大地と野菜の環の中で《真なる豊ほう穣じようの野菜》となるために』

「それが、あなたたちの教義？」

『然しかり。《真なる豊穣の野菜》、伝説にある野菜英雄へと己を高める。それが、我らが戦う意味であり使命だ』

「とんだ戦闘民族ねぇ」

　慈愛神は、ある意味で最もわかりやすい神である。慈悲と豊穣を司つかさどり信徒にもまた慈愛を持ち寛容であれと説く。アルリアナ風に言うならば、その教えこそが慈愛と寛容の欠落を意味しているということになるが──

「『最初の巨人が倒れ大地が生まれた。ただ広がるばかりの大地を哀れに思い慈愛神は愛を注そそいだ。やがて大地は緑に覆おおわれ、多くの植物が生まれた──』」

　アルリアナは五大神による世界創造の神話『創世録』の一節を暗唱する。

「意志を持つ野菜が植物を創造した慈愛神を信仰してるってのは出来過ぎよねぇ」

　聖せい印いんも、多少のアレンジこそあるが、人間のものと形状は変わらない。教義については豊穣神としての側面が強く出ている。転生思想は野菜らしく、季節の移り変わりを反映したものであろう。

『我ら野菜の信仰に興味があるのならば、野菜神官殿に面会できるよう取り計はからおうか』

「いらないわぁ。それよりもぉ、そろそろ、私をさらった理由を話しなさいなぁ」

『う、うむ。実は──』

　大根の野菜騎士が、僅わずかに緊張した様子を見せた。

　その時である。

　手足の生えた巨大ニンジンが姿を現した。大根と比べると多少スマートな体形である。マントを羽織っており、腰帯から立派な拵こしらえの剣を吊つるしている。

『遅い帰還だなラディシュエイド卿きよう！　一体、どこで何をしていたのだ』

『おお、キャロメット卿！　わざわざ、私の帰還を待っていてくれたのか！』

「あんたたち名前かっこいいわねぇ！」

　アルリアナが叫ぶ。ニンジンの野菜騎士キャロメットも同じぐらいに大きく叫んだ。

『か、勘かん違ちがいするな！　卿けいを待っていたのではない、偶然、通りがかっただけだ！　あまりにも帰還が遅いので様子を見に行こうなどと決して思ってはおらぬ！』

『ハハハ、相変わらずキャロメット卿は手厳しい。美しい野菜には毒があるとはよく言ったものだ』

『う、美しいだと、け、卿こそ相変わらず、減らず口が過ぎるな！』

　大根の野菜騎士ラディシュエイドが親し気な態度で笑う。ニンジンの野菜騎士キャロメットがニンジン色の体をさらに赤くして、つんとした態度でそっぽを向いた。

「ばぁかじゃないの」

　アルリアナは、吐き気でも催もよおしたようにべっと舌を出す。

　そもそもニンジンのキャロメットが出て来たのは地下に続く階段からだ。偶然通りかかる理由がどこにあるのか。

　キャロメットもまたアルリアナに気付いたのだろう。露骨に驚いた様子を見せる。

『ラディシュエイド卿きよう！　どうして、我ら野菜の宮殿に人間がいるのだ。いかに、わたしと卿けいの仲でも……あ、あくまで、同じ騎士であるという意味だ！　勘かん違ちがいするな！　ともあれ、これを見過ごすことはできない！』

『聞いてくれキャメロット卿よ。傷つき倒れ大地に還かえろうとする私をこのアルリアナ殿が救ってくれたのだ。私は、その慈愛に、胸を打たれた！』

『なんと！』

　ラディシュエイドは、ぐっと、拳こぶしを握にぎり、そして力の限りに叫んだ。

『そして！　私は！　アルリアナ殿に！　惚ほれ申した！』

『なんとなんと！』

『アルリアナ殿！　我が妻となってはもらえないだろうか！』

「お断りするわぁ」

『なっ！　き、貴様！　ラディシュエイド卿のどこに不満があるというのだ！　武勇に優れ、慈愛に篤あつく、誇り高く、大根のように逞たくましい、騎士の中の騎士に！』

「大根ってところがどうしようもなく不満ねぇ」

　断わられた大根のラディシュエイド以上に、ニンジンのキャロメットが激高した。アルリアナはそれを面白がるような挑発的な笑みを浮かべつつも、瞳に呆あきれの色がある。

　同時に、このままでは埒らちが明かないとも考えたのだろう。

「一応確認するけどぉ。あなたたち野菜の間では重婚、つまりぃ、夫のいる女と結婚するのはありなのぉ？」

『い、いや、それは、うむ、駄目だな。野菜のつがいは一つと一つに決まっている』

「浮気はぁ？」

『最も恥知らずな行為だ！　慈愛神さまの御み心こころを裏切っている』

「人間と同じねぇ。婚姻は一つと一つが新しい一つとなる神しん聖せいなる誓い。慈悲深く寛容なる慈愛神さまも、この誓いを犯すものだけは決してお許しにならない」

　アルリアナは言った。

「私ねぇ、もう結婚してるんだけどぉ」

『………………………………しまった！　そこを確認していなかった！』

　無論、アルリアナの言葉は噓うそである。結婚などしていない。そもそも十三歳は結婚できない。だが所詮は人間と野菜だ。そこに適用される法が全すべて同じであるわけがない。

　がくーんと、大根のラディシュエイドが膝ひざをついた。

『どうしてそんな大切なことを忘れるのだラディシュエイド卿きよう！　このうっかり騎士！』

　罵倒するキャロメットが安あん堵どしている風にも見えるのは気のせいだろうか。クスクスとアルリアナはからかうように笑った。

「騎士の中の騎士じゃなかったのかしらぁ？」

『騎士の中の騎士だがうっかりさんなのだ！』

「あ、そう。じゃあもう私は帰りたいからぁ、送ってくれるかしらぁ」

『否──！』

　一度は膝ひざをついた大根の野菜騎士が不屈の闘志を宿して立ち上がった。

　大根は堂々と、力強く、塵ちりほどの迷いもなく、神に捧ささげるかのごとくに宣言した。

『ならば、私は、アルリアナ殿の夫に、決闘を申し込む！』

　所詮は人間と野菜である。法が全すべて同じであるわけがない。アルリアナは野菜を言いくるめて脱出しようとして最後の最後で躓つまずいたことになる。

　彼女は、ぎゅっと薄い胸に下げた秩ちつ序じよ神の聖せい印いんを握にぎりしめる。

　銀色の髪が風に揺れた。

　にぃ、と、薄く、彼女は会心の微笑ほほえみを浮かべた。

「なら、私の夫を連れて来て貰もらえるかしらぁ。全身、真っ黒で、顔を隠した男よぅ」

『任された！　牛ご蒡ぼうのように黒い男か。よかろう、すぐに野菜兵士を伝令に出す！』

「まあ、案外、もうすぐ近くにいるかもしれないけれどねぇ」

『ハハハ、それはありえない。アルリアナ殿も見たであろう我ら野菜の宮殿の周囲に広がる兵舎を。野菜兵士たちはただ眠っているのではない。宮殿を守りながら眠っているのだ。兵たちに気付かれず宮殿まで侵入できる人間がいようものか』

『その通りだ。兵の全てがラディシュエイド卿のようにうっかりならばわからぬがね』

『ふっ、相変わらずキャロメット卿は手厳しい』

「ふぅん。そうだってさぁ、私の素敵な旦那さまぁ」

「……」

　アルリアナの呼びかけに応えるように、何もない場所から黒い影が現れた。

　全身を黒に包んだ、野菜風に言うならば、牛蒡のように黒い男が現れた。

『！』

『き、貴様、どうやって！』

　二人の野菜騎士が驚きよう愕がくも顕あらわに身構えた。キャロメットなど腰の剣に手をかけている。

　はっ、と気付き、ラディシュエイドがキャロメットを制した。

『やめよ、キャロメット卿……この牛蒡、ただものではない』

「セージ・トーラストよぅ。牛蒡じゃなくてねぇ」

『セージ殿か。私は大根の野菜騎士ラディシュエイド』

　一拍の間を置き、大根は宣言した。

『私は貴殿の妻、アルリアナ殿を賭かけて決闘を申し込む！』

「わかった、始めよう」

『ぬ！』

　大根の気負いとは裏腹に、セージは気が抜けるほどあっさり首しゆ肯こうした。

　事実、セージの得体の知れぬ軽さにラディシュエイドは困惑しているようだ。

　そして、それは大陸に十三人しかいない最強を相手にするには致命的な隙すきだった。

『ダイコォォォオオオオオン！』

　次の瞬間、野菜騎士ラディシュエイドは宙を舞っていた。

　セージが無造作に間合いを詰めたと思ったらそうなっていたのだ。アルリアナには何が起きたのか見えなかった。大根もニンジンも同じだろう。

　どさっ、とラディシュエイドが倒れ伏す。慌てた様子でキャロメットが駆け寄る。

『ラディシュエイド卿きよう！』

『お、おお、キャロメット、卿。ありがたい、だが、これは、決闘なのだ』

　助け起こそうとするキャロメットの手を拒み、大根の野菜騎士は立ち上がる。

　ラディシュエイドは、自分がどういうものに決闘を挑いどんだか理解してしまったのだろう。逞たくましい大根の体に悲壮の空気を纏まとい、声には死を覚悟した響きがある。

『まだ、決闘は終わっていない』

「そうか」

　二人の間に、キャロメットが割り込んだ。

『待て！　この決闘は認められない！　ラディシュエイド卿は剣を失っている』

『何を言うのだ！　私が剣を失ったのは私の落ち度、セージ殿には関係ない。何より、セージ殿も剣を抜いていない！』

『だからこそだ！　だからこそ、互いに全力を尽くすために剣が必要ではないのか！』

『ぬ』

『そもそも、決闘は神しん聖せいなるもの。相手が人間といえど、正式な手順を踏んでいない決闘は決闘ではない！　ただの私闘ではないか！』

『それは、確かに』

『決闘は明朝に延期するべきだ！』

『ぐぐ……すまぬ、セージ殿。我ら野菜の神官殿に決闘のお伺いを立てたい。決闘の儀式もある。明朝に、改めての決闘を、申し込みたい』

　キャロメットの言葉の正しさを認めたのだろう。ラディシュエイドはセージに頭を下げて謝罪を行う。声には苦悩と屈くつ辱じよくの色があった。

　セージは頷うなずいた。

『キャロメット卿きよう……セージ殿たちの世話を頼めるか。私は神官殿の下に行く』

『……任された』

　それだけ言うと、ラディシュエイドはキャロメットを一いち瞥べつもせずホールを去った。

『勝てぬ。私では、あの暗黒の牛ご蒡ぼうに、勝てぬ……強くならねば』

　どれだけ言い繕つくろったとしても、決闘の場から逃げたことに変わりはない。力ない足音と共に、誇り高き大根の野菜騎士は地下に続く階段を下って行く。

　キャロメットは外がい套とうに包まれた大根の背中をじっと見詰めていた。

　くすくすとアルリアナが皮肉に笑う。

「上う手まく助け舟を出したわねぇ。肝心の大根さんは屈くつ辱じよくを感じてるみたいだけどぉ」

『部屋を用意しよう』

「それよりぃ宮殿の案内をしてほしいわぁ。野菜の生活に興味があるのぉ」

『わかった』

　一度振り返り、じろりとアルリアナを睨にらみ、キャロメットが歩き出す。

　セージたちはその後ろに続く。

「気付いて、いたのか、アルリアナ。気配に、おれの、おまえが」

「わかるわけないわよぅ。ただ、ＬＶレベル七がぁ、黙って私をさらわせたのがぁ、おかしいと思っただけぇ。わかるぅ、私がぁ、どれだけぇ、旦那さまを信じているかぁ」












　要するにセージはアルリアナを餌えさにしたわけである。あえて誘拐させ、尾行した。走って馬に追いつく非常識な身体能力があるセージでなければできない方法だ。

　アルリアナはわざとらしくセージの腕に抱きついて見せた。

　セージは黒い覆面の奥で凄すごく嫌そうな顔をした。




　セージとアルリアナの目的は、あくまで、野菜人の苗である。そして苗を育はぐくむのであろう『畑』は、この宮殿にある──可能性は極めて高い。

　二人はニンジンの野菜騎士キャロメットに案内され宮殿を歩む。

　宮殿は地下に向かって広がっていた。巨大な円柱を地面に埋めて、その上にドームで蓋をした形だ。普通に考えれば地下は暗く、野菜には適さない環境であろう。

　しかし、宮殿は透明か、透明に近い素材で出来ている。透明な石は光を遮さえぎらない。むしろ光を増幅して、地下深くまでも明るく照らし出していた。

「この神殿って、誰が作ったのぉ？」

『わからない。我ら野菜がこの地に造られた時には、既すでにあったと伝わっている。恐らく慈愛神さまが、我ら野菜のために造られたのだろう』

「だから神殿でもあるわけねぇ。そして地下を生活の場所にしたと」

『そうだ、宮殿の地下一階と二階は騎士の私室がある。三階は鍛たん錬れん場。四階より下は……貴殿らには関係のない話だ。見て面白いものでもない』

　キャロメットの態度は素っ気ない。質問には答えるが、それだけだ。

　案内された宮殿地下三階の鍛錬場では五十近い野菜騎士たちが木剣を振るっていた。ニンジン、大根、キャベツ、茄な子す、白菜、本当にさまざまな野菜たちだ。

　野菜たちは早々に珍客、つまり人間に気付いたようで手を止める。何事か相談を始め、やがて結論が出たのか、一人の野菜がセージたちの方にやって来た。

『おれは野菜騎士のナッシュ。我が友、騎士の中の騎士と謳うたわれるラディシュエイド卿きようを下したその腕前を見込んで、一手、ご指南を願いたい』

　やや乱雑、伝法な口調の茄子だった。手足が太い野菜騎士の中でもさらに手足が太い。単純な力であれば誰にも負けない、と、暗に告つげているようだ。

　指南とは名ばかり。ラディシュエイドを倒した相手を倒し名をあげる野心か、仇あだ討うちのつもりか、あるいは明日の決闘の前に相手を痛めつけておこうという魂こん胆たんか。

　いずれにせよセージは軽く頷うなずき、差し出された木剣を手に取った。

　セージと茄子の野菜騎士ナッシュが鍛錬場の中央に立つ。

　野菜たちは興味深げに、二人の様子を見守っている。無論、ニンジンのキャロメットとセージの妻ということになっているアルリアナもだ。

『……貴殿の夫は、無事ではすまないぞ。ナッシュ卿の剣は、受け手ごと粉砕する力の剣。木剣であってもそれは同じだ。勝てたとしても、他の騎士たちが黙っていない』

「大丈夫よぅ。うちの旦那さまは強いんですものぉ」

　惚気のろけとも取れる台詞せりふを聞き、キャロメットは苦いうめき声をあげた。

　キャロメットの忠告は空むなしく。野菜たちに見守られる中で『指南』とやらは始まり。

『いざ、参る！』

「……」

『ナッスゥゥウゥウウウウウン！』

　最初の一撃で、茄な子すの野菜騎士ナッシュは悲鳴を上げて宙を舞った。ラディシュエイドの時と同じだ。何が起きたのかわからないがとにかく終わっていた。

「ね、大丈夫でしょう」

　野菜騎士たちがざわつく。対照的にアルリアナは余裕を見せている。

『次は、拙せつ者しやと！』

『否、それがしと！』

『我もだ！』

　ナッシュを一撃で倒した人間に興味がわいたのか、野菜騎士たちは次から次に『指南』を申し込んだ。そして──

『キャベェェェェェェ！』

『ダイコォオォオオン！』

『ニンッジッッゥンン！』

　結果、全すべての野菜騎士が悲鳴と共に宙を舞った。

「ね、うちの旦那さまは強いでしょう？」

　呆ぼう然ぜんとしているニンジンのキャロメットに向かって、彼女はからかうように言った。




　一通り宮殿の中を案内されたころには日が沈み、夜のとばりが下りていた。

　星と月の明かりは昼間ほど強くないが、だからこそ優しく宮殿を照らしていた。

　その夜は、セージとアルリアナを歓迎しての宴うたげが開かれた。歓迎というのも変な話だが、当人（当野菜？）たちが言うのだから仕方がない。

　宴の場は例の宴会場である。大量の水がめが用意され、異い形ぎようの森で見かけた斑まだら色のトマトが山盛りに用意されている。くだけた宴のようでテーブルの類もない。各々が好きな場所に、大体、水がめの傍そばに陣取っている。

　ラディシュエイドの姿は見えない。

　セージとアルリアナは、キャロメットと一緒に適当な水がめの傍に腰を下ろした。

『セージ殿、今日はどんどん飲んでくれ！　とっておきの野菜酒を用意した！』

　一番最初に叩たたきのめされた力自慢の野菜騎士、茄子のナッシュがセージとアルリアナの下にやって来る。機嫌が良さそうな声だ。外がい套とうこそ身に着けているが剣はない。これは他の野菜たちも同じだ。宴うたげに武器は無粋ということだろうか。木製のジョッキで水を汲くみ、セージに渡した。

　そしてナッシュは斑まだら色のトマトを一つ手に取ると、ジョッキの上でぎゅっと絞った。果汁がジョッキの中に落ちて水と混ざる。途端、芳ほう醇じゆんな酒の香りが立ち昇る。

　同じものがアルリアナにも渡される。

「野菜の酒というかぁ、酒の野菜ねぇ。面白いわぁ」

　ナッシュはにやりと笑い、どかりとセージの正面に腰を下ろした。

『おれは野菜の中で一番の酒豪として知られている。セージ殿はいかがか』

「飲み比べか」

　返事代わりに、セージはジョッキの酒を飲み干した。

　茄な子すのナッシュが豪快に笑い、自らもジョッキの中身を口に運んだ。

　セージが一杯飲めばナッシュも一杯。同じペースで杯を重ねて行く。

　いつしか、他の野菜騎士たちも二人の飲み比べを見物していた。

『驚いた！　宙を舞うとは思わなかった！　セージ殿はその強さをどこで得た！』

「鍛たん錬れんだ」

『鍛錬か！　そうだな！　鍛錬に勝る鍛錬はなしだ！』

　がははははと豪快にそして陽気にナッシュは笑う。文字通り茄子色の体は酔いのためか赤みを帯びている。しかし、ジョッキを飲み干すペースは変わらない。

『ナッシュ卿きよう。もう、そのあたりにしたらどうだ』

『何を言われるキャロメット卿。まだ宴は始まったばかりだ。そうだろうセージ殿！』

「美う味まい、酒だ」

　また一杯、セージも酒を飲む。

「酔った、ふりをして、隙すきを狙うには、もったいない、酒、だな」

『──かあああああああ！』

　一瞬でナッシュの体から赤みが引いた。外套の裏地に隠しておいたのだろう短い棍こん棒ぼうを抜き、そのままの勢いで振り下ろす。

　ぶおん、と凄すさまじい勢いだ。ただの棒とはいえ人間の骨程度は容易たやすく砕くだくだろう。

　ジョッキを右手に持ったまま、セージは左手でその棒を受け止めた。

　手首をひねると、棒はナッシュの手からすっぽ抜けて宙を舞った。

『ふはははははは！　全すべてお見通しか！　見抜いておれの誘いを受けたか』

「野菜が、口から、酒を、飲む、ものか」

　茄子のナッシュが立ち上がり、周囲の野菜騎士たちに向かった告つげた。

『おれの負けだ！　この人間はどうやら真の勇者のようだ！　野菜は勇者に敬意を払わねばならない！　ここからはただの宴うたげにしようではないか！　おれは本当に酔うぞ！』

　言うなり、ナッシュは斑まだら色のトマトを籠かごごと抱かかえて水がめに飛び込んだ。水がめの中身が全すべて酒になる。これが本来の野菜の飲み方なのだろう。文字通り酒を浴びて、体全体で酒を感じて、酒に酔うのだ。

　野菜騎士たちは同じように外がい套とうの下に隠していた木の棒を次々と投げ捨てる。そして、順々にセージの前にやって来て、名乗り、謝罪し、賞賛した。

　水がめが増やされ、野菜騎士たちは斑色のトマトを抱えて飛び込む。

　セージは人間流に酒を飲みながら、野菜騎士たちと会話をしていた。

　セージたちの世話役を頼まれたニンジンのキャロメットは、野菜騎士たちに囲まれるセージの姿を眺め、隣にいるアルリアナに言った。

『貴殿の夫は凄すさまじい男だな。ラディシュエイド卿きようを破ったのも、わかる』

「自慢の夫よぉ。良かったわねぇ」

　アルリアナは酔わない程度にちびちびと酒を口に運んでいた。

『何が、良いものか』

「どうしてぇ？　あの大根さんが負けた方が、あなたには都合が良いでしょう」

『ふざけたことを。どうして、友であるラディシュエイド卿の敗北を望むのだ』

「神官としての忠告だけれどぉ。想っていればいつか報われるなんて噓うそっぱちよぉ。伝えたいことがあるなら言葉にしなさいなぁ……っていうかぁ、あの大根、相当に鈍感よぉ」

『余計な世話だ！』

「どんな気分なのぉ。酔えないお酒を飲むのってぇ」

　苛いら立だちを隠しもせずにキャロメットは、人間流に酒を飲んだ。

　アルリアナがくすくすと、からかうように笑っていた。

「図星を突かれると怒るのは人間も野菜も同じなのねぇ」




　やがて宴も終わった。

　野菜騎士のほとんどは酔っぱらって鍛たん錬れん場で眠りこけている。キャロメットや少数の野菜は自室まで何とか辿たどり着つけた。素面しらふのアルリアナは当然、用意された寝室に戻った。

　部屋の様子は人間のそれと大差がない。天てん蓋がい付きの寝台、机、椅子、棚、物入れなどの家具がある。全体的に大きいのは野菜人のサイズに合わせているからだろう。

　透明な石の天井がぼんやりと光っているため灯あかりは必要ない。

　そして彼女は天蓋付きの寝台に腰かけて、淑女のように夫の帰りを待っていた。

「……」

　しばらくの後、音もなく、黒い影が部屋の中に現れた。

　小脇に小ぶりな壺つぼを抱えている。

「お疲れさまぁ。無事にぃ、苗を、盗んで来れたみたいねぇ」

「楽な、仕事、だ」

「でしょうねぇ。宮殿を歩き回って『畑』の位置は目途がついた。酒宴の後で野菜たちは眠りこけている。『苗』を盗むにはうってつけの状況ですものぉ」

　くすくすとアルリアナが笑う。

「今日のＬＶレベル七は付き合いが良かったわねぇ。野菜とお酒まで飲んでぇ」

「野菜、たちは、わかり、やすい。生き方が、シンプル、だ。気持ちが、良い、奴やつら、だ」

「その気持ちの良い野菜たちを裏切った気分はどんなものぉ？　教えてお兄ちゃぁん」

「……」

「冗談よぉ。そんなに不機嫌にならないでぇ。それよりもぉ、どうするぅ？　仕事は終わったわよねぇ。決闘をすっぽかしてぇ、逃げちゃうぅ？」

「夜の森は、危険、だ。おれは、ともかく、おまえが、な」

「紳士的ねぇ。それともぉ、野菜に対する罪つみ滅ほろぼしぃ？」

「いい加減に、黙、れ」

「はぁい」

　だからでもないだろうが、アルリアナがいきなり純白の神官衣を脱ぎ捨てた。

　しゅるりと衣きぬ擦ずれの音がして、神官衣が足元に落ちる。












　シンプルな肌着、透けるほどに薄い、肩ひもがついており丈は腰の下まである。

　女性らしい凹凸にこそ乏しいが、すらりとした肢体には奇妙な、吸い寄せられるような魅力がある。

　それは降り注そそぐ淡い光に照らされた、少女の妖しくも白い肌のためか。

　自らの魅力を自覚しているかのように、少女は歳に合わぬ蠱こ惑わく的てきな微笑ほほえみを浮かべる。

「なぜ、脱ぐ」

「寝るからよぅ？　着たまま寝るとしわになるじゃないのぉ。野宿ならともかくぅ、寝台があるならぁ、脱いで寝るわよぅ」

　ぽん、と、アルリアナがわざとらしく手を叩たたいた。

「そういえばぁ、寝台が一つしかないわねぇ。でも夫婦が一つの寝台で寝るなんて当たり前ですものぉ、野菜さんたちは悪くないわぁ。それにぃ、私はぁ、お兄ちゃんを信じてるものぉ。優しいお兄ちゃんはぁ、私にひどいことしないわよねぇ？」

「貴様の、悪趣味は、どうにか、ならない、のか」

「ひっどぉーい。私は純粋にぃ、お兄ちゃんで遊んでるだけよぅ」

　セージは無言で背中を向けた。部屋の壁際、寝台から一番遠い場所に腰を下ろす。

「寝台は半分開けておいてあげるわぁ。いつでも来てねぇ愛してお兄ちゃぁん」

「おれは、おまえが、嫌い、だ」

　その夜、セージは結局、寝台に入らず壁にもたれて眠りについた。




　決闘の朝がやって来た。

　野菜たちの神殿、慈愛神の聖せい印いんが掲かかげられた地上階のホール。セージとアルリアナ、ニンジンのキャロメットをはじめとする野菜騎士たちが既すでに集まっていた。

　そして、聖印の前に、巨大な壺つぼが置かれていた。

　野菜が一人丸ごと入りそうな壺だ。封印のように岩が載せられている。

　壺の傍そばには見慣れぬニンジンがいた。ニンジンの肌に深いしわが寄り白いひげが生えている。長ネギの杖つえを持ち、芋のツルを編んだ冠を被かぶっていた。

　年老いたニンジン、野菜人の祭さい祀し階級、野菜神官は集まった者たちに向けて告つげる。

『騎士ラディシュエイドは、この壺の中で《野菜の試練》を受けている』

　野菜騎士たちがざわめいた。

『あれは危険すぎる故に封印された儀式ではないのか』

『魔力の酢で満たされた壺に閉じ込められ、何人の騎士が廃野菜となったか……』

『だが、試練を乗り越えれば大いなる力を……』

「要するにぃ、あの大根さん、酢漬けピクルスになってるわけねぇ」

『静まれ！』

　野菜神官が一いつ喝かつした。

『決闘に挑いどむにあたり、騎士ラディシュエイドが望んだことだ！』

　そして野菜神官は直々に、壺つぼを封印する岩をどかした。

　野菜騎士たちは固唾かたずを吞んで見守るが、ラディシュエイドが現れる気配はない。

　やはりダメだったのか、そんな落胆の空気がホールに流れたそのとき──

　ぴりし、と壺にひびが入った。

『私は、ここにいる！』

　内側から壺を打ち壊し大根の野菜騎士が再びその姿を見せた。

　見事に試練を乗り越えたその体は、黄金色の輝きを発している。

　再び野菜騎士たちがどよめき、野菜神官が感極まったかのように呟つぶやく。

『その野菜、黄金の輝きを纏まとい、現れる──まさに伝説の通り』

　それは野菜の神話に謳うたわれたもの。

　生まれ、戦い、死ぬ、野菜の輪りん廻ねの果てに存在するもの。

　即すなわち──野菜英雄。

「っていうか、あれ酢の色よねぇ」

　野菜英雄となったラディシュエイドが、ホールの中央でセージと対たい峙じする。

「剣は、どうした」

『剣ならば、ここにある』

　ラディシュエイドが大きく腕を振る。黄金の輝き、高まった魔力が実体化する。黄金の外がい套とうを、黄金の腰帯を、黄金の鞘さやを、ラディシュエイドは身に纏う。

『さあ、決闘を、始めよう！』

「わかった」

　セージが身構える。同時に大根が駆けた。間合いを詰め、腰の剣を抜き打ちに放つ。

　黄金一いつ閃せん。

　だがセージはそれを半歩下がるだけで避よけた。一歩踏み込み、相手の懐ふところに入り──

『何をされたのか、私には見えなかった。何度も何度も、何があったのかを頭の中で思い出した。あの、見えない攻撃の正体は、投げ、だ』

「……」

　ラディシュエイドの左手が、セージの右手首を摑つかんでいた。

『足を払い、重心を崩くずし、投げる。一連の動作があまりに速く、ただ吹き飛ばされたようにしか見えなかったのだ』

「正解、だ。殺さず、抑える技が、欲しくて、な。最近、学んだ」

『貴殿に感謝しよう。私は騎士の中の騎士と讃たたえられ慢心していた。与えられた敗北に私の驕おごりは死んだ。種となり、糧かてとなり、私という大地に新しき芽を育はぐくんだ』

　誰もが静まり返り、二人を見ていた。

　再び、両者が距離を取った。

　ラディシュエイドが黄金の剣を正せい眼がんに構えなおした。

『今、私の肉体は野菜の喜びに満ちている』

　黄金の魔力の輝きが昂たかぶり、揺れていた。

　次の一撃で全すべてが終わると、戦う二人すらも理解していた。

　セージは音もなく短剣を抜いた。黒い男の手の中で冴さえ冴ざえと白い刃やいばが煌きらめく。

『うおおおおおおおおおおおおお！』

「……」

　裂れつ帛ぱくの叫びとただの無音。

　黄金と白が交錯し、そして、倒れた。




『しっかりしろラディシュエイド卿きよう！　傷は浅い、浅いぞ！』

『私のために泣いて、くれるか、キャロメット卿。悪くない、死に様だ』

　朝の光に照らされた野菜たちのホール。

　野菜英雄にまで進化した大根が、横一文字、真っ二つに切り裂かれ倒れていた。

　その身に宿った黄金の輝きは既すでにない。ただの大根でしかない。

　ニンジンの野菜騎士キャメロットは涙を流し、懸命に、大根に呼びかけている。

『卿けいと、最後に、言葉を交わせた。それだけで、私は満足だ……』

『何が満足だ！　わたしは、まだ、卿に、言っていないことがある』

「盛り上がっているところ悪いけどぉ。あなたぁ、死なないわよぅ？」

『は？』

「肉も骨も内臓もない大根でよかったわねぇ。詳くわしい理屈は知らないけれどぉ、後からくっつけられるようにぃ、綺き麗れいに切り裂いたそうよぅ。そもそもぉ、普通に考えたら体が真っ二つにぶった切られてる時点で即死でしょうようぅ」

　アルリアナはラディシュエイドの上半身と下半身をぎゅっとくっつけて回復魔法を唱えた。淡い光に包まれた大根の体が見事にくっつく。

「はい、終わりぃ。動くとずれちゃうからぁ、しばらくは誰かに世話してもらいなさぁい」

『言われてみれば……真っ二つにされても痛みがなかった、ような？　ハッハッハッ、いやあすまぬすまぬ。ところでキャロメット卿よ、私に言っていないことと言うのは？』

『ッッッッ──うるさい、そんなもの何もない！　この、うっかり騎士めえええええ！』

　慈愛神が見守る野菜の神殿に、キャロメットの叫びが響き渡った。

　アルリアナは肩をすくめ、セージと共に去って行った。




　やがて二人は異い形ぎようの野菜の森の出口で見慣れたネコミミに出会った。

「お、セージにゃんにアルリアナにゃんじゃねーか。おかえりにゃー。その様子だと無事に『苗』を手に入れたみたいにゃーね」

「大成功よぅ。それでぇ、あなたは……何をしてるのぉ？」

　ネコミミ冒険商人ククリカは、奇妙な木の葉っぱをもしゃもしゃ食べていた。

「ティルムにゃんが『元が野菜みたいですし、この木って食べられたりしませんかね？』って言いだしたにゃ。で、試しに食べてみたらこれが意外に美う味まかったにゃーよ。幹とか枝とかはちょっと硬くて顎が疲れるにゃーけど」

「ティ、ティルムが言い出したのぉ？　あの子、逞たくましくなったわねぇ」

「このキャベツっぽい葉っぱとか、くせになる味してるにゃ。手が止まらないにゃあ」

「大丈夫なのぉそれぇ。変な成分が混ざってるんじゃないのぉ……」

「アルリアナさんじゃないですか、お帰りなさーい！」

　声は頭の上からした。

　ＰＴパーテイ唯一の常識人にして良識人の新米騎士ティルム・ディードが、靴を脱いで、奇妙な木に登っていた。枝にこしかけ、木になっている斑まだら色のトマトを口に運んでいる。

　笑顔の素敵な彼女だが、今日の笑顔は、どこかにへらっとしていた。上機嫌な子供のように、足をぱたぱたと揺らしていた。まるで──酒に酔った、ような。

「あははははははは！　セージさんもいるー、セージさんだー！　おかえりなさーい！」

　よく見ると、ティルムの瞳は、完全にあっち側にぶっ飛んでいた。

　ぴょーいと、セージ目がけてティルムが飛び降りる。

「……！」

　ティルムはそのままセージの上に墜落し、勢いのままにセージを押し潰つぶした。

　セージの上に、馬乗りになって、ジャンプした拍子にスカートがめくれ上がっていることにも気付かず、べしべしべしと、セージの頭を叩たたいていた。

「セージさん、わたし、頑張ってますよね」

「あ、ああ、頑張って、いる、な」

「だったら褒ほめてください」

「えらい、ぞ、ティルム」

「もっとー！　もっとです。わたし、全然満足できませんもっとー」

　あまつさえ、文字通り馬に乗っているように、体を前後に揺らし始めた。

「……ティルムもストレスたまってるのねぇ」

「にゃはは。ところでアルリアナにゃん。どうやって『苗』を手に入れたのにゃ」

　問われて、アルリアナは、彼女には珍しく、爽やかな微笑ほほえみを浮かべた。

「ちょっと、ラブロマンスを演じて来たわぁ」





間章「冒険者の日常」










　皇族の住居であり帝国行政の中枢である帝城、通称『薔ば薇らの城』は帝都ローゼリアの北部に位置している。帝城のさらに北にティルムの職場である騎士団詰め所はあった。

　かつては戦場の華と呼ばれた騎士団も四百年に亘る長い平和によりその役割は大きく変化した。今では帝国内のインフラ整備、土木工事が主な仕事である。時には泥亀騎士団などと揶や揄ゆされることもあるほどだ。

　後に『冒険者時代』と呼ばれる迷宮経済全盛──あとは衰退するだけ──のこの時代、優秀で向上心に溢あふれる人材は片っ端から冒険者になってしまう。そのため騎士団は慢性的な人手不足だ。今年の入団者は僅わずか三十名足らず。

　そのため、新米騎士はとても丁重に扱われる。

　まずは教育隊に配属され──

　とてもやさしくてたよりになるせんぱいといっしょに、いちにんまえのきしになれるまで、まいにち、とっても、たのしい、くんれんを、がんばってるんだ。

「はーい、新米騎士のみんなー、今日も午前の訓練お疲れさまー！　お昼ごはんを食べたら、午後からの座学も頑張ろうねー！」

　騎士教育隊隊長エーリアル・レイヴァン（ＬＶレベル五・戦士・年齢不詳）は優しげな微笑ほほえみを湛たたえた豊満な胸の美女である。その姿は柔らかな口調と相まって騎士というよりは乳う母ばを連想させる。

　事実その口調は柔く、いかにも優し気な声をしていた。

　しかし、そんな彼女の前に、疲れ果てた新米騎士たちが、ほぼ全員地面に突っ伏している。

　まさに死し屍し累るい々るいだ。

「返事はどうしたのー？　たかが素振り一万回と帝都一周マラソンをしたぐらいで返事も出来なくなるなんてー。明日からー、もっと、厳しくした方がいいかなー？」

「お、おづかれざまでぢだぁああああああ！」

　半ばというか完全に脅おどしである。しかし効果は覿てき面めんだった。新米騎士たちは最後の力を振り絞り、立ち上がると、挨あい拶さつをして再びぶっ倒れた。

「はーい、良いお返事でした。改めてかいさーん」

　柔らかな笑顔を浮かべたままエーリアル教官騎士は去って行った。因ちなみに彼女は『悪魔が微笑む悪魔』、『鬼が逃げ出す鬼』、『地獄おっぱい』等のあだ名を持っている。

　前述の素振り一万回は通常の倍の重さの剣を用いての一万回だ。帝都一周マラソンも、鎧よろいを装備したうえで延々と蛇行させるため実際は一周どころの距離ではない。

　入隊当初こそ、その優し気な態度に油断し、動くたびに揺れる豊かな胸に目を奪われていた新米騎士たちも今では教官が前に立つだけで姿勢を正すほどだ。

　訓練に臨のぞむ態度も真剣そのものである。

　さすがは、あえて帝国の背骨である騎士団に進むことを決めた若者たちである。冒険者は実力次第でいくらでも儲もうかるっていうけど要するに何の保証もないってことだし人手不足の騎士団なら楽してそこそこの給料もらえるんじゃね──などと、甘い考えで騎士団に入団したものなど一人もいないに違いない。

　決して、手を抜くと罰ゲームと称した拷問まがいの訓練（例・手足を縛しばられて水中に突き落とされる）があるせいではない。

　訓練が終わると教官と入れ違いに従士（騎士団内で補佐的な役割を担当するものたち）の老人が体力回復のポーションを持ってやって来た。だが新米騎士たちは取りに行かない。正しくは行けない。行く体力がない。

　老人もそれを理解しているのだろう、新米騎士たちにポーションを配って行く──

「手伝います」

「おお、ありがとうございます。ティルムさん」

　老いた従士は人当たりの良い微笑ほほえみを浮かべて頭を下げる。元はどこぞの名家にでも仕えていたのか非常に礼儀正しい態度だ。

　二十人少々の新米騎士の中で唯一、体力的な余裕を残していたティルムが従士の老人に声をかけてポーション配りを手伝う。

　薔ば薇ら離宮に配属され魔物捕獲ＰＴパーテイとして活動しているティルムだが、時間に余裕がある時はこうして同期の新米騎士と一緒に訓練を受けていた。

「わたしが従士になってもう六年ですが、ティルムさんのような新米騎士は初めてですね。見事な体力です」

「あはは。へっちゃらですよ。訓練なら迷宮と違って死ぬ危険もありませんし」

「ほっほっほっ、タフですなぁ」

　地面にぶっ倒れていた新米騎士たちはポーションを飲み、やっと動き出す。死にかけたゾンビのようにのろのろと体を起こし、ああ、と後悔のため息ばかりをついていた。

「うええ、ポーションは相変わらず不ま味ずいなあ」

「でも、これ飲まないと体力がもたないからなあ」

「午後からは座学と戦闘訓練ね……何が『合理的な訓練』よ。勧誘に騙だまされたわ」

「辞めたい。でも、辞めるなんて言い出したら何されるかわからない」

「最初がきついってことは最初さえ乗り切ればどうにかなるってことですよ。ごはん食べて頑張りましょう。今日のお昼は迷宮牛のステーキサンドだって聞きましたよ」

「マジで！　確かに、騎士団のめしは美う味まいんだよなあ」

「まあなー。先輩もとにかく教育隊を乗り切れば楽になるって言ってたし」

「んだなー。飯食って昼からも頑張るかー」

　と、ティルムが、同期の新米騎士たちを元気づけていると。

「こんにちは」

　一人の女性が姿を見せた。

　見るからに騎士団関係者ではない。物静かな微笑ほほえみを浮かべた美女だ。帽子を被かぶり、シンプルだが品の良い白の上下を身に纏まとっている。二十歳ぐらいだろうか、どこぞの貴婦人といった風情を漂わせている。

　新米騎士のおおよそ八割、要するに男はほぼ全員、彼女に見み惚とれ、慌てたように服装を正して姿を取り繕つくろう。

　ティルムは、どこかで、その貴婦人を見た覚えがあった。

　頭の中で、貴婦人にネコミミを装着させ確信を得た。

「ク、ククリカさん！　え、なんで、騎士団の詰め所にいるんですか！」

「こんにちはティルムさん」

　ティルムが近寄ると、貴婦人ことネコミミ抜きククリカは優雅に微笑んだ。

　ククリカがそっとティルムの肩を摑つかむ。見た目とは裏腹に凄すごい力だ。ティルムにだけ聞こえるように、小声で、囁ささやいた。

「同期の男の子を紹介してくれるって言ったにゃ？」

「もしかして、そのために騎士団まで来たんですか？」

「うふっ。今日のわたしは全力ですよ。ネコミミを外して猫をかぶっているぐらいですからね。あ、今のちょっと上う手まいと思いませんか」

「あ、あはは……でも、ＬＶレベルとか釣り合いませんけどそれは」

「今までの私は愚おろかでした。どこかにいる理想の男性を探すだけでは足りない。もっと攻めの姿勢が必要だと理解したんです」

「えーと、つまり？」

「ＬＶが釣り合わないなら将来有望そうな若者を捕まえてちょう……育成するんです。ついでに、わたし以外が目に入らないようにせんの……精神的な絆きずなを育はぐくもうかと」

「ところどころで怖いこと考えてませんか。やめてくださいよ、人脈と財力にものを言わせてお金の力で縛しばり付けるとか」

「その発想はありませんでした！」

「しまった余計なことを言っちゃった！」

「冗談ですよ。わたしは公正と公平を信条とする善良な商人さんですから」

　どこまでが冗談だったのか、猫かぶりククリカが可か憐れんな微笑みを浮かべる。

「とにかく、わたしは理想の恋人育成計画を並行して始めることにしました。騎士団の新人なんてうってつけですよね。とりあえずＬＶレベル四、最終的にＬＶ五が目標です」

「……上う手まく行くと、いいですね。ところで受付はどうやって通ったんですか」

「ティルムさんの友達だって言ったら通してくれましたよ」

「騎士団の防犯意識低くないですか！」

「ほらほら、そんなことは良いから、さっさと紹介してくださいよ」

「え、えー……」

　躊躇ためらうティルム。しかし、肝心の新米騎士たちの方からも、期待と希望に満ちた視線が注そそがれていた。見事に、ククリカの猫かぶりに騙だまされている。

「えっと、あの、こちらはわたしの……お友達のククリカさんです。えっと、騎士団が普段どんな活動をしているのか知りたいからと見学に来た、らしいです」

「よろしくお願いしますね」

　にこり、と、ククリカが笑った。新米騎士の男たちはそれだけで、照れたり張り切ったり鼻息を荒くしたりとまことに分かりやすい反応を示す。

　ティルムはすごく不安になった。

「えっと、これから、お昼なんですが」

「まあ、それならわたしも同席させてもらって構いませんか？　普段、どんな訓練をしているのか、お話を聞きたいです」

「え、えーと」

「喜んで！」

「どうぞうどうぞ、ささ、食堂はこっちです！」

「騎士団に入って良かった！」

　駄目だ──新米騎士（男）たちのちょろさにティルムは絶望した。

　無理もない、騎士とはいえ成人したばかりの少年たちだ。

　大人の女性に憧あこがれを抱く年頃だ。

　教官のエーリアルに一度は希望を抱き、それを打ち砕くだかれた反動だろうか。新米騎士たちはククリカを囲み、どうぞどうぞと食堂に案内を始める。

　移動の最中も、少しでも、言葉を交わしたいと思っているのだろう、必死だ。

「あ、あの、ええと、ご趣味は！」

「恥ずかしながらこれといった趣味はなくて……ただ、街を歩くのは好きですね。新しいお店を見ると、わくわくしてしまうんです」

「どんなお仕事をされてるんですか」

「冒険者の皆さんのお手伝いをさせてもらっています。皆さんは迷宮には？」

「そのうち潜もぐることになると思います！　騎士団ですから！」

「騎士……ええと、騎士団のこと、どう思いますか！」

「他人の役に立つとても立派なお仕事だと思います。目立たないかもしれませんが、皆さんのような騎士がいて、初めて、安全な道があるんですから」

「そうですよね！　ぼくも、そう思って騎士団に入ったんです！」

「まあ、素敵」

「こここここここ好みのタイプとかありますか！」

「あら、急にそんなことを聞かれると困ってしまいますわ」

　ククリカが、男の子の悪戯いたずらをたしなめるように、微笑ほほえむ。

「でもやっぱり。頑張るひと、ですかね。一生懸命、真面目に、頑張っているひとをみると応援したくなります」

　うわあ、と、心の中でティルムは呻うめいた。

　もしこの場にアルリアナがいたら、どんな反応をするだろうか。

　ククリカは完全に上品で淑しとやかな大人の女性になりきっている。まるで、かつて上品で淑やかな女性になるべく教育を受けたかのようにだ。

　もはや完全に、新米騎士（男）たちは篭ろう絡らくされたと言ってよいだろう──

「きゃっ」

　実に自然に、躓つまずいて見せた。












　その拍子にちらりと、ククリカの白い足が覗のぞく。

　それだけで顔を赤くする新米騎士（男）たち、実にちょろい！

　ティルムが内心で彼らをかわいそうに思うぐらいにちょろい！

「だ、大丈夫ですか！」

「お怪け我がは！」

「立てますか！」

　少年たちは口々に言うが、実際に手を出し、手を繫つなぐ勇気まではないようだ。

　彼らがまごまごしているうちに、従士の老人がククリカに手を差し出した。

「お怪我はございませんか、ティルミーユお嬢さま」

「ありがとうございま…………え、あれ、え、げっ、爺じいや！」

「お嬢さまに、爺や？」

　ククリカが、大きく、目を見開いた。

　ティルムは枯かれ葉は色いろの髪を揺らして首をかしげる。

　ククリカの顔色が青くなり、ひっくり返った昆虫のような動きで立ち上がる。そのまま背を向けると、文字通り逃げるように走り出した！

「ちょ、ちょっと用事を思い出したので今日は失礼します！」

「お待ちくださいお嬢さま！　今更、お家のことは言いません」

　老いた従士こと『爺や』は、ククリカの背中に向けて叫んだ。

「騎士団の帳ちよう簿ぼに興味はありませんか！」

「！」

　ぴたり、ククリカの動きが止まる。

　背中を向けたまま、時間を逆戻しするように後ろ走りで戻って来る。

「見てのとおり今の爺は騎士団の従士です。商会時代の経験を評価され帳簿整理のお手伝いもしています。しかし、とにかく騎士団は人手不足。信用が置ける臨時雇やといは大歓迎でございます。帳簿の隙すき間まに金貨の種が埋まっていることはよくご存じのはず」

「ふっ──」

　しゅぱーんと帽子を投げ捨て、いつものネコミミを頭に装着する。

　勢いよく振り向いたククリカの瞳には、金貨の輝きが宿っていた。

「その話、乗ったにゃ！」

「にゃ！」

　突然の変貌に驚く爺やと新米騎士たち、そして誰かが叫んだ。

「あ、あのネコミミ。間違いない、ＬＶレベル六の『歩く銀行』だ！」

「な、なんだって、あの『歩く銀行』が！」

「金貨を舐なめれば持ち主の住所氏名年齢健康状態まで一瞬で判断するあの！」

「金の力で冒険者を山ほど雇って人海戦術でドラゴンを狩ったというあの！」

「噂うわさに尾ひれがついてるどころか尾ひれが自律歩行しそうな勢いで増えてませんか！」

「知らなかったとはいえ恐ろしい、おれたちは、そんな人に、あんな態度を……」

　ククリカは商人特有の張り付いたような微笑ほほえみを浮かべ、金貨の輝きを瞳に宿し、無意味に堂々と胸を張って宣言する。

「さあ爺じいや。詳くわしい話を聞かせろにゃ。『取るものは絶対に取るが必要以上には絶対に取らない』公正と公平の商人ククリカ・テンセルが力になるにゃ！」

　とりあえず、新米騎士を対象にした理想の恋人育成計画はこの瞬間に頓とん挫ざした。




　そして、日も傾いた夕方のころ──

「ふー、今日はいい仕事したにゃあ。明日はきっといいことあるにゃー」

「あはは。お疲れさまです」

　ティルムとククリカはそれぞれ訓練と臨時雇やといの仕事を終え、帝都の大通りの一つ『露店通り』を歩いていた。

「ところであの、ティルミーユって」

「にゃははは！　ボーナスも出たしごはんを奢おごってあげるにゃー」

「ありがとうございます。でも、わたしもお給料もらってますから割り勘かんで」

「いつもお弁当を作って貰もらってるお礼にゃ」

「そういうことなら……でも、ボーナスまで出るって何をしたんですか？」

「大したことはしてないにゃーよ。ただ、帳ちよう簿ぼを整理して計算ミスなんかを修正して、省けそうな経費の無駄を指摘して、架空取引っぽいのを教えただけにゃ」

「へえ……え、架空取引って横領ですよね！　なんでそんなことまで」

「あくまで疑いにゃ。騎士団と取引してるならそれだけの規き模ぼか信頼があるってことにゃ？　なのに、にゃーがまったく名前を聞いたことのない商会との取引記録があったにゃ」

「だから、疑わしいと……ククリカさんにしか出来ないやり方ですね」

「ま、あとは騎士団の仕事にゃ。それよりどのお店にするかにゃー。いつもの『銀の杖つえ亭』も良いけど、たまには別の店に行ってみたいにゃ」

「わたしはそういうの詳くわしくないので、ククリカさんにお任せします」

「にゃはは。じゃあ──！」

「どうしました？」

　不意にククリカが足を止めた。恐ろしく真剣な顔をしている。

「いま、にゃーの恋愛センサーが、非常に高い恋愛波を察知したにゃ！」

「すみません。何ひとつ意味がわかりません」

「あれを見るにゃ」

「あれは……あ、セージさんだ。それと……え、受付のドールさん？」




　食事と酒を出す店を『居酒屋バル』と呼ぶ。大陸では最も一般的で大衆的な飲食店だ。冒険者の宿は、この居酒屋と宿屋が一緒になったものとも言えるだろう。

「悪い、な。休みの、日に」

「平気。暇ひまだったから」

　居酒屋『酔っ払いの山や羊ぎ亭』は大概の居酒屋がそうであるように賑にぎわっていた。食べ物と油と酒の匂いが店の中を漂い、仕事から解放された庶民が談笑している。

『露店通り』に面したこの店はやや高級な居酒屋といったところか。

　覆面に黒尽ずくめのセージと、長く黒い髪をした美少女、ドールは窓際の席に差し向かいで座っていた。ギルドの制服を脱いだドールは別にセージにそろえたわけでもないだろうがシンプルな黒いワンピースを着用している。

「好きなものを、頼んで、くれ。おれが、払いを、持つ」

「そう」

「『酔っ払いの山羊亭』は、チーズが、名物、だそうだ。様々な、チーズが、ある、と」

「なら、最初はエールとチーズの盛り合わせで良い」

　セージは頷うなずき、近くを通りがかったウェイトレスを捕まえて注文をした。

　そのウェイトレスは、さりげなく、窓の傍そばに小さな石が埋め込まれた円盤を置いた。




　セージとドールからやや離れた席に、ククリカとティルムもいた。

　ククリカの手元には、先ほど、ウェイトレスが窓の傍に置いたものと同じ円盤がある。

　円盤からは、離れたテーブルにいるはずのセージとドールの会話が聞こえてくる。

「あの、やっぱり、こういうのは良くないと思うんですが……」

「静かにするにゃ。あの二人、どっちも声が小さい上に抑揚がなくて聞こえ辛づらいにゃ。っていうか絶対に怪しいにゃ。二人きりで、普段は使わない店で会ってるとか」

「そういう決めつけはどうかと。そもそも、あの二人がそういう関係だったとしてわたしたちには関係…………ないけど、ぶち壊すつもりですか、もしかして」

「にゃはは。そんなことしねえにゃーよ。ただ、良い雰囲気になろうものなら、にゃーの習得した百八の宴会芸の一つ『奇声を発し汚汁を垂れ流して軽快にタップダンスするゾンビの真ま似ね』を披露するだけにゃ」

「何もかもをぶち壊す気じゃないですか！　でもその宴会芸はちょっとみたい！」

「静かにするにゃ。あの二人が何か話し始めたにゃ」

「あはは……とりあえず、わたしたちも注文しますね」

「じゃあこっちもチーズの盛り合わせ頼むにゃ」




　再びセージたちのテーブル。

「思ったより、多いな」

「多いね、チーズの、盛り合わせ。大皿に、山盛り」

「だが、美う味まいな」

「うん、美お味いしい」

　エールで乾杯するでもなく、勝手に飲みながら勝手にチーズをつまむ。

『酔っ払いの山や羊ぎ亭』名物であるチーズは、一口大に切られ、大皿に山盛りで出て来た。よくみる白いチーズの他に、赤みを帯びたレッドチーズ、ハーブを練り込んだグリーンチーズ、マスタードの粒を混ぜたイエローチーズ、カビとまだらになっているブルーチーズなど目にも鮮やかだ。フレーバー系のチーズの他にも作り方や熟成年月が違うチーズも多くある。薄くそぎ切りにされたハードチーズのミモレット。旨うまみが塩粒のように浮き出ているパルメザン。熟成中に一度塩水で洗ったウォッシュチーズ──




「チーズうめえにゃあ。このブルーチーズとかカビの部分ががぴりっと辛くて酒に合うにゃ。めっちゃ癖くせが強いけど」

「わたしはこのグリーンチーズですかね。マイルドで食べやすいです。パルメザンのしゃりしゃりしたのも美味しいです。けど、もうちょっと強いお酒の方が合いますかね」

「おお、このミモレットもうめえにゃ。なんか燻くん製せいっぽい不思議な味わいにゃ。見た目は完全に干からびたチーズなのに侮あなどれねえにゃあ」

「すみません。ちょっと強めのお酒をお願いします。あと、チーズのフライを」




「美味いな」

「美味しい」

　セージとドールの二人は淡々とチーズを口に運び。淡々とエールを口に含む。

「それで、私に相談って、なに？」

「最近、気が付いたのだが、おれは、空気が読めないらしい」

「……今更？」

「そして、どうやら、女心を致命的に理解していないらしい」

「…………今更？」

「いや女心を理解していない自覚はあった。いわゆるデリカシーがないらしい」

「………………今更？」

「このままでは、少しばかり、困るのではないかと危機感を覚えた」

「……………………今更？」

「だが、おれは、ドラゴンを、倒せるぞ」

「知ってる。そこはすごい。さすがＬＶレベル七。で、相談は？」

「おまえと同じ年頃の女だ。贈おくり物をする、としたら、何が、良いと思う」

「…………」

　ドールが、あだ名そのままに、人形のように停止した。

　端たん整せいだが冷たい顔だち、冬の朝のような瞳がセージを見詰めている。




「ククリカさんククリカさん。あの二人、何だか面白そうな話になってますよ」

「チーズのフライうめえええええにゃああああ！　さくっとろっ！　とろっ！　このとろけたチーズがたまんねえにゃ。これマジでいくらでも食べれる──にゃんと！」

「女の人に贈り物がどうとか相談してます」

「それは聞き逃せないにゃ！　って、ティルムにゃんも普通にノリノリじゃねえかにゃ」

「あはは……その、だって、気になるじゃないですか」

　ティルムがはにかんで、ぺろりと、悪戯いたずらっぽく舌を見せた。




　ドールは無表情に、だが、僅わずかに声を上ずらせて問うた。

「それは、遠回しに、私の、欲しいものを、聞いてる？」












「違う」

「そう」

　ドールがジョッキを持ち、ほとんど一気に飲み干す。

「じゃあ、誰」

「ティルムだ。おれのＰＴパーテイの仲間の」

「そう……そう…………ふぅん……」

「どうした、突然、機嫌を、悪くして。食べ過ぎ、たのか？」




「うえっ、わたしですか！」

「やっべえ、超面白くなって来たにゃ。面白すぎて酒が止まらねえにゃ」

「え、あの、わたし、困るんですけど。え、ど、どうしましょう」

「にゃはは。良いじゃねえか、一回キスしてる仲なんだしくっついちまえば──絶対にぶち壊してやるにゃ！　にゃーの目の前で幸せになるカップルは許さねえにゃ！」

「あれは事故ですから！」




「私、帰っても良い？」

「駄目だ。待て。何な故ぜだ。まだ、何も、相談、していない」

「一応、聞く。けど、我慢が限界になったら知らない」

「手短に話す。実は、普段、世話になっている礼に、贈おくり物をした、ティルムに」

「そう。大丈夫、まだ我慢できる、続けて」

「どうやら、おれは空気が、読めない、らしい。その選択が、おかしかった、ようだ」

「何を贈ったの」

「干した魔物の内臓だ」

「急に私の心が広くなった。詳くわしく話して」

「正確にはドドルメガギスの肝だ。煎じて、飲むと、内臓に良い。特に胃腸に」

　セージは言う。

「装備品、を、贈ったところで、本人のやり方に合わなければ、無意味、だ。それなら、消耗品が、良かろうと、思って、贈った、のだが、な。おれは、一体、何を、贈れば良いの、だろうか」

「そう……ちょっと、待って、考える」




「おー、ドールが葛藤してるにゃあ。セージにゃんがこのまま干した内臓を贈る変なひとでいた方が、多分、ドール的には、オッケーなんだろうにゃあ」

「というかセージさん、まだ、内臓のことを気にしてたんですね」

「セージにゃんもナイーブなところがあるにゃあ。根が真面目なのも良よし悪あしにゃ」

「あはは。でも、わたしは良かったと思います。今まで他人とかかわってこなかったセージさんが、自分から、誰かに贈おくり物をしようと悩んでお友達に相談してるんですもん。その成長が何より嬉うれしいです……なんて、ちょっと偉そうですかね」

「ティルムにゃんは良い子だにゃあ。ドールはどうするのかにゃあ」




「消耗品を贈るのは、正解。身に着けるものは、センスとか、合わないと困るもんね」

「そうか」

「ただ、女の子に、贈るなら、かわいい、が足りない」

「干した魔物の内臓に、リボンを巻けば、良かった、のか？」

「違う。干した魔物の内臓から離れて。そこにこだわらないで」

「──！　その発想は、なかっ、た、な」

「お菓子とか、お香とか、ハンカチとか、そういう、『かわいい』」

「なるほど。ありがとう。参考に、なった。相談した、甲か斐いがあった、ぞ」

　セージが、ことり、と小さな包みを、テーブルに置いた。

「一応、内臓と、そうでないもので、二つ、用意していた。あった、甲斐が、な」

「なに？」

「礼、だ。おまえに、も、世話になって、いる。おれは、こういうことを、ないがしろに、し過ぎて、いたようだ、からな。用意していた」

　細いリボンで結ばれた、手のひらに載るほどの小さな、だが可愛かわいらしい包みだ。

　ドールはしゅるりとリボンをほどく。

　頭に花の咲いた羊、バロメッツを模した可愛らしい小瓶が包みの中から出て来る。

「バロメッツの花で、作った、香油、だ。白い花びら、安眠の、効果がある。眠る前に、香炉で、少し、焚たくと良い。体に塗っても、良い、らしいぞ」

「……」

　そっ、と、ドールはその小瓶を両手で包み込むように握にぎる。

　長い黒髪、氷の顔立ち、冬の朝のような瞳がセージを見た。

　雪に閉じ込められていた花が、春と共に咲くように──笑った。

「ありがとう。とても、嬉しい、きっと、今までで一番、かな」




「ゾンビ踊りにゃ！　ゾンビ踊りをするにゃああああ！」

「駄目ですククリカさん！　あの雰囲気に割って入るのは人間として駄目ですから！　我慢してください！　ククリカさん我慢です人間としてちゃんとしましょう！」

　そのころ、ティルムはククリカを後ろから羽は交がい絞じめにして全力で押おし留とどめていた。





第三章「白馬は清せい純じゆんな乙女がお好き」










『薔ば薇ら離宮』は皇族が私的な時間を過ごすために用意された離宮である。時には皇族の密会の場としても用いられる。この場合の密会とは、表立って会うべきではない、表立って会うには少々身分的な隔たりが大きすぎる相手などとの面会をいう。

　たとえば、冒険者など──

「『計画』が順調なようで何よりですわ、騎士ティルム・ディード。ローゼンガルド一族の名において、わたくしはその忠義を忘れることはありませんわ！」

「ありがとうございます皇女殿下！　もう何度も言ってますけど、挨あい拶さつ即土下座されると困るんです！　本当に困るんですお願いですからやめてください！」

　名前の由来にもなった薔薇庭園にて、枯かれ葉は色いろの髪の毛の新米騎士ティルム・ディードは、大陸を統すべるローゼンガルド帝国の若き皇女にして金色の華にもたとえられるミコッティア・ローゼンガルドに土下座されていた。

　白く艶つややかなドレスが土で汚れることを厭いとわぬ見事な土下座だ。

「ふっ、ただの挨拶代わりですわ！」

「意味がわからない！」

　ティルムは軽く涙目である。

　新米騎士──騎士と貴族が等号で結ばれていた時代ならばともかく、現在の帝国では単なる下っ端役人だ。常識的な感性をもっていれば皇女の土下座とかただの脅きよう迫はくである。

　本当にただの挨拶代わりであったのだろう、皇女ミコッティアはあっさりと頭を上げた。これが何か要求あっての土下座ならばたとえ全身の穴という穴から皇女汁を垂れ流すことになっても土下座を続けるのがミコッティア・ローゼンガルドである。

　背後に控えていた黒髪のメイドがミコッティアについた土汚れをハンカチで丁てい寧ねいに拭ぬぐう。黒髪のメイドは顔立ちこそ端たん整せいだが表情に乏しく、ティルムは誰かを思い出す。

　ティルムはミコッティアに促うながされ離宮の薔薇庭園に用意されたテーブルについた。程なく、紅茶が運ばれて来る。美しく澄んだ金色に近い赤色。心を解ときほぐす芳ほう醇じゆんな香り、口に運ぶと思わず感嘆のため息がこぼれる。

「騎士ティルム・ディード、あなたを呼び出したのは他でもありません」

「は、はい！」

　ティルムが背筋を正す。

「大陸に十三人しかいないＬＶレベル七──『首狩り屋』セージ・トーラストを巡り、あなたと冒険者ギルドの名物受付通称『ドール』が恋の火花を散らしていると」

「すみません皇女さま！　わたしが初耳なんですけど！」

「あらそうですの。久しぶりにわくわくする噂うわさを聞きましたのに」

　露骨にがっかりしたような態度で嘆たん息そくし、ミコッティアは金色の髪をかきあげた。

　はらり、と、流れる金色の髪。陽光を浴びて輝いている。

　皇女ミコッティアはちら、と、背後のメイドに視線を向けた。

　黒髪のメイドが深々と頭を下げる。

「申し訳ありませんお嬢さま。どうやら、まだ、そこまでは進んでいないようです」

「まだもなにも、そこまで進むことは永遠にないかなーって」

「姉としては、その方が喜ばしいかもしれません」

「姉……………………あああああもしかして、受付の、ドールさんのお姉さん!?」

「はい、妹はギルドで受付をしています。昔から愛想のない妹でして、何か失礼をしていなければよろしいのですが」

「いえいえ、そんな、こちらこそいつもお世話になってます」

　ぺこりとティルムは頭を下げた。

　ついでに言うなら、愛想のなさは姉妹でお互いさまではないだろうかとも思った。

「あれ、もしかして本気でこの話で呼ばれたんですか？」

　だとしたらとにかく迷惑な話である。

　ミコッティアがくすりと、皇女らしく上品に微笑ほほえむ。

「あら、恋の噂ほど女性にとって惹ひかれるものが他にありまして？」

「……それは否定しませんけど」

「それに、わたくしは『計画』の責任者ですわ。たまには実働部隊のリーダーであるあなたと直接会い、話を聞き、労ねぎらうことも必要でしょう」

「お心遣い感謝します」

「騎士ティルムからすれば、労うよりも呼び出さないでくれと思うところでしょうが」

「いいえ、皇女さまとお話しできるのは嬉うれしいです……土下座さえやめてくれたら」

「わたくしに死ねと？」

「土下座に命をかけるのやめてもらえませんか！」

「ふふっ、感謝しているのは本当です。『計画』も多少の問題はありますが順調ですわ」

「多少の問題、ですか？　なにか、改善することがあるのでしたら」

「『魔物捕獲ＰＴパーテイ』のことではありませんわ。捕獲された魔物を実際に運用する『計画』の迷宮管理部門が少し揉もめていますのよ。狩るべき相手でしかなかった魔物のことを知るうちに心境が……つまらない話ですわね」

　それ以上は語ることではない。あるいは、単純に口が滑すべったのだろう皇女は金色の髪を揺らすように軽く首を振った。

「報告書は受け取っています。騎士ティルム、わたくしへの陳ちん情じようあるいは『計画』についての要望や意見あるならばこの機会にお話しなさいませ」

「話、ですか、いえ、特に……ああ、でもひとつ気になったことがあります」

　そよ風が、枯かれ葉は色いろの髪を揺らす。

「たとえば、迷宮野菜のような危険の少ない魔物を地上で育てるのはどうでしょうか。人工迷宮のような大掛かりなものがなくとも一定の効果はあるのではないかと」

「残念ですが、それは不可能ですわ」

　金色の華にたとえられる美び姫きミコッティアが優雅に紅茶を口に含んだ。

「かつて──三百年以上も前に、同じことを考え、実行し、失敗した例があります。当時はまだ蘇そ生せい術が開発されていませんでした。冒険者の死亡率は高く、数も少なかった。それを補うために魔物の地上飼育計画が実行された」

「でも失敗した」

「理由はわかりません。ですが、迷宮を離れた魔物は魔物としての特性を著いちじるしく損なう。繁はん殖しよく力もただの獣、ただの野菜と変わらない、むしろそれ以下になってしまう。結論として迷宮の外で魔物を飼育する旨うま味みはまったくなかった」

「……不思議、ですね」

「迷宮が存在する理由、魔物がそこにいる理由、わたくしたちは何も知らないまま四百年が過ぎたということです。帝国も地上飼育計画の失敗以後は冒険者の数を増やす政策に注力し、それっきりですわ」

「ありがとうございます」

「こちらこそ。今回は残念な結果に終わりましたが、これからも陳情、意見、要望はどんどん出してくださいませ。現場の声は何より貴重なものですわ──ところで、本当に、あなたとセージ・トーラストは何もありませんの？」

「話がそこに戻るんですか！」

　この後、ティルムは皇女にかなーりしつこく問い詰められた。

　ティルムにとっては疲れる時間だったが、皇女ミコッティアは──まるで、皇女ではない、ただの少女のように、楽しげだった。




　翌朝、冒険者の宿『銀の杖つえ亭』にて。

「今日は、地下七階で『一角馬ユニコーン』を捕獲します」

　簡素な朝食、シチューと硬くなったパンの並ぶテーブルでティルムは言った。

　装備は騎士団で支給された剣、盾たて、そして鎧よろいだ。平凡かつ地味なティルムだが、首には派手な赤いスカーフを巻いている。これは騎士団に属している証あかしだ。

　同じテーブルには魔物捕獲ＰＴパーテイの仲間がいる。

「ユニコーンねぇ。聞いたことはあるわぁ」

　純白の神官衣をまとった銀髪の少女神官アルリアナ・デイジーコートがパンを小さくちぎってシチューに浸し口に運んでいる。いつも通り、膨ふくらみのない薄い胸に天てん秤びんを模した秩ちつ序じよ神の聖せい印いんをぶら下げていた。

　その隣で、ネコミミ冒険商人ククリカ・テンセルが腕組みして小首を傾かしげる。

「捕獲に使えそうなアイテムはカートにあったかにゃあ」

　首には玉の入っていない鈴の飾りをつけ、要所を革で補強した服を着ている。

　最後の一人は影を人の形にしたような黒い男、『首狩り屋』セージ・トーラストだ。

　いつもどおり、黒い覆面に黒いつなぎの黒尽ずくめだ。

「……」

　黙々と、硬いパンをシチューに浸してはかじっている。

　ティルムは我知らずのうちにセージを見詰めていた。

　セージが視線に気付く。黒い覆面の奥から黒い瞳がティルムを見る。

「どう、した？　食べない、のか？」

「え……あ、いえ、なんでもないです！」

　慌てたように手を振り、硬いパンに手を伸ばす。うっかり手が滑すべり、そのままシチューの中にどぼんと落とした。恥ずかしいのか頰ほおが僅わずかに赤い。

「あちゃあ」

　手をべたべたにしながら、ティルムはパンを食べた。




　受付で探たん索さく許可証を受け取り、地下一階からの直通通路で地下四階に降り、地下四階から地下七階まで階段を降りる。

　地下五階を思わせる一面の草原が広がっていた。

　緩ゆるやかに隆起した丘や低木の茂みがそこらに見える。遠くにあるのは森だろうか。

「地下七階『白馬後宮』」

　セージが言った、淡々と、だが流りゆう暢ちように。

「幅広い魔物が生息する草原のフロアだ。地下六階と同じく迷宮野菜の群生地があり、群れを成さず『はぐれ』と呼ばれる野菜人も出現する」

「ユニコーンの話はわたしも聞いたことがあります。賢く美しい白馬で清らかな乙女にだけは心を開く──でしたっけ」

「おとぎ話ねぇ。心のきれいな女の子がぁ、森で迷うとぉ、半分ぐらいはユニコーンの登場よぅ。ワンパターン過ぎてあくびが出るわぁ」

「お話を盛り上げるお約束は大事にゃーよ……ま、美しいのはイメージだけにゃーけど」

　ネコミミをつけたアルリアナが大おお仰ぎような仕草で肩をすくめた。

　セージが話を続ける。

「ユニコーンは確かに美しい白馬だ。そして、ずる賢い魔物だ。力が強く足が速く、優秀な精霊使いでもある。精霊魔法の技量はＬＶレベル四あるいはＬＶ五に相当するだろう。額の角は大気中の魔力を蓄積する能力を持っており魔力切れを防ぐ。また、魔力に対して非常に敏感で魔法を避よけることすらある」

「わりと強い魔物にゃーね。ＬＶ三のＰＴパーテイでも無策だと返り討ちにされるにゃ。連携がしっかりしていて、経験をそれなりに積んでいて、装備がちゃんとしてないときついにゃ」

「またユニコーンは魔物にしては珍しくその生態が有名だ。たとえば雄しかいない種族であること。同じく地下七階に生息する迷宮馬と交尾し繁はん殖しよくする。その際、生まれた子が雌であれば迷宮馬に、雄であればユニコーンになる。そのため迷宮馬は雌しかいない。ユニコーンは旺盛な繁殖欲を満たすためか、多くの雌め馬うまを集めて群れを作る」

「えっと……それは、つまり」

「いわゆる、ハーレムだ、な…………ぐっ、ああ」

　突然、セージの体が崩くずれ落ちた。全身がぷるぷると震えている。

　ティルムが慌てて駆け寄り、その背中をさする。

「だ、大丈夫ですかセージさん！」

「い、忌まわしい、単語を、口に、した、せい、か、震えが、止まら、ん」

「セージさんもしかして『ハーレム』がトラウマになってるんですか！」

「やめ、ろ、その言葉、を、口に、する、な」

「やだぁ、おもしろぉい」

「にゃはは。世の男が憧あこがれる言葉がトラウマとは贅ぜい沢たくにゃー」

「だま、れ。おまえら、に、会って、おれ、は、ますます、女が、苦手に、なった、ぞ」

「わかりました、わかりました話を変えましょう！」

　とにかくセージの体を撫なで、引っ張り上げるようにして立たせる。セージはまだ微妙に震えているが、とりあえず、膝ひざをつくほどではないようだ。

「ところで、わたし、魔法には詳くわしくないんですが。精霊魔法ってどういう魔法なんでしょうか。なんとなく精霊の力を使う魔法だなってのはわかるんですけど」

「あー、うちのＰＴには魔法使いも精霊使いもいないからにゃあ」

「私も細かいことは知らないわねぇ」

「そうにゃーね。いわゆる魔法系技能は三種類あるにゃ。攻撃と妨害に長たけた『魔法使い』の古代語魔法。回復と補助に優れた『神官』の神しん聖せい魔法。その中間でバランスの良いのが『精霊使い』が使う精霊魔法にゃ」

「ククリカさんの使ってる魔銃は魔法使い技能じゃないんですか？」

「似て非なるものにゃ。魔法系技能は何かの力を借りて、自分の魔力を媒ばい介かいにして発動する技能にゃ。『魔銃使い』の技能は銃弾に込められた魔力を使って発動するにゃ」

「色々あるんですねえ」

「色々あるにゃ。魔法系技能で一ひと括くくりにしたにゃーけど、古代語魔法、神しん聖せい魔法、精霊魔法でまた違った理屈があるからにゃあ」

「……」

「魔法のお話はその辺でいいわよぅ。で、どうやってユニコーンを捕まえるのぉ」

「おとぎ話の通りなら清せい純じゆんな乙女を連れて行くだけで簡単に捕まえられそうですが」

　ティルムが周囲を見回す。草原と丘、茂みに木々。ユニコーンどころか、迷宮馬も冒険者の姿もない。

「清純な乙女ねぇ。果たしてぇ、この世界にそんなものが存在するのかしらぁ」

「にゃはは。おまえの目の前にいるにゃー」

「私にはぁ、愚おろかなお人ひと好よしと滑こつ稽けいで惨みじめな独身しか見えないわぁ」

「あ、あはは……」

「まずは、一番簡単で手っ取り早い方法から試してみるにゃーよ」

　言って、ククリカはごそごそと自分のカートをあさり投げ縄を取り出した。

「こいつを首に引っ掛けて、おとなしくなるまで綱引き力比べにゃ！」

「すっごい力技だ！」

　でも、確かに簡単で手っ取り早いのでやってみることにした。




　ユニコーンの姿を探して地下七階の草原を進む。大小の丘が多いためほとんど常に登っているか下っているかだ。丘の上からならば見晴らしは良いが影による死角も多い。

　上下移動が多く、少々、汗ばむほどだ。

　歩きながら、ククリカが地下七階についてセージとは別の視点で説明をする。

「地下六階ほどじゃにゃーけど、地下七階も迷宮野菜の名産地にゃ」

「そうみたいですね。あっちこっちに野菜畑がありますし」

　丘と丘の間、丘の中腹、頂上近く、普通に歩いているだけで迷宮野菜が群生する天然の野菜畑を見つけることが出来た。野菜畑で狩りをしている冒険者も見かけた。

「でも、ちょっと、地下六階よりは、こぢんまりしてますね」

「一つの群生地につき二ＰＴパーテイぐらいが限界にゃーね。辺り一面、迷宮野菜の群生地が延々と広がっている地下六階と比べれば格段に効率は落ちるにゃ」

「その代わり、野菜人と戦争しなくてもすむってことでしょう」

「だから、野菜畑は保険に近いにゃーよ」

「保険ですか？」

「冒険者が地下七階で狙う獲物は、なんといっても迷宮馬にゃ。こいつを取り逃がしたり見つからなかったら野菜を狩って帰るにゃーね」

「ユニコーン狙いじゃないんですね」

「ユニコーンの素材も貴重ではあるにゃ。特に角は魔力を蓄積する珍しい性質を持っているから使い道が多いにゃ。革や肉も有用にゃー」

「でも第二層を拠点にしているＰＴパーテイにはちょっと強すぎる、かしらぁ」

「理由は色々あるけどそれが一番にゃーね。だから一緒にいる迷宮馬の方を狙うにゃ」

「あ……それだ！　迷宮馬は狩るんじゃなくて捕まえる魔物なんですね！」

「だから魔物にしては珍しく生態が有名にゃ。迷宮馬は迷宮に生息してるって以外はほとんど普通の馬と変わらないこともわかってるにゃ。捕まえた迷宮馬はギルド経由で地上の牧場に送られて、そこで買い手がつくまで飼育されるにゃー。地上で見かける馬は、ほとんど全部が迷宮馬にゃーよ」

「馬の一大産地なんですねぇ」

　さらに歩くこと、しばし、セージがぴたりと足を止めた。

「いたぞ、ユニコーンだ」

　セージが指をさす。迷宮キャベツの畑にユニコーンがいた。見とれるほどに端正な白馬だ。その傍そばにはユニコーンのハーレム、多くの迷宮馬がいる。

「ヒヒーン！」

　がしゅ、と、蹄ひづめで、迷宮キャベツを踏み殺している。

「……迷宮キャベツと、戦って、る？」

「迷宮キャベツ──正式には『足切りキャベツ』と呼ぶ」

　セージが語る。

「土の下に蜘く蛛ものような足と蠍さそりのようなハサミを隠し持っている。どちらも根が発達したものだ。低い場所から足を狙った素早い攻撃を繰り返して来る。対処法は、ひっくり返し、キャベツの底についている根、の、目、を狙うことだ」

「上からぶった切っちゃうと、肝心のキャベツ部分が傷んで値段が下がるにゃー。迷宮野菜はどれも強くないけど一工夫必要な魔物にゃーね」

「値段なんて気にしないユニコーンは遠慮なく、踏み殺してるってわけねぇ」

　ユニコーンは迷宮キャベツを踏み殺すと、食べずにまた次の迷宮キャベツと戦い始めた。倒された迷宮キャベツはハーレムの一員、迷宮馬が食べている。

「まず、お嫁さんにごはんを食べさせてあげるんですね……紳士じゃないですか」

「馬だけどにゃ」

「こういうところを見ちゃうと、捕まえ辛づらいですねぇ」

「気にすることねーにゃ。迷宮馬はわりとあっさりハーレムを出たり入ったりしてるらしいからにゃあ。ユニコーン同士が決闘して勝った方が負けた方のハーレムを丸ごといただくようなことも普通にあるにゃ」

「うわあ、コメントに困るなあ」

「……」

「どうでもいいけどぉ、ハーレムって単語を聞いたそこのＬＶレベル七が、必死で耳を塞いで聞こえないようにしてるわよぅ。無様でおもしろぉい」

「か、悲しい！」

「んじゃ、ティルムにゃんよろしく頼むにゃ」

　がし、と、ククリカがティルムに無む理り矢や理り投げ縄を握にぎらせた。

　アルリアナがすかさず、ティルムに攻撃を防ぐ『加護』の神しん聖せい魔法をかけた。

「頑張りなさいよぅ」

「え、わたしが行くんですか？」

「セージにゃんにやらせるにゃ？」

「……」

　そのセージは必死に耳を塞いで何かに耐えていた。具体的にはハーレムという単語が呼び起こすトラウマに耐えている。

　ティルムは不覚にもその姿にほろりとしてしまう。

「わかりました、セージさんも頑張ってるんですし、わたしが行きます！」

「ちょろいわぁ、このお人ひと好よしぃ」

「行けティルムにゃん！　ユニコーンの首に縄をひっかけて捕まえるにゃ！」

「はい！　てりゃあああああああああああああああああ！」

　投げ縄をぶんぶん振り回しながら、ティルムがユニコーンに向かって突撃した。

　距離を詰める。キャベツ畑に踏み込む。一直線にユニコーンを目指す。

　びゅん、と、投げ縄をユニコーンの首に目がけて投げる！

　成功！

「てりゃあああああああああああああああああああ！」

　ティルムが叫びながら縄を引く。だが相手はびくともしない。ユニコーンが一声鳴くと──ぱさり、次の瞬間、ティルムのスカートが地面に落ちて丸出しになる。

「えええええええええええ！」

「ヒヒッヒーン！」

　反射的に両手を離して隠す。ユニコーンが、端たん整せいな姿に似合わない下品な、おっさんめいた表情を浮かべて笑う。使われたのは精霊魔法『風の刃やいば』だ。殺傷力は低いが、それでも服を切り裂く程度なら容易たやすい。

　いつの間にか、ロープも外されている。

「ちょ、え、な、なにしてるんですかこの馬さん！」

「ヒッヒン！　ヒッヒン！」

　白馬はスケベ親父おやじみたいな顔でぐいとティルムの、スカートの下にあった布を引っ張る──突如、ユニコーンは何かに気づいたように鋭く鳴いた。

「ヒヒン！」

「大地に住まう土の精霊よ、汝なんじの友たる我が声を聴きけ──『土の足あし枷かせ』！」

　ユニコーンと迷宮馬が一斉に踵きびすを返して走り去る。

　しかし、不運な一匹の迷宮馬は四本の足を土の枷かせで固められてしまった。

　がさり、と近くにあった低木の茂みから別の冒険者が姿を見せる。四人組で、女ばかりだ。彼女たちは足を固められた迷宮馬の首に縄をひっかけ捕まえようとしていた。

　ティルムは肉体的というか精神的な疲労でへたり込んだ。

「び、びっくりしたあ」

「災難ねぇ」

「やっぱりこうなっにゃあ。大丈夫かにゃティルムにゃん？」

　アルリアナとククリカがティルムの傍そばにやってくる。へたり込んだティルムは軽い涙目で、上目遣いに二人を見上げた。

「何なんですかあれ！」

「迷宮のスケベ馬ことユニコーンにゃ」

「自分がされたことを考えると納得せざるを得ないあだ名だ！　え、ユニコーンってあんなのなんですか！　ユニコーンのイメージが完全に崩くずれちゃったんですけど！」

「見た目が良いからお話の中では美化されてる典型例にゃーね。清せい純じゆんな乙女が好きってのも要するにそういうことにゃ」

「ううー、何だか騙だまされた気分です」

　ティルムはピンでスカートの応急処置をして腰に巻き付け立ち上がる。

　そこに、迷宮馬を捕獲したばかりの四人組がこちらにやって来た。

「誰だか知らないけど、囮おとりになってくれてありがとう」

　四人のうちの一人、眼鏡をかけた女が皮肉を言った。十八歳ぐらいだろう瘦せた体つきと相まってひどく神経質な印象だ。話しながらもしきりに眼鏡に触れている。瘦せた貧相な胸には目をモチーフにした知識神の聖せい印いんをぶら下げていた。

　その後ろには彼女の仲間らしき同じ年頃の女性が三人。装備から推測するに女戦士（剣と鎧よろい）と女盗賊（軽装で短剣）、女精霊使い（弓、顔に独特のペイント）だ。

　三人の女たちはティルムたちよりむしろ神経質な知識神の神官に対して苦笑いを浮かべている。うちの仲間がごめんなさいね、という雰囲気だ。

「見たことないけど新人？　地下七階のマナーってご存ぞん知じ？　あの群れはうちのＰＴパーテイが何日も前から狙ってたの、あーたたちのせいで取り逃すところだったんだけど？」

「あ、えっと、すみません。そちらが狙っているとは知らずに」

　いかにも神経質で嫌いや味みな物言いだ。

　嫌味を遮さえぎるように、アルリアナが、わざとらしいほどに大きな声で言った。

「あっらぁ、誰かと思えばぁ、神学校で三年連続主席だったぁ、ヴェルディアー先輩じゃなぁい。その様子だとぉ、お元気そうでぇ、なによりだわぁ」

「そ、その、声は、アルリアナ・デイジーコート！　な、なんであーたが冒険者を！」

「知り合いにゃ？」

「とっても尊敬するぅ、だぁいすきなぁ、私の先輩よぅ」

　にやにやと、アルリアナはとても楽しそうに笑っていた。

「先輩はぁ、とってもお勉強が得意なのぉ。私が飛び級して同級生になるまでは毎年主席でぇ。私が同級生になってからは毎年次席でぇ。ついに次席のまま卒業したのよぅ」

「あああああああああああああああああああああああああ！」

「う、うわああ、落ち着いてください、ほら、深呼吸ですよ！　深呼吸！」

　どんなトラウマを刺激されたのか、神経質な知識神の神官ヴェルディアーは頭を前後にぶんぶん振りながら絶叫する。これには仲間たちもドン引きだ。

「そういえばぁ、先輩ってぇ、神学校卒業後はぁ、神殿に進む予定だったんですよねぇ。どうしてぇ、冒険者をしてるんですぅ？　噂うわさではぁ、試験になるとぉ、急に泣き出すようになっちゃってぇ、一問も答えられずぅ、不合格になったってぇ、聞いたんですけどぉ」

「あああああああ、あんたさえ、あんたさえ入学してこなければぁああああああ！」

「アルリアナさん！　無む闇やみに人の心を抉えぐっちゃダメです！　っていうか、話を聞いてたらすごくかわいそうじゃないですか！　何したんですか！」

「返してよぉおおおおお、あたしの人生返してよぉおおおおおおおおお！」

「……哀れ、だ」

　セージすら同情した。




　それから、ティルムは持ち前の我慢強さと魔物捕獲ＰＴパーテイで活動するようになって身につけた精神的に不安定な人間を落ち着かせる技術でヴェルディアーをなだめた。

「落ち着きましたか？」

「うん、ごめんなさいね。迷惑かけて」

「いいんですよ。誰にだって、思い出すだけで辛つらいことはありますから」

「あーた、良い子ね。なんであんな邪悪とＰＴ組んでるのかわからないぐらい」

「あ、あはは」

「そう、だな。全く、だ」

「この邪悪幼女がどうして秩ちつ序じよ神の声を聴きけたのか不思議で仕方がないにゃ」

「ひどぉい、私たちぃ、仲間でしょうぅ」

「ややこしくなるから、おまえちょっと黙れってろにゃ」

　ここで、ふ、と、ヴェルディアーが何かに気付いたように目を見開いた。

「ネコミミに、猫口調、猫の絵の、カート…………『歩く銀行』の、ククリカ・テンセル…………さん？　あれ？　あたし、もしかして、ＬＶレベル六のいるＰＴパーテイに喧けん嘩かを売った？」

　彼女の仲間たちも、ぎょっとしたような顔をしてククリカのネコミミを見る。

「にゃはは。そのククリカ・テンセルさんにゃ。どうもそっちのＰＴの邪魔をしたみたいで申し訳ないにゃーね。ここはにゃーの顔に免じて許してくれにゃ。うちの邪悪幼女は別に許さなくていいにゃ」

「は、はい！　こちらこそ失礼しました！」

　ヴェルディアーは顔を青くし、直立不動の姿勢から深々と頭を下げた。

「っしたー！」

「したー！」

「たー！」

　後ろの仲間も続けて頭を下げた。こっちも顔が青い。

「いえ、あの、こっちが悪かったわけですし、ね、ククリカさん！」

「そうにゃーね。ここは、貸しがひとつということにしてくれにゃ」

「は、はい、ありがとうございます！」

「……というか、なんでククリカさん、こんなに恐縮されてるんですか」

「ティルムにゃん……忘れてるっぽいけどにゃーはＬＶ六にゃ。騎士団長とか法王とかギルドマスターとかにもなれるし、皇族にタメ口聞いてもギリ許される感じにゃーよ」

「……すみません、忘れてました。だってククリカさんですし」

「それどういう意味にゃ！　とにかく、今回はこっちが悪かったにゃ。そんな怯おびえられるとにゃーも困るから普通にしてくれにゃ」

「は、はい」

　ヴェルディアーが何度か深呼吸した。

「それで、あなたたち……こほん……あーたたちは、どうして地下七階に？　ＬＶ六のいるＰＴなら、もっと深い階層で稼げると思うのだけれど」

「実はわたしたち、帝国の依頼で『学術研究のための魔物捕獲』をしていまして。今回は、ユニコーンを捕獲しに来たんです」

「捕獲？　迷宮馬じゃなくてユニコーンを？　それはまた大変な依頼ね」

「やっぱり大変ですか」

「あのスケベ馬はただのスケベ馬じゃない。賢くて強いスケベ馬なの。『女好き』なんてわかりやすい弱点があってなお地下七階の王者よ。一度使った作戦や罠わなは二度と通じないと思った方が良いわね。力も強いし、逃げ足も速い。おまけにあの角は魔力に敏感でこっちが使う魔法を先読みして対処してくる」

「でもスケベ馬なんですね」

「そこはスケベ馬だからね。罠わなだとわかってても近寄ってくる。あたしたちはその隙すきをついて群れの迷宮馬を捕まえる。スケベ馬本体はどうしようもないけど」

　苦い記憶を思い起こしたように、ヴェルディアーが顔をしかめた。

「もしユニコーンと戦闘になったら気をつけなさい」

「はい」

「全力でセクハラされるから」

「はい？」

「全力でセクハラされるから。精霊魔法を駆使してセクハラしてくるから。殺されることはないというか、攻撃らしい攻撃をされることもないと思うけどセクハラされるから」

「……えっと、因ちなみに、どういうことが？」

「…………ＰＴパーテイ全員、冒険商人を捕まえて替えのパンツを買う破目になった。と、言えば、伝わるかしら」

　なんて恐ろしい魔物だ、と、ティルムは思った。

「ありがとうございました。参考にします」

「どういたしまして。こっちも、怒鳴り散らしちゃってごめんなさいね。あたし、どうも、頭に血が昇りやすいところがあって……学生時代もそこの邪悪に散々遊ばれたわ」

「楽しませてもらったわぁ。私にぃ、ボロボロにされてもぉ、しつこく挑いどんでくるのはぁ、先輩ぐらいだったものぉ」

　くすくすとアルリアナが笑う。ヴェルディアーは苦にが々にがし気に口をひん曲げる。

「ここから西に進んだ丘と丘の間に小さな泉がある。そこ、ユニコーンの群れが水を飲みに来る。行ってみたら」

「あ、ありがとうございます！」

「あの憎たらしい後輩の面倒を見てもらってるお礼ってことにしといて。最近、馬の取り合いで揉もめてる冒険者が多いから気をつけてね」

「にゃー、どこもかしこも冒険者が増えすぎてるからにゃあ」

「あたし……いえ、わたしは違うと思いますけどね」

「そうなのぉ」

「本当に冒険者が多すぎるのか気になってギルドの記録を調べたことがあるんです。確かに冒険者はずっと増えてます。けれどここ何十年かは誤差程度にしか増えていない。はっきり言えばもう何十年も前から冒険者の数は頭打ちになっている」

「……」

「でも、収入が減って厳しいって声はどんどん増えてる。逆なんだと思います。冒険者が増えてるんじゃなくて魔物が減っている。それも加速度的に減少している。十年ぐらい前にどこかの迷宮が枯れたって話があったじゃないですか。ひょっとしたらあれが始まりで、ひょっとしたらこの大迷宮も枯れている最中なのかも──」

　魔物のことになるとベラベラ喋しやべり出すセージと似たタイプなのかもしれない。ヴェルディアーは、はっ、と気付いたように口を閉じた。

「ごめんなさい。関係ない話を長々としちゃって」

「いえ、興味深い話でした。よければまた、聞かせてください」

「ありがとう」

　そう言って微笑ほほえんだヴェルディアーは、思いのほかに可愛かわいらしい顔をしていた。




　別れの挨あい拶さつを交わし、ティルムたちが立ち去り、見えなくなって──

「ああああああ緊張した！　ね、ねえ、あたし、失礼な事してないよね。最初に怒鳴り散らしちゃったけど、トータルで見たらセーフだよね！」

「きっと大丈夫だよー。『歩く銀行』のひとも怒ってないよー。ヴェルちゃん頑張ったー、神経質で怒りっぽくて気が小さいのに頑張ったー」

「あっはっはっ、うちらみんな馬鹿だからね。交渉事はヴェルにしかできないし」

「今日はもう野菜を狩って帰ろう。で、美お味いしいもの食べに行こう」




　一方、ティルムたちはヴェルディアーに教えて貰もらった泉を目指し西へ進む。

　ククリカがカートを引く音が、僅わずかにしている。

「先輩はねぇ、努力のひとなのよぅ。普通の家に生まれてぇ、努力してぇ、神学校に入ってぇ、努力してぇ、主席になったのぉ」

「立派なひとじゃないですか」

「立派よねぇ。でもぉ、先輩は努力しかできないひとなのよぅ」

「馬鹿真面目、真面目馬鹿かにゃ。腹芸とか根回しが出来ないタイプの……言っちゃなんにゃーけど、組織で出世できるタイプじゃないにゃーね」

「努力した者が正しく報われる──そんな社会は、有史以来、一度たりともなかったのにねぇ。知識神さまはぁ、そんなことも教えてあげなかったのかしらぁ」

「だか、ら、おまえ、は、あの女が、気に入った、のか」

「滑こつ稽けいだったわぁ。おもしろかったわぁ。今まで積み上げて来た努力がぁ、信じて来たものがぁ、根こそぎぶち壊されてぇ、徹底的にプライドをへし折られた姿がぁ」

　くすくすと、アルリアナは愉快そうに笑った。

「『試練もまた神の与えしもの、成長の礎いしずえとし感謝と共に受け入れなければならない』──あそこから這はい上がれたらぁ、先輩は化けるわよぅ」

「聖職者っぽいこと言ってるけど、おまえは趣味で嫌がらせしてるだけにゃ？」

「好きな人にはつい意地悪したくなっちゃうのよぉ」

「そのねじ曲がった愛情は絶対に伝わらないと思うんですけど……」

　やがて、丘と丘の間にある小さな池を見つけた。ともすれば見落としてしまいそうなほど、見事に、丘と丘の陰に隠れていた。ユニコーンの群れの姿はない。

　空を見上げると、少し早めの昼ごはんといった時間だった。

「水場もあるし、ちょっと休憩するにゃ？」

「ですね。お昼ご飯にしましょうか」

　ティルムたちは昼食の準備を始めた。

　池で水を汲くみ、火を熾おこし、湯を沸かす。ククリカのカートから昼食の入ったリュックを取り出す。四人で車座になり、草の上に腰を下ろす。

　緑の匂いを含んだ、爽やかな風が、丘と丘の間を通り過ぎて行った。

　ティルムは思わず、枯かれ葉は色いろの髪を掌てのひらで押さえた。

「今日のお昼ごはんはチーズと迷宮トマトのサンドイッチです。それと試しにチーズ入りの唐揚げも作ってみました。上う手まくできてれば良いんですけど」

「わーい、いただきますにゃー」

　ククリカに合わせて全員でいただきますをする。

　真っ先にセージが、チーズ入り唐揚げに手を伸ばした。黒い覆面の口元を押し下げて、もぐもぐと唐揚げを食べている。

「美う味まい」

「ありがとうございます」

「おっと、ティルムにゃんの手料理なら泥を食べても『美味い』と言いそうな男は何の参考にもならねーにゃ。ここはにゃーの厳しい舌できちんと見極めてやるにゃ」

「あなた単に食べたいだけよねぇ」

「あはは。沢山ありますから」

「うにゃーる。これは……いつもの唐揚げ、いや、少し味が薄いかにゃ。しかし、チーズのこくと旨うま味みはそれを補ってあまりある。鍵はやはりこのチーズ、普通のチーズではないにゃ──」

「で、何が言いたいのよぅ」

「美味いにゃ！　でもこれ温かいともっと美味い奴やつにゃ！　ティルムにゃん、今度、揚げたてを食べさせてくれにゃー！　揚げたてを食べるまでは死んでも死にきれないにゃ！」

「あ、あはは……ありがとうございます。揚げたてはまた今度で」

「美味い」

「ふぅん。確かにぃ、悪くないわねぇ。チーズサンドの方もいい塩あん梅ばいよぅ」

「チーズとトマトは凄すごく相性が良いと聞いたんで試してみました」

「美う味まい」

「トマトの酸味とチーズの旨うま味みがベストカップルにゃー。具体的には『おまえらもう結婚しちまえよ』って周囲から呆あきれられるぐらいのベストカップルにゃあ」

「楽しいのぉ？　自分が苦しくなるようなたとえ話をしてぇ」

「ごはんが美お味いしいから世界を呪うのは後にするにゃ」

「呪わないでください。わりと本気で怖いんで」

「それにしてもぉ、どうして急にチーズばっかりなのよぅ」

「この前、チーズが美味しいお店に行ったんですよ。今、ちょっとはまってるんです」

「『酔っぱらいの山や羊ぎ亭』、か」

「はい、山羊さん……あれ、セージさん、あのお店にわたしたちがいたの気付いてます？」

「えぇー、私はぁ、知らないわぁ。なぁにぃ、アルにゃんだけぇ、のけ者ぉ？」

「いえあの、色々あってククリカさんにごはんを奢おごってもらうことになったんです。で、お店に入ったら、たまたまセージさんがドールさんと一緒に……あ」

「へえええええええ、お兄ちゃんがぁ、あの受付のぉ、愛想なしちゃんとぉ、一緒にぃ、お食事してたのぉ。ねぇねぇ、お兄ちゃぁん、どうしてぇ」

「世話に、なって、いる、礼、だ」

「ふぅん。本当にぃ、それだけぇ？」

「おうおう素直に吐いちまうにゃ。おまえとドールはどんな関係にゃ」

「どんな、関係も、ない。知り合い、だ」

「えーと、それだけですかね。もうちょっと何か」

「……………………恩人？」

「わたし、なんだかドールさんがかわいそうになって来ましたよ！　セージさんは、もっとドールさんに優しくするべきです！」

「クズいわねぇ、いっそもう死になさいよぅ」

「これはこれでむかつくにゃーね。撃うち殺してやろうかと思ったにゃ」

「どういう、こと、だ。感謝しては、いけない、のか？　どうすれば、良いんだ」

　理不尽と言えば理不尽な女性陣の総攻撃に、セージはひたすら混乱した。




　ユニコーンの姿はまだ見えない。食事を終えたＰＴパーテイは今のうちに作戦を考えることにした。ユニコーンがやってきた場合に備えて、泉の傍そばにある低木の茂みに隠れている。

「思ったんだけどぉ、ＬＶレベル七が姿を消して近付いて気絶させちゃえばぁ？」

「単純すぎて思いつかなかったにゃ。確かに、ぶん殴って大人しくさせたら捕獲できる系の魔物は全部それで行けるにゃーね」

「問題、が、ある」

「言ってごらんなさぁい」

「九割、ぐらい、は、うっかり、殺し、かねない。それでも、良い、か？」

「やっぱやめとくにゃ」

「殺さないために投げを学んだって言ってたじゃないのぉ。馬を投げなさいよぅ」

「おれは、学び、すぎた。今なら、わりと、投げで、殺せ、そうだ」

「セージにゃんの中では『戦う』と『殺す』が完全にひとつのものとしてくっついちゃってるにゃあね……『首狩り屋』なんて物騒な二つ名がつくだけあるにゃ」

「要するに、手加減がどうしようもなく下手ってことですよね」

「……」

「でも、セージさんに気配を消して潜ひそんでいてもらうのは良い案なんじゃないでしょうか。たとえば、誰かが囮おとりになってユニコーンさんを引き付けるんです」

「で、セージにゃんと二人で捕獲する」

「それも単純な作戦ねぇ。でも悪くない作戦だと思うわぁ」

「作戦は単純な方が良いからにゃあ。ただこの場合は成功率を高めるため、囮にはスケベ馬のスケベ攻撃に耐えてもらう必要があるにゃ。がっつり食いつかせて、完全に油断したところを狙いたいにゃ」

「わたしは、ちょっと、遠慮したいかなって……」

　さすがにティルムも嫌そうな顔をする。

　スカートを切り裂かれ丸出しにされた恨みは忘れていない。

　ククリカが、首元の鈴を揺らすように肩をすくめた。

「わかってるにゃ。今回はにゃーが囮になるにゃーよ」

「ど、どうしたのよぉ。独身のくせに殊勝な態度じゃないのぉ」

「単純な消去法にゃーよ。まず直接戦闘系の技能がないアルリアナにゃんは論外にゃ。ティルムにゃんは技能的には問題ないけどさっきの今じゃ我慢も辛つらいにゃ？」

「そういえばククリカさんも戦士技能持ちでしたね」

「わりとなんでもできるのがにゃーの凄すごいところにゃ」

「問題はあれよねぇ。独身が『清せい純じゆんな乙女』か怪しいところよねぇ」

「失礼な幼女にゃ。にゃーは純粋まっさら体も心も綺き麗れいな乙女にゃーよ！」

「体は、知らん、が、心は、汚れて、いる、だろう、おまえ、も」

「おっしゃその喧けん嘩かを買ってやるにゃ！　ちょっと待ってろにゃ！」

　だだだっ、と、ククリカが自身のカートに向かう。

　ククリカの本職は冒険商人。迷宮内での冒険者を相手にした商売だ。ポーションやスクロール、砥と石いしといったアイテムだけではなく各種日用品も取り扱っている。

「あったにゃああああああ！」

　白いワンピースを両手で摑つかみ、ククリカは引っ張り出した。

「白のワンピースは清せい純じゆんな乙女の象徴にゃ！　こいつを見事に着こなして、にゃーの乙女っぷりを見せつけてくれるにゃ！」

「確かに、なんかそんなイメージありますけど」

「二十歳の独身が着るにはぁ、きつくないかしらぁ」

「やかましいにゃ！」

「馬には、わからない、だろう。人間の、年齢の、細かい、違い、など」

「てめえは後で絶対にぶん殴るにゃ」

「……！」

　宣言し、ククリカはカートの陰で白いワンピースに着替えた。背中の長銃はどのみち囮おとり役をするから使わないのでカートに乗せる。腰のホルスターは長さを調節し太ももに巻いた。ネコミミは外さない。彼女のポリシーである。

「ふぅ……こんなものでしょうか」

　かくて、ネコミミをつけているだけの清楚な美女が出来上がった。

　以前にも猫をかぶったククリカを見ているティルムが苦笑する。

「相変わらず、化けますね」

「おえー、独身のくせに独身じゃないみたいで気持ち悪いわぁ」

「ふふっ。負け犬の遠とお吠ぼえにしか聞こえません……あらセージさんはどちらに？」

「えっと、少し、この辺りを見てくるそうです」

「にゃ！　あの真っ黒男、にゃーに対しての興味が薄すぎねえかにゃ！」

「興味が薄いんじゃなくてぇ、関わったら面倒だと思われてるんじゃないかしらぁ」

「にゃはは……おいやめろ、ちょっとガチでへこみそうになったじゃねえかにゃ。このＰＴパーテイにはイジメがあるってギルドに訴えるにゃーぞ」

「セージさんはその、真面目なだけだと思いますよ。ほら、いつ、ユニコーンが現れるかわからないじゃないですか……単に殴られたくなかっただけの気もしますけど」

「つーんにゃ。もう知らんにゃ。にゃーを蔑ないがしろにするクソＰＴとか滅べにゃ」

　ククリカが拗すねて、ごろんと草の上に横になった。

　ややあってセージが戻って来た。

「ユニコーンの、群れが、いた。こちら、へ、向かって、いる」

　ＰＴが潜ひそんでいるのはユニコーンたちの水場、泉の傍そばにある低木の茂みだ。

「ククリカが、囮に、なる。ユニコーンを、引き寄せ、る。おれも、近くに、潜ひそんで、おく。そういう手て筈はず、だった、な」

「はい。わたしも後から加勢に入ります」

「……ところで、ティルム、あの、ネコミミ、を、つけて、いるの、は、誰だ」

「ククリカさんですよ」

「そう、なの、か。まるで、別人、だ、な」

　不ふ貞て腐くされて寝ころんでいたククリカのネコミミがぴくんと跳はねる。

「清せい純じゆんな、乙女役に、ぴったり、だ」

　ぴくぴく、と、ネコミミが動いている。

「おまけに、美人で、頭が、よくて、腕も、たつ。完璧、だ、な」

「にゃっはー！　どうやら、にゃーの清純っぷりが伝わったようにゃーね！　さあて、お仕事お仕事にゃあ！　囮おとり役を完璧にこなしてみせるにゃあ！」

　ククリカが立ち上がった。顔には笑みが浮かび、瞳が輝いている。

　すっかり機嫌を直した、どころか、上機嫌のご様子だ。

　セージはちら、と、ティルムを見た。

　これでよかったのか？　と、目線で問いかけるように。

　ティルムは苦笑を浮かべたまま小さく頷うなずき。メモに使った古紙を手の中で握にぎりつぶした。




　ユニコーンたちがやって来て、泉の水を飲んでいる。

　ククリカは隠れていた低木の茂みから出た。わざと音を立ててゆっくりと歩く。あえて相手に気づかせ、存在をアピールすることで警戒を緩ゆるめるためだ。

　ククリカは泉を挟んで反対側に腰を下ろした。

　軽く足を崩くずす。草原に吹く風が白いワンピースを撫なでて去って行く。

　案の定、ユニコーンはククリカのことが気になるようだ。ちらちら、と、向こう岸から視線を送って来る。

「ほーれほーれ、こっちに来るにゃあ。こっちの乙女は清らかにゃーよー」

　余計なことさえ喋しやべらなければ、あとはカップルに嫉妬したり、商売に熱中して奇行に走ったりさえしなければ、十分に美人の範はん疇ちゆうに含まれるのがククリカだ。

　女好きのユニコーンであれば、迷わず食いついてくる。

　それが罠わなだと理解していても抗あらがえるものではない……はずだった。

「……ヒンッ！」

　ユニコーンはしかし、くんくんと鼻を鳴らし──人間にたとえるなら、肩をすくめるような仕草をした。

「ふっざけんじゃねえにゃああああああ！　おいこらてめえそこのスケベ馬ああああああ！　この清楚ククリカさまのどこが不満にゃあああああああ！」

　そしてククリカはマジギレした。

　ワンピースの裾すそを跳はね上げるようにして、太もものホルスターから拳銃を引き抜く。

　抜くと同時に引き金を絞る。

「ククリカさん！」

「ちょ、あの独身、馬鹿なのぉ！」

　思わず、ティルムとアルリアナも飛び出す。ＰＴパーテイの目的はあくまで捕獲だ。倒してしまうわけにはいかない。傷すら出来ればつけたくはない。

「安心しろ麻ま痺ひ弾にゃあ！　って、避よけやがったにゃあ──」

　ユニコーンは鮮やかなステップで弾丸を避け、ククリカが気付く。

「この馬、弾丸に込められている魔力の臭いを嗅ぎつけてやがったにゃ！　にゃーが相手にされなかったのはそのせいにゃ！　そうに違いないにゃ！」

「ヒッヒーン！」

　ククリカの決死の自己弁護が炸裂する。

　ユニコーンの角が光り、小規き模ぼな竜巻がククリカを包み込む。

　精霊魔法『風の刃やいば』の上位魔法『切り裂く嵐』──やはり殺傷力は高くはない。どちらかと言えば敵を行動不能にすることに重きを置いた魔法だ。

　風の刃が自身の体を掠かすめて行く中、彼女は腕で顔を庇かばい、下手に動かず、魔法の効果が消えるのを待つ。

　そして、魔法によって作られた竜巻が消滅したそこには──

「にゃ、にゃあああああ！　にゃーのワンピースがとんだエロ衣装に！」

　超ミニ丈、胸部に切り込み、背中が大きく開き、清楚からかけ離れたワンピースが！

　これほど精密に魔法を操れるユニコーンの技術は凄すさまじい。同時に、こんなどうしようもないことに魔法を使うあたりが本当にどうしようもないスケベ馬だ。

　ククリカは魔銃を構えたが、それだけでワンピースからピリピリと音がした。同時に、原形をとどめていないワンピースの内側がすーすーすることに気付く。

「にゃにゃ！　ちょ、ちょっと動いただけで生地が裂けるにゃ！　こいつはにゃーの乙女の大ピンチにゃ！　っていうかこの馬！　律儀に下着まで切ってやがるにゃ！」

「ヒヒッン！」

「ひゃんっ、な、なんなのよぅ！」

　犠牲者はククリカだけではない。

　精霊魔法『水の鎚つち（手加減）』、池の水を操りアルリアナに叩たたきつける。本来は戦棍メイスのように鎧よろいの上から打撃を加える魔法だが手加減しているため、アルリアナを転がせる程度の威力しかない。

　ゆったりとした作りの神官衣はたっぷりの水を吸い、濡ぬれた服が少女の全身にぴっちりと張り付いている。しっとりと濡れた銀色の髪、浮かび上がる体の線。

　ユニコーンは大興奮だ！

「へ、変態がいるわぁ！」

「えいっ！」

　その隙すきを狙い、ティルムが、ユニコーンの首に縄をかけようとした。

「やっ──きゃあああああああ！」

　一瞬早く、ユニコーンが精霊魔法『草の檻おり』を発動させた。

　足元の草が伸びてティルムの体を縛しばり上げる。

　通常はただぐるぐると縛るだけの魔法だ。しかしユニコーンは草を精密に操り、亀の甲羅のような模様を描いて編み上げる。ついでにティルムを後ろ手に縛り上げることも忘れない。

「やぁん、ちくちくします！」

「………………ひんっ！」

　くねくねとティルムが体を揺らす。

　ユニコーンは少し考えて、律儀に、ティルムのスカートを嚙かんで破いた。

　これで良し、と言わんばかりに満足そうな顔でうなずいていた。

「っていうか、なんかわたしのスカート狙われること多くないですか！」

「ヒーン？」

　かくてセクハラの限りを尽くしたユニコーンは踵きびすを返す。

　黒い影が、白馬の前に立ちふさがる。

「大した、ものだ、な」

「ヒヒンッ！」

　いつの間に、と、ユニコーンが人間なら驚いただろう。

「おまえ、が、ティルム、たちを、引き付けている、間に、群れの馬は、逃げ、られた」

「あっ！」

　訥とつ々とつとセージが語る。ティルムたちが、驚きの声をあげる。

　確かに、ユニコーンと一緒にいた迷宮馬たちは既すでにいなくなっていた。

「敵を殺すのでは、なく、動きを封じる、時間稼ぎを、優先する。群れの長おさと、しては、良い、やり方、だ。無駄に、人間の、恨みを、買うことも、ない」

「ヒヒン……」

「状況判断も、適切、だ。戦闘能力が、高い、ティルム、は、動きを、確実に止める。戦闘能力が、ない、アルリアナは、動き辛づらくする、だけ。魔銃を、避よける、おまえに、とって、ククリカも、そう、脅威では、ない」

　セージが一度、言葉を切った。

「三対一でも、一歩も、引かなかった、な。魔法を使い、体力を、使い、群れを、逃がし切った、な。おまえ、は、おまえの、有能さ、故に、ここで、捕まる」

「──ヒヒィイイイイイイインン！」

　ユニコーンは、先ほどまでのスケベ親父おやじめいた表情を引き締める。

　嘶いななくと同時に、後ろ足が、草原を蹴けった。

　千切れた草が舞う。額を突き出し、正面のセージに突っ込む。

　額の角が当たれば刺し殺されるだろう。体に当たれば吹き飛ばされるだろう。避さけたならばそのまま走り抜け、逃げられるだろう。

「セージさん！」

「……」

「──ヒーン！」

　なんちゃって、と、言わんばかりに、先ほど見せた気迫すらもフェイントにしてユニコーンは別方向に跳ちよう躍やくした。セージどころか、一気に、池まで飛び越えた。

　振り返ることもせず白馬は草原を走り去っていく。

　一陣の風のように。

　背中に、黒い男が乗っていることに気付かずに。




　迷宮の太陽が傾き、緑色の草原が茜あかね色いろに染まるころ。

　セージはユニコーンに跨またがり戻って来た。

「あ、帰ってきましたよ！」

「ちゃんとユニコーンを連れてるわねぇ」

「お疲れさまにゃあ」

　泉の傍そばで待っていたティルムたちが口々に出迎える。

　ティルムは二度も破られたスカートを、二度目の応急処置で何とか直していた。アルリアナの濡ぬれた髪と服は既すでに乾いており、ククリカはいつもの要所を革で補強した布鎧よろいに着替えている。要するに、いつも通りの恰かつ好こうである。

　セージがユニコーンから降りるとティルムが素早く轡くつわをつけた。

「どうやって捕まえたんですか」

「根こん競くらべ、だ。こいつ、が疲れ果てる、まで、走らせ、た」

「……ヒン」

　あきらめたようにユニコーンが嘆たん息そくする。

「一応、『計画』のこと、も、話し、た。理解、して、いると、思う」

「賢い馬ねぇ」

「スケベ馬だけどにゃ」

　かくてユニコーンの捕獲は完了した。

　ティルムたちは階段に向かい、茜あかね色いろに染まった草原の上を歩いていく。

　ティルムがユニコーンの手綱を、引っ張っている。

　そして、セージも腰のあたりを縛しばられ、アルリアナに引っ立てられていた。

「なぜ、だ」

「うるせえにゃ。にゃーたちがセクハラされてんのに、いつまでも出て来ないからおかしいと思ったにゃ。要するに、最初から、三人とも囮おとりにするつもりだったにゃ？」

「危険は、ないと、わかって、いた」

「へぇー、そうなのぉー。危険がなければぁ、仲間がどんな目に逢ってもぉ、お兄ちゃんは平気なのねぇ。アルにゃん悲しいわぁ。そんなお兄ちゃん嫌いよぅ」

「必要な、ことだった。確実な、捕獲のために」

「わかってますよ」

　にっこり、と、安心させるようにティルムが微笑ほほえむ。

「でも、今回ばかりはわたしも怒ってますからね」

「今日の打ち上げはセージにゃんに奢おごりで良いにゃ？」

「……わかった」

「いえーいにゃ！　高い酒を頼みまくってやるにゃあ！」

「私はぁ、一番高い、ドラゴンセットを頼んじゃうわ」

「あはは。今日は派手に騒いじゃいましょうね！」

　がくりとセージが肩を落とした。

　対照的にティルムたち女性陣は意い気き揚よう々ようと上機嫌に歩いていく。

「ヒヒン」

　ハーレムと言っても、結局、強いのは女の方だよな──と、白馬はセージに同情したような苦笑を浮かべた。

　そんなユニコーンの眼前では、手綱を引くティルムの尻が蠱こ惑わく的てきに揺れていた。

　ユニコーンが角でひっかけるようにして、そっと、スカートをめくる。

　見事な純白。

　ユニコーンはにやりとしてセージを見た。

　セージは小さく吹き出し、白馬の首筋を軽く叩たたいた。

「ヒッヒン」

　ユニコーンもまた楽し気に一声鳴いた。

　人と馬が、通じ合った瞬間である。












第四章「ある日、森の中でくまさんに出会ったら死ぬ」










　最初に出迎えてくれたのは一面の雪景色と骨まで凍り付きそうな寒さだった。

「迷宮第二層地下八階、通称を『白はく雪せつ樹林』だ」

　影を人の形にしたような黒い男、セージが静かに告つげた。名前の由来であろう、向こうには頭に雪をかぶった針しん葉よう樹じゆ林が見える。雪こそ降っていないが強い風が吹いていた。

　枯かれ葉は色いろの髪の新米騎士ティルムと銀髪の少女神官アルリアナはがたがた震えている。

「さ、寒っ！　何ですこれ、寒っ！」

「ちょっとぉ、こんな寒いのにぃ、探たん索さくとか正気ぃ」

「にゃはは。地下八階を体で理解したみたいだにゃー。ちゃんと防寒具を用意してるから、上に着るにゃーよ」

　ネコミミ冒険商人ククリカが自前のカートから防寒具を取り出した。いつものようにどこか作り物めいた笑顔を浮かべている。

　ティルムとアルリアナは飛びつくようにその防寒具を受け取り急いで着込む。そしてやっと人心地ついたようにため息をついた。

「わあ温かい……わけじゃないですけど、普通に耐えられますね」

「そうねぇ。どっちにしろあまり長居したくはないわぁ」

「雪が降るともっと寒くなるからにゃあ。降らないことを祈るにゃあ」

　ティルムたちは普段の装備の上に分厚い毛皮のマントを羽織り、同じく毛皮のブーツに手袋、耳垂れのある帽子を着用していた。例外はドラゴンの鱗うろこのつなぎで顔を含めた全身を覆おおっているセージだけだ。

　因ちなみに、ククリカのカートも雪原用に車輪からソリの足に付け替えている。

「でも、これだとちょっと動き辛づらいですね」

　ティルムが、二度、三度、その場で足踏みをする。指一本分ほどか足が雪に沈んだ。軽く剣を振り、盾たてを動かす。防寒具を身に着けているため普段より動きが鈍にぶい。

「そこは毛皮自体の防御力でカバーにゃ。上にもう一枚、革鎧よろいを着ていると考えるにゃ……ま、どっちにしろ一発当たったらアウトにゃーけど」

「すごく怖いことを言いませんでしたか！　わたし前衛なんですけど！」

「地下八階『白はく雪せつ樹林』は『鋼鉄熊』の生息地だ」

　セージが淡々と、しかし流りゆう暢ちように語る。

「鋼鉄熊は特殊な能力を持っていない。バロメッツのように巨大でもなければ野菜人のように連携と戦術を駆使するわけでもない。ユニコーンのように魔法の達人でもない」

「……そういう言い方をするってことは、多分、強いんですね」

「今まで捕獲してきた魔物、全部、どこかに罠わながあったものねぇ」

「爪、牙、骨、そして毛皮が鋼鉄の如ごとく硬いことからその名がついた。熊としては小柄で直立しても人間と大差のない大きさだ。しかし力は強い。性格は極めて凶暴かつ好戦的。見た目とは裏腹に身軽で狡こう猾かつだ。弱ったふりをして敵の油断を誘うことすらある」

「正統派の魔物ですね」

「素材としては素晴らしいにゃ！　爪、牙、骨、毛皮、全すべて優秀な武器防具の素材になるにゃーよ。普通の冒険者なら鋼鉄熊製の装備は一生ものにゃ。肉はちょっと臭みがあって硬いけど煮込み料理にすると驚くほど美う味まいにゃ。内臓、特に心臓と肝はポーションの素材として高値で取引されてるにゃ。まさに『鋼鉄熊』に捨てるところなしにゃ！」

「三階の沼ぬま魚ざかなを思い出させるわねぇ」

「強化された沼魚と言えなくもないな。あちらは沼でこちらは雪原、冒険者にとって不利な場所での戦闘を強いられるというのも同じだ」

「実際、地下八階は第二層の中でも頭一つ抜けて危険な場所にゃ。鋼鉄熊を安定して狩れるＰＴパーテイならＬＶレベル四より上も夢ではないと言われているぐらいにゃ」

「懐なつかしい、な、おれも、昔は、地下八階に、こもって、熊を狩った、ものだ」

「辛くなかったですか？」

「辛つらくは、なかった、な。温泉が、ある、むしろ、過ごし、やすい」

「は？」

「迷宮の中に、温泉ぅ？」

「今はその温泉、ギルド直営の冒険者の宿になってるにゃーよ」

「迷宮の中ですよね！」

「元々、温泉の傍そばに掘っ立て小屋を建てて拠点にしてる冒険者が多かったにゃ。それならいっそ宿を建てるようギルドに話を持ってたにゃーよ。冒険者は泊まり込みでの狩りが楽になる。冒険商人は食糧やらなにやらの運搬の仕事が出来る。ギルドは宿泊料で儲もうかる。我ながら良い仕事したにゃー」

「本当にいい仕事してますね。誰も損してませんよ」

「他人に得をさせて儲けるのが本当の商人にゃ。誰かを騙だましたり奪ったりで儲ける商人は誰かに騙されて奪われるにゃーよ。にゃーはよーく知ってるにゃ」

　ティルムはククリカが『お嬢さま』と呼ばれていたことをふと思い出した。ネコミミの下で遠い目をしていた。しかし、すぐに、いつもの張り付いたような微笑ほほえみに戻る。

「とりあえず、出発するにゃー。温泉宿はあの林の向こうにあるにゃ！」

「それが目的じゃないですからね」

「熊も、多い、林の中で、だ、遭そう遇ぐうする」

「どっちみちぃ、目的地は一緒ってことねぇ」

　彼方かなたに見える針しん葉よう樹じゆ林へ向かって、セージたちは地下八階の雪原を歩き出した。




　雪に足を取られ、普段よりもその歩みは遅い。時折、冷たい風が吹く。冬の太陽は雪原を照らすも温めることはない。ティルムたちの吐く息は白い。

「見ているだけなら綺き麗れいな雪も、実際に歩くとなると大変ですねえ」

「今回もハードな捕獲になりそうだわぁ」

「今回は、簡単、な、捕獲、だ。そう思う、おれ、は」

「にゃはは。ティルムにゃんは、ゴブリンを手て強ごわいと思うにゃ？」

「いえ、思いませんけど」

「それと同じにゃ。鋼鉄熊はあくまでＬＶレベル三やＬＶ四冒険者の強敵にゃ。ティルムにゃんとアルリアナにゃんがコンビ組めば普通に勝てるにゃ」

「そう聞くと普通ですね」

「基本、単体で出現するし特殊な能力もないからにゃあ。にゃーなら背中の長銃で狙撃しても良いにゃ。熊の捕獲用に《眠り》の特殊弾も仕入れたから完璧にゃ」

　ネコミミ冒険商人ククリカが苦笑を浮かべる。

「っていうかティルムにゃん、自分が超一流冒険者一歩手前だって忘れてるにゃ？　ＬＶ三の冒険者が年単位で頑張ってやっとＬＶレベル四になれるかなれないかって感じにゃーよ」

「あ、あはは……すみません。普段から、セージさんとか見てるので」

「……」

「にゃはは。まあＬＶ七だからにゃあ。スペックぶち抜けてるのは仕方ねえにゃ」

「人見知りでぇ、口下手でぇ、女の子が苦手だけれどねぇ」

「いえいえ、最近はセージさんもかなり……わりと、ええと、最初よりは人見知りを克服してるじゃないですか。話しかけただけで姿を消して逃げるぐらいだったんですよ」

「すごーい。お兄ちゃんかっこいいー、大好きよぅ」

「やめろ」

「まあＬＶ七だからにゃあ。どっかぶっ壊れてるのは仕方ねえにゃ」

「ククリカさんは他のＬＶ七のひとを知ってるんですか？」

「仕事で半分ぐらい会ったにゃ。ＬＶ七ともなれば大抵はどこかの組織に属してるから会うだけなら難しくないにゃーよ。セージにゃんみたいな完全野良の方が珍しいにゃ」

「あなたの人脈も地味におかしいことになってるわよねぇ。それで結婚できないのだからぁ、逆に大したものだと思うわぁ」

「おっしゃその喧けん嘩かを買ってやるにゃ」

「えっと、他のＬＶ七ってどんなひとがいるんですか？　何代か前の騎士団長がＬＶ七だったのは聞いたことがありますけど」

「随分昔の法王がＬＶ七だったのも聞いたことあるわぁ」

　因ちなみに、現在は両者ともＬＶ六である。

「にゃーっと、にゃーが実際に会ったことがあるのは……」

　ククリカが指折り数える。

「『不死の巨獣ベヒモス』の心臓を献上し辺境開拓許可を受けた大槍やりと大斧おのの二大流『旋せん風ぷう鬼き』ガーレリオ。外げ法ほうと外道の知識を封じた魔術院禁書封印図書館管理人『星時計』のトレヴィス。方々を旅し人々を癒いやす放浪する神殿『聖なる手紙』のリルル＝カルル。霊峰の守護者『光の鳥』クリアスヴィル。大陸一の遊び人『博覧狂気』テルミット博士──そしてドラゴン殺しの『首狩り屋』セージ・トーラストにゃ」

「異名がいちいちださいわねぇ」

「大陸一の遊び人が気になりますね」

「にゃはは……訂正するにゃ。セージにゃんはＬＶ七の中では人格者だと思うにゃ」

「セージさんが人格者になるってどれだけダメ人間が揃そろってるんですか！」

「ティルム、今、おれのことを、ひどく、馬鹿に、しなかった、か？」

「あ！　ごめんなさい、馬鹿にしたわけじゃないんです。ただ純粋に驚いたっていうか、セージさんよりひどいってのが想像できなかったって言うか！」

「おーっと、ティルムにゃんの天然精神攻撃が出たにゃ！　普段から良い子で悪意がないのがわかってるからダメージも大きいにゃー！」

「ＬＶレベル七の心がぽっきり折れる音が聞こえたわぁ」

「……おうちかえる」

「うわあああああああ消えないでセージさん、セージさぁあああああああん！」




　セージを励はげまして立ち直らすのに無駄な時間を使ったが、ＰＴパーテイはとりあえずの目的地である針しん葉よう樹じゆ林に辿たどり着ついた。ふと、セージが足を止める。

「どうかしました？」

　自然と、ティルムたちも足を止める。

　針葉樹林は見通しが悪い。まばらに立ち並ぶ針葉樹が天然の目隠しになっている。木々が密集して何も見えないほどではないが、あちらこちらに死角がある。

「木の陰から熊が出て来てばったり、なんてこともありそうですね」

「そういう理由で不意打ちを食らって全滅するＰＴは多いにゃーね」

「ＬＶ七がぁ、鋼鉄熊の気配を感じたってことぉ？」

「……こっち、だ、な」

　セージが歩き出す。ティルムたちは顔を見合わせるも、後に続く。

　ある木の根元でセージはしゃがみ込んだ。子犬ほどの大きさの、もふもふとした、茶色い生き物が、半ば雪に埋まるように丸くなっていた。

「鋼鉄熊の、子だ」

「か、かわいい！」

「かわいいわぁ！」

「かわいいにゃ！　でも、嚙かみつかれないように気をつけるにゃ！」

「わうっ！　わううううううう！」

　小熊が吠ほえる。剝むき出しの敵意と警戒心、その陰に怯おびえの色が見て取れる。

「怪け我がをしてる……わけじゃなさそうですよね」

「子熊よねぇ。母親と離れて迷子になったのかしらぁ」

「がうっ！」

　ティルムは片膝ひざをついてそっと子熊に手を伸ばす。

　小熊は差し出された手に思い切り嚙かみついた。子犬ほどの大きさとはいえ熊の牙は鋭く、分厚い手袋を貫通し、ティルムの手が血で滲にじむ。

　けれど、ティルムは優しく微笑ほほえんだ。

「大丈夫ですよ子熊さん。わたしたちは危なくないですからね」

　嚙まれたまま、そっと、小熊を撫なでた。

　子熊の毛皮は──鋼鉄熊の名前とは裏腹に柔らかい。

「……わぅ」

　やがて、小熊は戸惑ったように、ティルムの手から口を離した。

　つぶらな瞳で、じっと、ティルムを見上げている。

「無む茶ちやするわねぇ」

「あはは……でも、どうしたんですかね、この小熊さん。やっぱり迷子ですか？」

　アルリアナが回復魔法を使い、ティルムの手を癒いやした。

「お母さんのところに戻してあげられたら良いんですけど」

「にゃーは、自然に任せるのが一番だと思うにゃ」

「見捨てるのぉ？　一緒に連れて行ってあげるぐらいならぁ」

「どうやって母熊を探すにゃ。そもそも、にゃーたちの仕事は鋼鉄熊の捕獲にゃーよ」

「ククリカ、が、正しい。置いて、いく、べき、だ」

「セージさん……でも、そうですね、お母さんが見つかるとも限りませんし」

　ティルムが言った。

「じゃあ、この小熊さんを、捕獲します！」

「にゃ！　『計画』に引き渡して保護してもらうってことにゃ？　確かに、小熊の一匹ぐらい引き取ってくれるだろうけどにゃあ」

「ティルムも立派に公私混同するようになったわねぇ。頼もしいわぁ」

　もう一度、ティルムはしゃがみ、小熊に手を差し出した。

「小熊さん。わたしたちと一緒に、来ませんか？」

「……わふぅ」

　母熊に甘えるように、小熊は、差し出された手に体をこすりつけた。




　予期せぬ仲間を加えて、ＰＴパーテイは雪に染まる針しん葉よう樹じゆ林を歩き出す。

　小熊はティルムの隣を歩いている。

　鋼鉄熊を探して二刻は過ぎただろうか、しかし、見つからない。

　一面の雪景色は常に美しいが、美しいだけだ。

「妙、だ、な」

「にゃあ……こんなに見つかり辛づらかったかにゃあ？」

「これも、迷宮の枯こ渇かつ……ですかね？」

「どうかしらぁ。そもそも人を選ぶ狩場ならぁ、影響は少ないと思うけどぉ」

　休憩を兼ねて昼食をとる。火を熾おこし湯を沸かし体を温める。ちぎったパンを湯につけて体を温めながら食べ、香辛料を利かせた沼ぬま魚ざかなのフライを口に運ぶ。

　小熊にもパンと衣をはがし香辛料を落としたフライを与えた。もっくもっくと寒さをものともせずに旺盛な食欲を見せ、小熊は嬉うれし気げにティルムに体をこすりつけた。

「わふぅん、わふぅーん、わっふーん」

「あはは、くすぐったいですよ小熊さん」

「やれやれティルムってば本当に子どもねぇ。私にも触さわらせなさいよぅ」

「おー、小熊の毛皮って本当にふかふかだにゃあ。とても鋼鉄熊とは思えないにゃ」

　小熊は特にティルムに気を許し、懐なついているように見えた。

　女性陣も小熊の愛らしさに盛り上がっている。

「魔物は、魔物、だ。子供、でも、油断、するべきでは、ない……」

　セージだけが、冷めた瞳でその小熊を眺めていた。




　探たん索さくが午後に入り、太陽のおかげで少し暖かくなったころセージが告つげた。

「血の匂いがする」

「……冒険者が鋼鉄熊と戦っている、ですか？」

「いや、匂いが、薄れている。音、も、しない。戦闘中、では、ないな」

「つまりぃ、熊にやられた冒険者の死体が転がってるってことぉ？」

「冒険者が熊を倒したけど素材を回収せずに撤てつ退たいした可能性もあるにゃ。全滅寸前で一刻も早く逃げる場合とかだにゃ。どっちにしろ確認した方が良さそうだにゃあ」

「そうですね。死体だったら回収してあげないと」

「わうううん！」

　そのとき、ティルムの隣を歩いていた小熊が急に走り出した。

「小熊さん！」

「血の、匂い、と、同じ方向だ」

　ＰＴパーテイは小熊の後を追った。

　そこには名前も知らぬ冒険者の死体が四つ、雪に埋もれるように転がっていた。雪に混ざり凍った血が太陽光で溶けぐずぐずの泥のようになっている。傍そばには鋼鉄の毛皮を持つ大熊の首なし死体もあった。熊は、立ったまま首だけを斬り落とされていた。

「わふぅん……」

　小熊が、首を斬り落とされた熊の死体に、体をこすりつけていた。

　ティルムが困惑を宿した声で呟つぶやく。

「この熊がお母さんで、冒険者と相討ちになった、ですかね？」

「調べて、みる、か」

「了解にゃ。でもティルムにゃんとアルリアナにゃんはやめとけにゃ。あんまり近くで見ない方が良いにゃ……かなり、えぐいことになってるからにゃあ」

「は、はい」

「……わかったわぁ」

　鋼鉄熊の筋力と斧おのの如ごとき爪の一撃は冒険者の肉体を鎧よろいごと抉えぐり殺していた。五体満足の死体は一つもない。ククリカは死体の荷物を漁あさり財布と冒険者カードを探す。

「これだけ体が壊れてると、蘇そ生せいの前の修復が大変にゃあねえ。金は持ってるみたいにゃーし、とりあえず携帯用棺かん桶おけに積めて運んでやるにゃ」

「ＬＶレベルはいくつだ、前衛の」

　セージは熊の首なし死体をじっと観察している。ククリカはネコミミを揺らすように肩をすくめて答えた。

「ＬＶ四にゃーね。特技から見るにティルムにゃんと同じ壁役っぽいにゃ。何かの拍子に壁役がやられて全滅って感じじゃねーかにゃー。それがどうかしたにゃ？」

「妙、だな。鋭すぎる、切り口、が、熊の」

「にゃるほどにゃあ。確かに、ＬＶ四の、しかも防御型の戦士が、鋼鉄熊の首をこれだけ綺き麗れいに切り落とせるとは思えねーにゃ……嫌な予感がするにゃあねえ」

　セージが言った。

「この熊と冒険者を殺したのは『兎うさぎ』かもしれない」

「兎さんなら、あそこにいますよ？」

　手持無沙汰に、そして落ち着かなさそうに、周囲を見回していたティルムが言った。針しん葉よう樹じゆ林の中、白い雪の上にちょこんと座る兎を彼女は指でさした。

「わおおおおおん！」

　警戒を促うながすように小熊が吠ほえた。

　次の瞬間、兎の姿が消えた。

　白い何かが空気を切り裂く、否、空気の壁を貫いて飛ひ翔しようする音がした。一抱かかえもある石を、文字通り目にもとまらぬ速度で投げつければこんな音がするだろうか。

　ティルムは半ば本能的に左手の盾たてを掲かかげる。自分の首筋を守るようにだ。

　銀光一いつ閃せん。

　黒い影がティルムの前に躍おどり出て白く冴さえ冴ざえと輝く刃やいばを振るった。空気の壁を貫いた白い何かと交錯した。ティルムは自分が守られたことに気付く。

「『斬ざん鉄てつ兎』あるいは『首狩り兎』」

　セージが言った。

「迷宮の様々な階で目撃されている『希少魔物レアモンスター』にして、『要討伐魔物ウオンテツドモンスター』。姿は、兎によく似ている。湾わん曲きよくした鋭く長い前歯が口から伸びていることが何よりの特徴だ。その前歯は鋼鉄を切り裂くほどに鋭く、その跳ちよう躍やくは放たれた矢よりも速い。あまりに速いため返り血を浴びることはなく、その毛皮は常に雪のように白い。獲物は、自らが死んだことにすら気付かないと言われている」

「──ッ！」

　ティルムの盾たてが斜めに三分の一ほど切り落とされている。白い何か、『斬ざん鉄てつ兎うさぎ』の牙がティルムの盾を掠かすめたのだ。盾がなければ、セージがティルムを庇かばわなければ、切り落とされていたのはティルムの首だったろう。

　ぶわり、と、防寒具に包まれたティルムの全身から汗が噴き出した。

　セージが振り返る。ティルムもまた振り返り、背後を見た。

　極端に湾わん曲きよくした鋭い前歯を持つ白い兎が、遠くからこちらを見ていた。

　否、良く見れば、耳が片方、半ばから切り落とされている。

「耳だけ、か、仕留め損ねたのは──ああ、久しぶりだな」

「わおん！　わお！　わおおおおん！」

　小熊が吠ほえている。しかし『斬鉄兎』はそれを歯牙にもかけず、ぴょんと跳はねて雪原に消えて行った。白い兎はあっという間に雪原の白さに溶け込んで見えなくなった。

「……あの、『要討伐魔物ウオンテツドモンスター』って何ですか？」

「そのまんまにゃーよ。ギルドが特別に賞金をかけてる魔物のことにゃ。『ＬＶレベル七の魔物』なんてあだ名がついてると言えば、そのやばさがわかるにゃ？」

「あはは……つまり『会ったら逃げろ』ってことですね」

「大正解にゃあ。狩れたら亜竜と同じぐらいに貴重で高価な素材が手に入るにゃ。賞金も合わせれば億万長者にゃ。でも強いからにゃあ。運が良いのか悪いのかにゃあ」

「鋼鉄熊は執念深い魔物だ。こんな話がある。ある冒険者が鋼鉄熊の獲物を横取りした。その冒険者は一か月後、再び迷宮を訪れた」

「……どうなったんですか」

「階段の傍そばで待ち伏せをしていた熊に、襲われ殺され食われた」

「笑えない話ねぇ」

　アルリアナは未いまだ吠える小熊を抱き上げた。憐あわれみの眼まな差ざしを向けてその頭を撫なでる。

「あれが、あなたの、お母さんの仇かたき、なのねぇ」

「…………わふぅ」

　セージはちらと冷めた瞳を小熊に向け、淡々と話を続ける。

「『斬鉄兎』は鋼鉄熊以上に執念深いことで有名だ。地下十階で『斬鉄兎』に遭そう遇ぐうし地下二階で全滅したＰＴパーテイもいる。この時は、他のＰＴも巻き添えで全滅したはずだ」

「か、階をまたいで移動してくるんですか！」

「聞いたことあるにゃあ。魔物としては異例の行動も『要討伐魔物』指定された原因の一つのはずにゃあ……つまり、この場合は、にゃーたちも目をつけられたにゃ？」

「どうしましょうか。これじゃあ鋼鉄熊の捕獲どころじゃないですよね」

「狩る、しか、ないだろう、『兎』を」

　セージが言った。

　もう一度、アルリアナの腕の中にいる、愛らしい小熊を見て鼻を鳴らす。

「やはり、小熊だからと、油断するべきでは、なかったな。大した、狡こう猾かつさだ。危険な『兎うさぎ』を、冒険者にぶつけ、排除させる。おれたちは、まんまと、一杯食わされたわけだ」

「わふん？」

「さすがに、それは考えすぎじゃないですか」

「この小熊の顔を見なさいよぅ。明らかに何も考えてない子供じゃないのぉ」

「意図せず、おれたちを、巻き込んだなら、猶なお更さら、大したものだ」

「どっちにしろ兎を倒さないと安心して探たん索さくが出来ないんだからやるしかねーにゃ。前向きに考えれば、これは兎の素材で大おお儲もうけするチャンスにゃーよ」

「ふっ……そうだ、な。狩り損ねた獲物はきちんと狩らないと、な。落ち着かない、な」

　何が可お笑かしかったのかセージがくつくつと喉の奥で笑った。

　ただひたすらに魔物を狩り続けた『首狩り屋』に相応ふさわしい、乾いた声だった。

　ティルムは、なんだか、急に、寒くなったような気がして自分自身を抱きしめた。




　セージは四人の冒険者の死体を携帯用棺かん桶おけに詰め込んだ。ティルムたちが鋼鉄熊の体を首と一緒に針しん葉よう樹じゆの根元に埋めた。アルリアナは祈りの言葉を唱えた。

「くぅん……」

　携帯用棺桶をソリに乗せ、アルリアナが母熊を悼いたみ鳴く子熊を抱きかかえる。

「これからどうするのぉ？　兎はとっくに逃げちゃったわよねぇ」

「予定、通りだ。温泉、宿に、向かう」

「大丈夫なんですか？」

「迷宮の中の宿だから外側は頑がん丈じように作ってるはずにゃあ。さすがに兎一匹で攻め落とさせるような建物じゃないにゃ。まあ、内側に入り込まれたらわからんけどにゃあ」

「『斬ざん鉄てつ兎』は、執念、深い。追うより、待ち構える方が、やり易い」

「わかりました。ここは、セージさんを信じましょう」

　後始末を終えたティルムたち魔物捕獲ＰＴパーテイは周囲を警戒しながら針葉樹林を進む。

　真っ白な雪原に四人と一匹の足あし跡あと、そして棺桶を載せたソリの轍わだちが続いている。

「『斬鉄兎』にも弱点はある」

　セージは歩きながら仲間たちに語った。

「『斬鉄兎』は鋼鉄の鎧よろいを切り裂く鋭い牙を持を持ち、矢よりも速く縦横無尽に飛び跳はねる──が、それでも、兎、だ。亜竜と同格に扱われるが討伐実績は亜竜より多い」

「亜竜との違い……大きさですか？」

「そうだ、異常な速度から来る過剰な攻撃力に比べて耐久力は低い。あくまで頑丈な兎。討伐例の多くは相討ちと兎うさぎの自滅だ。攻撃を当てることさえできれば倒せる」

「目にも止まらない速さで跳とび回る兎に攻撃を当てられたらねぇ」

「工夫次第って感じかにゃあ。これはますます待ち伏せ向きにゃあねえ」

　やがて針しん葉よう樹じゆ林を抜けた。

　抜けるなり、でん、と大きな宿がティルムたちの目に飛び込んで来た。門前の立札をティルムはぽかんとした様子で読み上げる。

「『冒険の疲れを癒いやす迷宮名物地下八階温泉はすぐそこ！　美お味いしい食事とあたたかな寝床を完備した冒険者の宿があなたをお待ちしています。ギルド直営だから安心安全』」

「バァカみたい」

　ククリカが語ったように魔物の襲撃にも耐えられる頑がん丈じような石造りの建物だ。他の冒険者の宿と同じく、一階が酒場を兼ねた食堂になっており二階から上が宿屋になっている。

「たーのもーにゃー」

　昼ごはんにはもう遅いが夕ごはんにはまだ早い、そんな半端な時間のため酒場に客の姿はない。メイド服に似たお仕着せ姿の従業員が床の掃除をしていた。

　お仕着せ姿の従業員はモップを置き、ティルムたちを出迎える。

「ようこそ、ギルド直営冒険者の宿『笑顔で納税亭』へ。冒険者カードはお持ちですか」

「宿の名前がいきなりひどいですね！」

「荷物とソリ預かって欲しいにゃー。それと、全滅したＰＴパーテイの死体回収して来たにゃ」

「荷物と乗り物は裏の預り所で手続きをお願いします。出張神殿もそちらにありますので、死体もそちらでお願いします」

　お仕着せ姿の従業員はいっそ清すが々すがしいほどに感情のない声で告つげ、儀礼的に頭を下げた。長い黒髪に端たん整せいだが冷たい顔立ち。感情の色がない淡々とした声。地下八階の雪景色がそのまま人間になったような少女だ。

「それと鋼鉄熊の子供がいるにゃ。これはにゃーたちが責任をもって管理するということで宿に入れて良いかにゃ」

「どうぞ。冒険者は自己責任が原則です」

「あ！　受付のドールさんだ！　なんで地下八階でメイドさんしてるんですか！」

「臨時のお手伝い。シフトの穴埋め。下っ端は便利に使われる」

　彼女、ギルド受付のドール（あだ名）は変わらぬ無表情で答える。

「宿泊ですか。ご休憩ですか。お食事のみ、入浴のみも受け付けています」

「えっと……宿泊で、良いんですよね？」

「カウンターへどうぞ。冒険者カードの確認と宿帳への記入をお願いします」

「にゃーはソリと棺かん桶おけを預けて来るにゃ。冒険者カード渡すから手続き頼んだにゃ」

　ぞろぞろとカウンターに向かう。ククリカだけは冒険者カードを預けてソリを預けに行った。お仕着せ姿のドールから宿帳を受け取り、ＰＴパーテイを代表してティルムが記入する。

　宿帳と冒険者カードの確認を終えたドールはティルムに部屋の鍵とカードを渡した。

「あ、男女別で二部屋お願いできますか」

「宿泊は、原則、一ＰＴで一部屋となっています。より多くのＰＴに宿を利用してもらうための措置ですのでご理解ください」

「大丈夫ですかそれ！」

「そうよぉ。ちっちゃい女の子が大好きなぁ、変態お兄ちゃんとぉ、同じ部屋なんてぇ、アルにゃん、こわーい」

「ソリ預けて来たにゃー。遺体の方は損傷が激しくてここの出張神殿じゃどうしようもないから、明日、冒険商人に地上まで運んでもらうそうにゃー。で、何の話にゃ？」

「お疲れさまです。実は部屋が一つしか借りられないらしくて」

「別に良いんじゃねえかにゃあ。もう何度も一緒に野宿してる仲にゃー」

　ククリカが肩をすくめると、ティルムは困ったように微笑ほほえんだ。

「わたしたちじゃなくて……セージさんが落ち着かないんじゃないかなって」

「おまえたち、と、同じ、部屋、か……」

「大丈夫そう…………じゃない、足が、がったがたに震えてる！」

「くくっ、想像、した、だけで、震え、が、止ま、らん。ドラゴン、より、恐ろし、い」

「相変わらずドラゴンの価値が低いっていうか大丈夫ですか！」

「帰り、たい。どうして、おれは、こんなところ、に、いるん、だ」

「お仕事ですから頑張りましょう。ね、セージさんは頑張れるひとじゃないですか。帰ったら美お味いしいごはんを作ってあげますから。ね」

「かわいそうなお兄ちゃぁん。でも仕方ないわよねぇ。ギルドの決まりですものぉ」

「にゃはは」

「そう、だ、野宿、しよう」

「せめて屋内で……というか、そこまで嫌がられるとさすがに傷つくんですけど」

　困り顔のティルム。セージは彼女の手を握にぎる。

「おまえだけが、頼り、だ。あの、邪悪幼女と、狂乱ネコミミ、から、守って、くれ」

「え、えー……」

「ひっどぉーい、こんなにかわいい妹なのにぃ」

「そうにゃ！　そこの邪悪幼女はともかくにゃーは真面目な冒険商人にゃ！」

「あ、あはは……気持ちはわかります。わたしが守ってあげますから、とりあえず部屋に行きましょうね。よしよしですよ」

　ティルムが苦笑交じりの微笑みを浮かべてセージの背中を撫なでていた。ふと彼女は視線に気づく。無表情なドールの無感情な視線がティルムを見ていた。

「ドールさん？」

　目が合うと、ドールは視線を逸そらし床の掃除を再開した。




　まさに寝泊まりするだけの部屋だった。ベッドのほかは小さな書き物机と荷物用の棚しかない。ただしこの棚がかなり大きい。装備品を置くためだ。

　セージは部屋に入るや真っ先に一番奥の寝台を占領する。

「この寝台、は、おれの、領地だ。近付くな、よ」

「えー、アルにゃん、さびしいなぁ。お兄ちゃぁんと一緒にお眠りしたいなぁー」

「ぐへっへっにゃー。女三人と男が一人、同じ部屋でなにも起きないわけないにゃー」

「何も起きませんし、寂しいならわたしが一緒に寝てあげますよアルリアナさん」

　重い防寒着を脱ぎ、装備を外した一行は早速、小熊を連れて宿の奥の温泉に向かった。

「小熊さんは、わたしたちと一緒に入りましょうね」

「お兄ちゃんもぉ、一緒に入るぅ」

「にゃはは」

「……」

　脱衣所の入り口で男女別々に分かれ、服を脱ぎ、温泉に入る。

「わあ、露天風呂ですよ」

「結構広いわねぇ。景色は見えないけどぉ」

「一応、迷宮の中だからにゃあ。壁ぐらいないと安心して温泉を楽しめないにゃ」

　やや白濁した乳白色の天然温泉。安全のため周囲は石壁で囲まれている。男湯と女湯の間の壁は木製であり、壁と呼ぶよりは目隠しに近いだろう。一つの大きな温泉を半分に仕切っているのだ。

　ティルムたちは体を軽く洗い、温泉に浸つかる。

「ふわぁ……お湯が体にしみますねぇ」

「寒かったものねぇ。雪なんて久しぶりに見たわぁ」

「あー、やっぱりお風呂は良いにゃあ。迷宮の中で入るお風呂は格別にゃあ」

　お湯の中で手足を伸ばして力を抜く。肌が熱を帯びて桃色に染まる。表情は自然と緩ゆるみ、心地よさそうなため息が零こぼれ落おちて来る。

　ティルムはいつになくリラックスした様子で温泉の縁に背中を預け空を見上げた。

　いつの間にか空には雲がかかり、白い雪がちらほらと舞い踊るように降り注そそぐ。

「迷宮の外は、夕暮れ時かにゃあ」

　温泉の中でもネコミミをつけたままのククリカがぽつりと言った。

　小熊は湯船代わりのタライから身を乗り出し、舞い散る雪を、その小さな前足で捕まえようとしていた。しかし捕まえたはずの雪はすぐに溶けて消えてしまう。

「……わふぅ？」

「……この子ぉ、まだ子供なのに母親を殺されて一人ぼっちなのよねぇ」

　不思議そうに小熊は小首を傾かしげていた。

　アルリアナが手を伸ばすと、小熊は嬉うれしそうに、その手に体をこすりつけて来た。

　何の不安もないと言うように、あるいは何もわかっていないように無邪気な姿だ。

「よくある話にゃ、人間だろうと魔物だろうとにゃ。同情するだけ辛つらくなるにゃーよ」

「そうですけど、目の前にいると割り切るのって難しいですね」

　ふと、ティルムは視線に気づいた。

　ククリカがティルムを、ひどく真剣な眼まな差ざしで見詰めていた。あるいは自身の命を預ける得物を見詰める眼差しであろうか。

　白く濁にごった湯に浮かぶ、ティルムの、淡い桃色に色付いた胸の膨ふくらみを──

「前から思ってたにゃーけど、ティルムにゃんって何気にスタイル良いにゃーね」

「今、するべき話ですかそれ！」

「そうねぇ。地味だけどぉ、地味にバランスが取れてる感じかしらぁ」

「えっと……普通ですよ、普通。一応、毎日、運動はしてますけど」

「にゃはは。まあ、にゃーも負けてねーけどにゃ！」

「わあっ！」

　何を思ったのか、ククリカが立ち上がりポーズを取った。自分の体の線を見せつけるように片手を頭の後ろ片手を腰に当てている。

　自慢するだけありスタイルは悪くない。スレンダーながら出るべきところは出ている。顔立ちも、頓とん狂きような口調と振舞いに隠れてこそいるが理り知ち的てきな美人の範はん疇ちゆうである。

　猫をかぶっていたとはいえ、ティルムの同期の新米騎士を魅了したのは伊だ達てではない。

「ク、ククリカさん、とりあえず前を隠してください！」

「別に隠すようなものじゃねーにゃ。女同士だしにゃ」

「だからって堂々とさらけ出すものでもないですよ！　女同士でも！」

「恥じらいがない独身だわぁ。だから結婚できないのよぅ」

「にゃんと失礼な！　にゃーにも恥じらいの一つや二つ三つ売るほどあるにゃ！」

「それ売っちゃだめです」

「大体あれにゃ！　にゃーが結婚できないのは男が情けないせいにゃ！」

「本気で言ってるぅ？」

「勢いで言ったにゃ！　ぶっちゃけ惨みじめすぎて死にたくなったにゃ！　そりゃ自分が結婚できないのを他人のせいにして逆恨みしてたら結婚できるわけねーにゃ！」

「でもぉ、心のどこかで、そう思ってたからぁ、口から出たのよねぇ」

「にゃはは。そりゃあ全く思ってなかったら口から出るわけねーにゃ。むしろ毎日のようにそう思って自分を慰なぐさめてることに気付いたにゃ。神を怨うらみ、世界を怨み、人間を怨み、現実を怨み、カップルを妬ねたみ、もう自分以外の誰かが悪いと思わなきゃ現実に耐えられねーにゃ。預金残高だけが心の支えの人生なんて悲しすぎるにゃー」

「あの、もう、その辺で……せっかくの温泉なんですから」

「にゃはははははははははは！　温泉に浸つかっても心の傷は治らねえにゃ！　自分で抉えぐった心の傷が治らねえにゃああああああああああああああああああああ！」

「やめてくださいククリカさん！　悲しすぎて涙が出そうですよ！」

「自分で自分を傷つけることでしか自分を慰められない悲しい独身がいるわぁ。おもしろぉい」

　はは、と、急に、ククリカは乾いた声で笑った。

　ネコミミを外し、膝ひざを抱かかえて、ちゃんぽんと静かに温泉に浸かる。

「……わたし、どこで人生を間違えたんですかね」

「ク、ククリカさん！　温泉ですよ温泉！　ほら、温泉の後は美お味いしいごはんが待ってますよ。ちょっとだけお酒とかも飲んじゃいます？」

「空っぽの人生を誤ご魔ま化かしたくて、道化のように振舞って、空虚な笑いをばらまいて、わたしの幸せはどこにあるんだろうって、毎晩わけもなく悲しくなって……」

「…………わあ」

　ククリカの独白が重すぎて、ティルムはついに何も言えなくなった。

　しん、と、地下八階の露天風呂が静まり返る。壁の向こうの男湯からも物音ひとつ聞こえない。ククリカはネコミミを頭の上に戻して言った。

「セージにゃんって、お風呂の中でも覆面してるのかにゃ？」

「だから切り替えの早さ！　あの重たい雰囲気は何だったんですか！」

「ＬＶレベル七の素顔ねぇ。確かに見たことないわぁ」

「誰も知らない『首狩り屋』セージ・トーラストの素顔。これは売れる情報にゃーね」

「変なことしないでくださいよ」

「にゃーに、ちょっくら男湯を覗のぞくぐらいにゃ！」

「変なことです！　というか犯罪です！」

「男が女湯を覗けば犯罪にゃ。けど、女が男湯を覗くなら冗談ですむにゃ」

「最低なこと言ってる！」

「ティルムにゃんはＬＶ七の素顔が気にならないにゃ？」

「気になりますよ。気になりますけど、覗きは駄目ですよ！」

「じゃ、こうするにゃ──おーい、セージにゃーん。いるにゃー」

「……なん、だ」

　壁の向こうから返事があった。

「無駄、だぞ。話は、全すべて、聞こえて、いた。おれ、は、逃げる」

「まぁ、こんな薄い壁じゃあ声も筒抜けよねぇ」

「だったら取引にゃー。おっぱい見せてやるから素顔見せろにゃー」

「何を取引してるんですか！」

「ついでに、ティルムにゃんとアルリアナにゃんのもつけるにゃ！」

「なにを勝手におまけしてるんですか！」

「いらん。それを、見て、おれに、何の、意味が、あるん、だ？」

「ぐぬぬ……相変わらず、ナチュラルに女のプライドをぶん殴って行く奴やつにゃあ」

　ククリカは悔くやし気に唇を嚙かむ。だが、すぐに何かを閃ひらめき瞳を金貨の色に輝かせた。

　くるり、とティルムに向き直り両手の指をわきわきと動かす。その卑猥な手つきにティルムはたじろき、温泉に肩まで浸つかったまま思わず後あと退ずさりした。

「え、何でしょう、すごく、嫌な予感がするんですけど」

「セージにゃんが素顔を見せないなら、にゃーは、ティルムにゃんの、乳を、全力で、揉もみしだくにゃ」

「何の意味があるんですかそれに！」

「ティルムにゃんをかわいそうな目に合わせたくなければ素顔を見せろにゃ」

「脅きよう迫はくじゃないですか！　しかもわたしが完全に巻き添えだし！　『他人に得をさせて儲もうけるのが本当の商人』じゃなかったんですか！」

「だからこの情報は売らないことにするにゃ。にゃーは純粋に知りたいだけにゃ」

「性質の悪い独身ねぇ」

「覚悟するにゃティルムにゃん！　ＬＶレベル六の技と技術とテクニックをその身で味わうが良いにゃあああああああああ！」

「全部同じですよねそれ！」

　がばぁ、と、ククリカはそれこそ熊のように両手を上げて立ち上がる。ティルムは逃げようと腰を浮かせるが遅い。ククリカがティルムに覆おおい被かぶさる。

　上気して薄桃色に染まるティルムの胸の膨ふくらみに襲い掛かる。毎日の精緻な作業、魔銃の整備で磨みがき上げられた指先のテクニックを余すことなく叩たたき込む──

　ふにゅん。ふにっ、ふにんっ、きゅんっ──

「ひゃぁん。あ、え、す、すごっ」

「さあ、全てをククリカお姉さんに委ねるにゃー」

「せ、セージさん助け──」

　助けを求める声に応え壁の向こう、男湯で黒い影が宙を舞った。

　白い湯気に隠れたその姿をはっきりと見ることはできない。黒い影は跳ちよう躍やくの頂点でナイフの如ごとくに桶おけを投とう擲てきした。放たれた桶は風を切り、狙い違たがわず、ティルムに覆い被さるネコミミ商人に命中した！












「ぐ、ぐおおおおおお」

　かなり良い当たりだったのだろう、ククリカが頭を抱かかえて悶もん絶ぜつしている。

「た、助かった……ありがとうございますセージさん」

「気に、する、な。そこの、ネコミミ、が全すべて、悪い」

「ふふっ。お兄ちゃんってばぁ、ティルムを守るために頑張ったのねぇ。でもぉ、ちゃぁんとぉ、私は気づいてるわよぅ」

　銀髪の少女神官はにやにやとこれ以上なく楽しそうな微笑ほほえみを浮かべている。

「どさくさに紛れてぇ、女湯をぉ、覗のぞいたわよねぇ」

「必要に、迫られて、の、こと、だ」

「正しい行いのための罪は罪ではないのぉ？　ふぅん、じゃあぁ、ドールに、言っちゃおうかなぁ。ギルド職員ですものねぇ、冒険者の犯罪は報告しないとねぇ」

「……！」

「あの、セージさん、もしそうなっても、ちゃんとわたしが説明しますから」

「っていうか、誰か一人ぐらいにゃーの心配してくれにゃ。すんげえ痛かったにゃーよ。泣くにゃーよ？　二十歳の女が本気で泣くにゃーよ！」

「え、えー……そう言われても、今回のククリカさんは自じ業ごう自じ得とくかなって」

「いやにゃー！　いやにゃー！　にゃーだって誰かに優しくされたいにゃ！　心配されたいにゃ！　必要とされたいにゃー！　あああああああああああああああああああああ！」

　ばしゃばしゃと、ククリカが温泉の中で両手両足をばたつかせて駄だ々だをこねていた。

　その姿は控えめに言って見苦しく、ティルムは力なく主張する。

「あ、あはは……せっかくの温泉なんですから、もっと普通に過ごしましょうよ」

「わっふーん……」

　タライの中の、母を亡くした小熊すらも、ククリカを哀れみの眼まな差ざしで見ていた。




　温泉で疲れを癒いやしたような、さらに疲れを溜ため込こんでしまったような。とにかく温泉を出たＰＴパーテイは子熊を連れ、酒場で少し早めの夕食をとることにした。

「温泉、どうだった」

「聞く、な」

「お風呂。私の仕事が終わったころだと、ひとが、いない。貸し切り状態」

「それはいいこと聞いたにゃあ！　にゃーもそこ狙ってもう一回温泉に入るにゃあ！」

「ククリカさん！」

「うるせえ、にゃあは他人の幸せを願えるような腐った人間にはならねえにゃ！」

「他人の幸せを願えない人間の方が腐ってますからね」

「……」

「じゃあ、まだ、仕事あるから」

　途中でばったり出会ったドールとちょっとした世間話をした。酒場にはぼちぼちと今日の探たん索さくを終えた冒険者が引き上げて来ているようだ。彼らは今から温泉で体を温め、夕食にするのだろう。ティルムたちは一足早くテーブルの一つに陣取る。

「熊鍋セット四人前にゃ！　あと、小熊用に熊肉じゃない食べ物頼むにゃ」

　注文した熊鍋セットと小熊用の食べ物は、すぐに運ばれて来た。

　まずテーブルの中央に出だ汁しがたっぷりと入った土鍋が置かれる。土鍋の下には小さな炉が敷かれており、出汁が冷めないよう小さな火がちろちろと燃えていた。

　具材は薄切りの熊肉に迷宮キャベツや迷宮大根などの根菜である。

　とにかく量が多い。ざく切りの迷宮キャベツと薄切りの迷宮大根が山盛りだ。

　薄切りの熊肉も皿に肉の花が咲いたかのようにたっぷりとある。

　これらを鍋で煮て、酸味のあるハーブソースにつけて食べる。お好みで、塩を振って食べても良い。

　ティルムはまず大根やキャベツの芯に近い部分など、火の通りにくい野菜を土鍋に入れ蓋をした。ある程度、火が通り柔らかくなったところで熊肉を投入する。

　あとは灰あ汁くを取りながら、煮えるのを待つだけだ。

「熊肉って綺き麗れいな色ですね」

「濃いピンク色っていうか、赤いわねぇ」

「肉！って感じがする力強い色にゃー。なんだかわくわくするにゃあ」

「食べたことないから楽しみです」

「私もないわねぇ。美お味いしいのぉ？」

「地下八階で狩った新鮮な熊肉と地下六階から運ばれて来る新鮮な迷宮野菜の組み合わせは絶品にゃーよ！」

「美う味まい、ぞ」

「慣れたら熊の内臓煮込みとかもあるにゃ」

「子熊さんのことを考えると、ちょっと複雑な気分になりますね」

「わぅんっ？」

　小熊はテーブルの下で大人しくしていた。何を言うでもなく、自分からその目立たない位置を選んだのだ。テーブルに上げてやろうとしても身を捩よじって嫌がった。見た目はもふもふの子熊だが、賢さは相当のものなのだろう。用意された小熊用の食事──野菜と蛙かえる肉の盛り合わせにもまだ、手を付けていない。

　ククリカが皮肉っぽい微笑ほほえみを浮かべて肩をすくめた。

「殺して食うは生きている限り逃れられない業にゃーよ」

「なに聖職者みたいなこと言ってんのよぅ」

「冒険者カード確認しろにゃ。一応、にゃーは幸運神さまの神官にゃ」

「ありましたね、神官技能ＬＶレベル一」

「縁結びしてくれる慈愛神さまと迷ったんだけどにゃあ。昔は商売で成功することばっかり考えてたから幸運神さまを信じることにしたにゃ」

「へえ……私は普通に両親と同じで慈愛神さまですね」

「どこの神も大差ないわよぅ。信じたい神を信じなさいなぁ」

「おい秩ちつ序じよ神の神官で神官技能ＬＶ五、その発言は立場上まずくねえかにゃ」

「五大神はいずれも『良く生きる』ことを説いているのよぅ。ただ方向性が違うだけでぇ、最後に辿たどり着つく場所は同じじゃないのぉ」

「時代が時代なら異い端たん扱いで迫害されそうな考え方だにゃあ」

「セージさんはどうですか？」

「わからん。神殿には、行ったことが、ない」

「にゃはは……それにしてもまさかここまで結婚に縁がないとは予想外にゃあ。慈愛神さまを信じるべきだったのかにゃあ。あっ、なんだか悲しくなって来たにゃ」

「あの、もうすぐお鍋が出来ますから、美味しいものを食べて元気出しましょうね」

「わーいごはんにゃー。ティルムお母さんのごはんは大好きにゃあ！」

「あはは。もうちょっとだけ待ってくださいねククリカちゃん」

「何気持ち悪いこと言ってんのよぅ」

　最後に迷宮ネギやキャベツの柔らかい部分など火の通りやすい迷宮野菜を入れて──

「はい、熊鍋の完成です！」

「いただきます」

「わおん！」

　ティルムたちは手を合わせ、白い湯気を漂わせぐつぐつと煮えた熊鍋に手を伸ばす。

「まずはやっぱり熊肉ですよね」

　ティルムは熊肉を取り皿に受け、ふと思いつき、調味料をつけずに一口食べた。

　もにゅもにゅと薄切りにしても弾力がある。味は独特だ。野性的な味と言うべきか。

「うーん……癖くせが強いっていうか、ちょっと臭いですね」

「慣れたらその癖も悪くないにゃーよ。あえて塩で食べるのもそれなりにいるにゃ」

「素直にハーブソースで食べなさいなぁ。美お味いしいわよぅ」

「……あ、ソースつけると美味しい。ハーブの香りであの独特の臭みが消えてます。ちょっと酸っぱいのはレモンですかね？」

「美う味まい」

　黙々と熊肉を口に運ぶ。

「って、お肉ばっかり食べちゃだめですよ。野菜も食べましょう野菜！」

「すみませーん、追加で熊肉四人前にゃー。ワインも」

「……わかりました。強制野菜の刑です。ちゃんと食べるまでお肉は食べさせません」

　ティルムが、自分を含む全員の取り皿に野菜を配布した。

「厳しいにゃー」

「ちゃんと野菜も食べないと栄養が偏かたよります。お肉だけだと肌も荒れちゃいますし」

「あなた、本当にお母さんみたいよねぇ」

「美味い」

「がうわう！　がうわう！　わうー！」

　テーブルの下の小熊も、お尻をふりふり幸せそうにごはんを食べている。

「肉と一緒だとおまけみたいに扱っちゃうにゃーけど、野菜も美味しいにゃあ」

「なんでも美味しくいただけるのが一番ですよね」

「美味い」

「ワインも開けるにゃー。ティルムにゃんどうぞにゃー」

「あー、わたし、強いお酒はちょっと」

「ワインは別に強くねーにゃ？　そりゃいつも飲んでるエールよりは強いにゃーけど」

「あはは、えっと……」

　ティルムは少し困ったように微笑ほほえむ。

「最近、気が付いたんですけど、わたし、酔うと……悪いことしたくなるみたいで」

「ティルムがぁ？　悪いことぉ？」

「セージさんの上に乗ったり。セージさんに絡んでたり。セージさんを叩たたいてたり……」

「にゃはは。被害者がセージにゃんだし気にすることなくねーかにゃ？」

「普段からＬＶレベル七に迷惑かけられてるんだから酔った時ぐらい許してもらえるわよぅ」

「むぅ……」

「覆面で表情わかんねぇけど、否定したいけど否定できないって感じかにゃ」

　セージがそっと視線を逸そらした。

「あはは。でも、何があるかわかりませんから、やめておきます」

「無理強いはしねえにゃーよ」

「そうねぇ。熊鍋を楽しむだけでも十分よねぇ」

　今度は、アルリアナがにやりと笑う。

　熊肉を、一切れ、つまみ。

「お兄ちゃぁん。はぁい、あぁんしてぇー」

「うえっ。おまえその気持ち悪いぐらい甘ったるい声やめろにゃ。おまえの本性を知ってるとガチで気持ち悪いにゃ」

「アルリアナさんそれ、前もやりませんでしたか」

「リベンジよぅ。今度こそぉ、お兄ちゃんに速さで勝ってやるわぁ」

「どうせ同じ結果にゃ」

「はぁい、あぁーん」

　邪悪な微笑みを湛たたえ、アルリアナはセージの口元に熊肉を運ぶ。

　以前（焼き肉のとき）、アルリアナは相手が食べる寸前で肉を引き戻すという他た愛あいのない悪戯いたずらを仕掛けた。しかし相手はＬＶ七の盗賊であるセージだ。アルリアナが引くより速く肉に食らいついた。彼女のいたずらは完全に失敗した。

「……」

　今度も、そうだ。アルリアナはセージが動いた瞬間に肉を引いた。だが恐るべきはＬＶ七の反射速度。行動に溜ためがない。動くと思った瞬間にはすぐに動いている。

　速さ勝負の結末は変わらない。

「……！」

　アルリアナの熊肉を食べた瞬間、セージが思わず口元を押さえた。

「かかったわぁ！」

「何したにゃ」

「食べ物を粗末にしちゃ駄目ですよ！」

「下の火で炙あぶってぇ、お肉をあっつあつにしてあげただけよぅ」

　ふふんと、アルリアナが薄い胸を張って勝ち誇る。

「美う味まい」

「平気そうですねセージさん」

「多分、熱くてちょっとびっくりしたぐらいにゃーね。おう、どんな気分にゃ邪悪幼女」

「う、うるさいわよぅ！　上う手まく行くと思ったのよぅ！」

　薄い胸を張って勝ち誇ったまま、アルリアナは羞しゆう恥ちで頰ほおを染めてぷるぷると震える。

　優しく、ティルムが肩を叩たたいて励はげました。

「普通に食べましょうアルリアナさん。美お味いしいですよ、熊鍋」

「……はぁい」

「わっうーん！」

　小熊がおかわりを欲しがって鳴いた。




　セージたちは熊鍋を食べ終え、そのまま酒場でお茶を飲みくつろいでいた。他の席では温泉で体を温めた冒険者が食事を始めていた。テーブルの埋まり具合は六割程度か。

「意外と、少ないんですね」

「いつも、こんなもの。あと、何組か、戻って来てないＰＴパーテイがいる」

　給仕の仕事をしているドールがティルムの独り言に返事をした。

「死体になってなければいいわねぇ」

「縁起でもねえにゃあ」

　そのとき、宿の扉が開いて、ぐったりした様子のＰＴが入って来た。

「あー、疲れたー。ただいまー。もう熊が全然いない」

「何かにおびえて隠れたみたい」

「そのくせ、時々、熊の首なし死体が転がってるんだもん。怖いわねえ」

「わううううううううっ！」

　突然、小熊が大声で吠ほえた。

　瞬間、セージは立ち上がり、テーブルをその冒険者たちに投げつけた。

「わ、え、セージさん！」

「何してるの！」

　ティルムが悲鳴を上げる。ドールすらも驚きの声を上げる。テーブルを投げつけられた冒険者たちは悲鳴を上げる間もなくぶっ倒れる。

　空気の壁をぶち抜く、あの音がした。

　テーブルが真っ二つに切り裂かれ、白い何かが酒場に飛び込んで来る。

　片耳の兎うさぎ、湾わん曲きよくした鋭い刃やいばが口元から生えている。

　誰かが悲鳴を上げた。

「ざ、斬ざん鉄てつ兎うさぎだあああああああああああ！」

「全員伏せろ！」

　セージが叫び、腰の短剣に手をかけた。

「それは、おれの、獲物だ！」

　兎が再び跳とび、白く冴さえ冴ざえとした刃やいばが煌きらめいた。

　銀光一いつ閃せん、否、二閃。

　酒場の中を、常人の目では白い何かとしか捉とらえられない何かが荒れ狂う。

　空気の壁を貫く轟ごう音おんが幾度も響き、徹底的な破壊が撒まき散らされる。

　ティルムたちを含めて、誰も動くことが出来ない。

　やがて、その何かたちは、『魔物を防ぐための分厚い石壁』をぶち抜いた。

　酒場の中は、文字通り、嵐が過ぎ去った後のように荒れ果てていた。

　同時に、誰もが、命が助かったことを安あん堵どしていた。

　ティルムたちを除いて。

「あんの腐れＬＶレベル七ぁあああああああああ！　にゃーたちに相談もなくまたやりやがったにゃああああああ！　今度は宿を丸ごと餌えさにしやがったにゃああああああああ！」

　ククリカは、腰の単発式拳銃を引き抜き、目に本気の怒りを宿して叫ぶ。

「とりあえずあのバカ追いかけるわよぅ！　これで負けてたらシャレにならないわぁ」

「ああああああもうセージさんの馬鹿ああああああ！　あれ絶対に、単ソ独ロだったころの癖くせが抜けてないですよ！　えっと装備、装備、すみません、この剣と盾たてを借ります！」

　ティルムはテーブルをぶん投げられのびている冒険者から装備を借り宿を飛び出す──

「待って」

　こんなときでもドールの声は氷のように静かで、そして冷たかった。

「私も怒りたいから、残しておいて」

「わかりました！」

「わうっ！」

　ティルムたちは宿を飛び出し、セージと兎を追った。




　鮮やかな月光が、真っ白な雪原を照らしていた。

　いつの間にか、雪は止んでいた。

　風もなく、音もなく、生命の気配もなく、静かだった。

　雪原に残されていた痕跡を追い、ティルムたちはセージを見つけた。

　それは決着の瞬間。

　キン──と、硝子ガラスを切り裂くような甲高い音がした。

　白い白い、三日月のような刃やいばが宙を舞っていた。

　黒い男が、白い刃を振るい、白い兎うさぎの白い牙を切り裂いた。

　片耳の兎が赤く染まって、白い雪の上に落ちて行く。

「セージさん！」

　ティルムが呼んだ。セージが振り向いた。

　そのときだった。再び、空気の壁を貫く、あの、音がしたのは。

「！」

　ティルムたちは見た。

　セージの体が弾はじかれ、水切り石のように雪原を吹き飛ばされるのを。

　赤く染まった雪の上に、片耳ではない兎が現れたのを。

　片耳兎の死を悼いたむように、じっと、物言わぬ屍しかばねを見詰めていた。

「……二匹、目？」

「つがいがいたにゃ！」

　赤い瞳が、ティルムたちを見た。

　瞬時に、彼女たちはセージ抜きで戦う覚悟を決めた。

　防寒具がない。鎧よろいがない。装備は借り物。ククリカは拳銃一丁で予備弾も少ない。

　持久戦は絶対に不可能だ。最初の一手で全すべてが決まる。決めねば全滅する。

「────生と死の境界を穢けがすべからず、聖なる輝きよ正しき理ことわりと照らせ──《聖光ホーリーライト》！」

　誰よりも早く、アルリアナが祈りを捧ささげ、神しん聖せい魔法を唱えた。《聖光》は対アンデッド用の攻撃呪文である。生者にダメージを与えることはない。

　だが、その強い光は、目くらましとしても使うことが出来る。

　事実、兎は、僅わずかに怯ひるんだ。

　その僅かな時間に、ククリカは魔銃に『火球』の特殊弾を装そう塡てんした。ＬＶレベル四以上の魔法使いが覚える同名の破壊呪文と同じだけの熱量と破壊力を発揮する弾丸だ。

　ククリカは兎に狙いをつけ、逸そらし、間の雪原に向けて撃うった。

「ティルムにゃん！　当てれば勝てるにゃ！」

　雪が一瞬で水になり、蒸発し、水蒸気の壁が両者の間に出来上がる。

　ティルムは借り物の剣を抜き、盾たてを正面に突き出し構え、思わず顔をしかめた。

「うっ、重い」

　思えば、装備を借りた冒険者はティルムよりかなり大柄だった。

　ティルムは迷い、考える。

　そのとき、二匹目の『兎』が空気の壁をぶち抜き跳とんだ。

「──！」

　水蒸気の壁が揺らぐ。閃ひらめき。ティルムは、剣を捨てる。

『斬ざん鉄てつ兎うさぎ』は速すぎる。セージのように人間の限界を超えているならともかく、ティルムの目では捉とらえきれない。だが、今は水蒸気の壁がある。

　水蒸気の壁に、『斬鉄兎』の動きの軌跡が見えた。

　兎の攻撃手段は口元の牙に限定されている。極めて直線的な攻撃だ。

　兎が、どこを狙うか、予測できる。

　ぐぎゃり、と、自分の左腕から響いたひどく嫌な音を聞いた。

「っつう！」

『斬鉄兎』の超高速攻撃に盾たてを合わせることが出来たのは、ティルムが剣より盾の扱いに長たけた防御主体の戦士であったからだろう。加えて、常日頃からの努力と、才能と、仲間の援護があってのことだ。

　借り物の、重い、頑健な盾は半分に切り裂かれていた。盾を握にぎる指は潰つぶれ、盾を支える腕の骨は砕くだけている。あとほんの少し受けがずれていたら首が落ちていたかもしれない。

　一方で、盾に激突した『斬鉄兎』もまた大ダメージを受け雪原に叩たたきつけられた。

　見るからに動きが鈍にぶっている。だが、すぐにでもとどめを刺さねば逃げられる。

　そのとき、茶色い影が雪原を駆け抜けた。

　小熊が『斬鉄兎』にとどめを刺した。

「わおおおおおおおおおうっ！」

　もういない母に呼びかけるように、小熊は吠ほえた。




　ティルムの傷が癒いえるのに二日かかった。アルリアナの神しん聖せい魔法で傷自体はすぐに塞がったが痛みまでは消えない。痛みのせいでティルムは熱を出して寝込んでしまった。

　因ちなみに、その間、セージはドールを含む女性陣から延々とお説教を受けた。

　反省文も書かされた。

　改めて鋼鉄熊の雄雌を捕獲したのは、更に三日後のことだった。

　今日は地下八階とのお別れの日である。

「温泉と熊肉料理の日々もこれで終わりだにゃあ」

「そうねぇ。小熊ともお別れねぇ」

「わふっ、わふっー、わふーん」

　母熊の仇かたきを取ったからか、小熊はさらに人ひと懐なつっこくなり今もティルムの足に体をこすりつけている。

「……ところで、あれは放っておいて良いんですかね」

　ティルムたち魔物捕獲ＰＴパーテイはギルド直営冒険者の宿『笑顔で納税亭』から出しゆつ立たつする──直前、セージがドールに捕まった。

「忘れ物」

「何も、忘れて、いない、が？」

　ふるふるとドールが長い黒髪を揺らして首を振る。

　表情はない。声も淡々としている。だが、絶対に逃がさないとばかりに強くセージの腕を摑つかんでいた。

「ここの制服は、かわいいと、ギルドでも評判」

「そうか」

「私、ここの配属、今日まで」

「そうか」

「つまり、ここの制服を着た私も、今日まで」

「そうか」

　明らかにセージは困っていた。ドールが何を言っているのか理解していなかった。

　助けを求めるようにティルムの方を向いた。が、がしぃ、と、ドールに顔を摑まれ正面、つまりドールの方を向かされた。

「早く」

「……そうか」

　セージはとても困っていた。












「あはは……やっぱり助け舟を出してあげた方が」

「私はぁ、もっとぉ、お兄ちゃんが困ってる姿を見たいわぁ。お兄ちゃんが苦しむたびぃ、私の心があったかくなるのぉ。これって恋かしらぁ」

「そんなどす黒い恋があってたまるかにゃ……しかし、にゃーも、そろそろ、限界にゃあ。もう、ゾンビ踊りで乱入したくてたまらない──にゃああああああああ！」

「やっぱりこうなったあああああ！　こうなる前にククリカさんを連れて帰りたかったのにぃいいいいい！　気を確かに持ってくださいククリカさん！」

「あああああああ、みんな不幸になれば良いにゃあ。みんな不幸になればにゃーは独りぼっちじゃなくなるにゃあ！　とりあえず、目の前の鈍感人見知りクソ男と不器用人形女の甘酸っぱい雰囲気をぶち壊してやるにゃああああああ！」

「うわああああついに銃を抜いたああああククリカさんそれは本当にだめえええ！」

　ティルムは暴あばれるククリカを羽は交がい絞じめにして、必死に抑え込む。

　くすくすと笑って、アルリアナは足元の小熊に語り掛ける。

「本当にぃ、どいつもこいつも馬鹿ばっかりで面白いわよねぇ」

「わふー？」





終章「続・おれたちの魔物捕獲はこれからだ」










　冒険者にとって最も幸福な瞬間はいつだろうか。

　希少魔物を討伐した日か、マジックアイテムを発見した日か、あるいは目的を果たし引退するその日だろうか。

　多くの冒険者は無事に迷宮から戻り酒場でぬるいエールを飲む瞬間に幸福を覚える。

　レベルアップという喜びがあれば尚なお更さらだ。

「冒険の成功と全員のレベルアップを祝って──かんぱーい！」

「かんぱぁい」

「乾杯にゃー」

「……」

　とある夜の『銀の杖つえ亭』。すっかり常連になったティルムたちはいつもより少し豪勢な食事を注文した。ぬるいエールで乾杯し、互いに喜びを分かち合う。

「いやあ、それにしてもこんなに早くレベルアップできるとは思いませんでした」

「そうねぇ。私もびっくりだわぁ」

「にゃはは。それも四人そろってだからにゃあ。まさに奇跡的にゃ」

「……」

　アッハッハッ──と、どこか白々しく、ティルムたちは笑った。




　ティルム・ディード／十六歳

　騎士／属性Ｎアライメント・ニユートラル

　総合ＬＶレベル：四

　冒険技能：戦士四・学士ＬＶ四

　生活技能：貴族礼法ＬＶ三・法学（帝国法）ＬＶ三・『お母さんＬＶ一』

　戦闘特技：盾たての巧たくみ・堅陣構築




　アルリアナ・デイジーコート／十三歳

　神官／属性Ｌアライメント・ロウ

　総合ＬＶ：五

　冒険技能：神官（秩ちつ序じよ神）ＬＶ五

　生活技能：神学ＬＶ五・法学ＬＶ五・『魔物マニアＬＶ一』

　戦闘特技：魔法拡大・秩序神の祝福・秩序神の加護




　ククリカ・テンセル／二十歳

　商人／属性ＮＬアライメント・ニユートラルロウ

　総合ＬＶ：六

　冒険技能：魔銃使いＬＶ六・吟遊詩人ＬＶ三・野伏のぶせりＬＶ三・学士ＬＶ三・戦士ＬＶ三・神官（幸運神）ＬＶ一

　生活技能：取引ＬＶ六・鑑定（価格）ＬＶ六・算術ＬＶ五・経営学ＬＶ五・『一人上手ＬＶ一』

　戦闘特技：抜き撃うち・狙い撃ち・踊り撃ち




「……どういうことなんでしょう。そもそも、『お母さん』って技能なんですかね？」

「『魔物マニア』ってなによぅ。どっちかと言えばＬＶ七でしょうそれぇ」

「『一人上手』ってどういう意味にゃ！　冒険者カードシステムを作った古代文明人の悪意を感じるにゃ！　ウェイトレスさーん、強いお酒持って来てにゃあ！」

「そうですね！　わたしもちょっと飲みたい気分です！」

「しっかり、しろ、ティルム。おまえが、こいつらの、舵かじを取らなくて、どう、する」

「あらぁ、お兄ちゃんが偽ぎ善ぜん者しやみたいなこと言ってるわぁ。さっすがぁ、一人だけぇ、ちゃんとレベルアップしただけあるわねぇ。言うことが違うわぁ」

「……」




　セージ・トーラスト／年齢不明

　盗賊／属性ＮＣアライメント・ニユートラルカオス

　総合ＬＶレベル：七

　冒険技能：盗賊ＬＶ七・野伏のぶせりＬＶ六・『忍びＬＶ一』

　生活技能：魔物知識ＬＶ四・魔物解体ＬＶ六

　戦闘特技：第六感・影歩き・急所狙い・天の眼め──絶技『無む明みよう無想』




「おれも、わからない、忍び、とは、どういう技能、だ」

「飲みましょう！　このもやもやした感じをお酒で吹き飛ばすんですよ」

「派手に行きましょうよぅ。ほらぁ、『斬ざん鉄てつ兎うさぎ』の素材でぇ、儲もうかったじゃなぁい」

「よっしゃー、今日は、この店の連中、全員、にゃーの奢おごりにゃー」

　次の瞬間、『銀の杖つえ亭』に爆発的な歓声が上がった。




　翌日、魔物捕獲ＰＴパーテイの面々が二日酔いに苦しむことになるのはまた別の話である。





「ぼくのじゆうちょう（あとがき）」







　大抵の場合、恋の始まりは『なんとなく』です。

　雨の日に捨て猫を拾っていたとか、車に轢ひかれそうになったところを助けられたとか、放課後の屋上でリンボーダンスをしていたとか、劇的な始まりは滅多にありません。

　ただの日常に見られる些さ細さいな良よし悪あしを積み重ねる。少しずつ相手のことを知っていく。時間と理解の総和が、『なんとなく』、恋になるのです。

　だからＰＴパーテイを組んで命がけ迷宮に潜もぐる冒険者同士で恋が始まってもおかしくない──って話なんだよ二巻はきっとな！　一巻ではちょい役だった受付のドール（あだ名）さんが、ぐいぐい来てるよ！　来てるぅううううううよぉおおおおおおおおおおおおお！

　他にも魔物を捕まえたり、弁当を食べたり、世界中のカップルを呪ったりと見どころはたっぷり。野菜もたっぷりの二巻さ。これでたったの五百八十円（税別）だから超お得、ガチャを一、二回我慢したら買えちまうんだから最高だろ？　ＨＡＨＡＨＡＨＡＨＡＨＡＨＡ！
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